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差異と発問
主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング
小論文　
岩手県立大船渡高校　梨子田喬

現代文　
宮崎県立高鍋高校　三浦章子

指導変革の軌跡

茨城県・私立大成女子高校
石川県立野々市明倫高校
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職２年目に初めて担任を持つことになり、自

分らしさを出そうと、毎朝、黒板に生徒への

メッセージを書くことにしました。「おはよう」に始

まり、よいことを褒めたり、気になることを注意し

たり、連絡事項を伝えたりと、生徒とのコミュニケー

ションツールの１つになればと考えたのです。しか

し、数か月すると、毎日書くことに意味を見いだせ

なくなっていました。例えば、「静かにしよう」と書

くと、その日は改善されましたが、翌朝書いていな

ければ元通りという状態で、自分が何を言っても生

徒には伝わらないのではないかと悩みました。

　そんなある日、職員室で作業をしていた私の隣に、

担任クラスの数学科担当の先輩先生が座られました。

私は「うちのクラスの生徒がご迷惑をかけていませ

んか」と相談し、「メッセージをやめようかと悩んで

いる」と打ち明けました。すると即座に、「誰か１
人は見ているんじゃない？　その生徒のた
めに続けたら」と言われたのです。「ルールを守

らない生徒に目が行きがちになるけれど、きちんと

している生徒こそ意識して見ていかないと」という

言葉に、はっとさせられました。

の後すぐ、先輩先生の言葉を実感する出来事

がありました。私がやむを得ず学校を２日間

休んだ翌日、生徒から「メッセージがなかったから、

先生に何かあったんだと思いました」と言われたの

です。「見ている生徒はいる。だから、何があっても

続けよう」と、私は決意しました。

　一人ひとりと向き合う大切さも、生徒に教えられ

ました。担任２年目、遅刻欠席がなく、授業態度も

真面目な生徒から「私が頑張っても、先生は褒めて

くれない」と言われたのです。また、数年前には、

私の発言が思わぬ生徒の誤解を招き、そこから生徒

たちとの関係がうまくいかなくなり、黒板のメッセー

ジが数回消されるようなこともありました。

　私は、クラス「全体」をよくしたいと思うあまり、

目立つ生徒のことばかりを気にかけていました。し

かし、「個」を大事にしなければ、全体がうまくいく

はずはないのです。一人ひとり違った人間が集まる

のがクラスで、同じ言葉でも受け止め方は様々です。

そして、生徒は教師の言動を想像以上に見聞きして、

喜びや悲しみを感じています。生徒との接し方には

正解がないからこそ、これでよいのかと悩みながら

も、生徒の表情や発言、行動にきちんと目を向け、

気になったことは後回しにせず、すぐに行動に移す

ことを意識するようになりました。

年目の今も、毎日欠かさず黒板にメッセージ

を書き続けています。卒業生やクラス替えと

なった生徒から「メッセージ、毎日見てました」と

言われる時、改めて１人の存在に気づけます。

　書く内容は、今も変わりません。でも、伝えたい

生徒を思い浮かべながら、全体に向けた言葉にして

います。「個」をよく知れば、クラス「全体」に投げ

かける言葉も自然と変わっていきます。そうすれば、

「個」も影響を受けて、「全体」のことを考えて行動

してくれるようになる。そう信じて、これからも一

人ひとりと向き合っていきたいと思います。

No. 004
愛媛県・私立聖カタリナ学園高校

中本幸太先生
なかもと・こうた

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴 13 年。同校に赴任して 14 年目。
３学年担任。地歴・公民科教科主任。 

聖カタリナ学園高校　全日制／普通科・総
合学科・看護科・看護科専攻科／共学（2015
年度まで女子校）／全校生徒 1353 人／
2017 年度入試合格実績（現役のみ）：国
公立大は、広島大、愛媛大、長崎大に３人が
合格。私立大は、中央大、法政大、立命館大、
関西大、松山大などに延べ２１８人が合格。

教

そ

14

情熱教師 F i l e 4

今月の表紙　福島県・私立尚志高校　八
や

巻
ま き

智洋先生

生 徒 と 紡 ぐ

八巻智洋先生　教職歴10 年。同校
に赴任して11年目。特別進学コース
主任。進路指導部。数学科。

福島県・私立尚志高校　全日制／普通科・情報総合科／共学／１学年 425人／2017
年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、山形大、福島大、筑波大、会津大など
に24人が合格。私立大は、専修大、法政大、立命館大などに延べ262 人が合格。

ともに成長していく
　　　高校入学後、八巻先生の最初の授業で「数学で
は毎回４人１組でのグループ学習をするから、まずは
そのグループのつくり方をみんなで決めよう」と言わ
れた時にはびっくりしました。
　　　４人で話し合って１つの答えを出すという形態
にも戸惑ったし、先生はヒントしか与えてくれないの
で自分たちで考えるしかなくて、最初は泣きそうでし
た。今では、解法を見つけた人が前に出てみんなに教
えて、助け合っているけれど（笑）
　　　一度先生が教えてしまうと、「最後は先生が教
えてくれる」という甘えが出てしまうからね。
　　　最初は「なぜ答えを教えてくれないんだろう」
と思っていたけれど、毎回メンバーの考えを聞き、自
分で深く考えていくと、単元の本質を理解できるよう
になっていることに気づきました。今では分からない
問題を解くのが面白くて、数学にのめり込んでいます！
　　　ただ、グループ学習って、話すのが苦手な人の
集まりだと沈黙が続いてつらいのですが、それについ
て先生はどのように考えていますか。
　　　それも、頑張ってほしいところなんだ。自分た

ちの力でその壁を乗り越えてこそ、みんなの成長があ
ると考えているよ。
　　　みんなにはいろいろな考えがあって、それを共
有して、また考えて答えを出す。それが“学ぶ”とい
うことなのだと感じています。ほかにはない授業です
が、先生はどうして始められたのですか。
　　　先生の話を一方的に聞くだけで、生徒に本当に
力がつくのかと考えるようになって、前の学年でグルー
プ学習を取り入れてみたら、みんな生き生きと取り組
んでくれて……それなら普段の授業で取り入れようと
思ったんだ。本格的な導入は初めてだったから、み
んなにも頑張ってもらって授業公開をたくさんしたし、
みんなから直接意見を聞きながら、改善を重ねてきた。
だから、先生の授業は、みんなと一緒に勉強しながら
つくってきたのだと思っているよ。
　　　確かに、学年集会などでも、話を聞いているだ
けだと頭に入ってこないです。
　　　じゃあ、次の集会では、資料を５分間で読んで
もらってから、質疑応答形式にしようか。
　　　賛成！　読めば分かることに説明はいらないです！
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10 月 C O N T E N T S
特集

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

教師を育てた言葉たち

特別リポート

Reader’s VIEW

指導変革の軌跡

「学校教育デザイン」を描く❸

資質・能力を育む
授業と評価のあり方

全学年
進路講演会　振り返りシート

 22 小論文
  岩手県立大船渡高校　梨

な し だ

子田喬
たかし

  生徒同士の協働で小論文を作成し、
  相互に評価させることで考え続ける姿勢を育む

 26 現代文
  宮崎県立高鍋高校　三浦章

あ き

子
こ

  教材の特性や育てたい力を基に活動の形を柔軟に検討し、
  言葉を通して思考する力を高める

  「誰か１人でも見ているなら続けなさい」
  愛媛県・私立聖カタリナ学園高校　中本幸太

  ベネッセコーポレーション「現代人の語彙に関する調査」結果分析 
  アクティブ・ラーニングの経験が
  思考力・表現力を支える「語彙力」にも影響

 30 茨城県・私立大
た い せ い

成女子高校
  キャリア教育
  学校設定教科を通して生徒のキャリア設計を支え、
  主体的な進路意識を醸成

 34 石川県立野
の の

々市
いち

明
め い り ん

倫高校
  進学実績の向上
  進路指導課と学年団が連携して指導改善を推進し、
  過去最高の進学実績を実現

 4 資質・能力を育む授業と、
  それを見取るための評価とは
 8 座談会
  「差異」に出合わせる発問で、
  生徒を主体的にし、深い学びに誘う
  関西大学　教育推進部教授　森　朋子
  静岡県立御殿場高校　美

み な

那川
が わ

雄一／岡山県立倉敷青陵高校　田中誠一郎
 14 授業・評価実践
  学校教育目標「８つの力」を育成する
  授業と評価のあり方を探る
  山梨県立吉田高校

2

38

22

巻末

48

60

30

http://berd.benesse.jp
本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでもご覧いただけます
印刷製本／（株）協同プレス　編集協力／（有）ペンダコ　執筆協力／中丸　満、二宮良太　撮
影協力／荒川　潤、川上一生、谷口　哲、筒井岳彦、藤木潤一、福山　哲、ヤマグチイッキ
＊本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます
＊本誌記載の記事、写真の無断複写、複製及び転載を禁じます
©Benesse Corporation 2017

差異と発問
◎本誌・特集において４号にわ
たって発信する「『学校教育デザ
イン』を描く」。３回目の今号で
は、いよいよ授業と評価という
実践のフェーズに入ります。す
なわち、資質・能力を育成する
授業と評価とはどのようなもの
なのか、その実現のために教師
に求められることや実践のポイ
ントは何か、考えてまいります。
キーワードは「差異と発問」。そ
の２つから先生方はどのような
ことをイメージされるでしょう
か。それは、今号の特集を読ん
だ後でどのように変わるでしょ
うか。この「発問」を通じた「差
異」もぜひお考えになりながら
お読みいただけると幸いです。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木 崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方

  前向きになれる振り返り
46

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 42 首都大学東京　都市環境学部　分子応用化学コース
  主体的に学び続ける力を育成し、
  世界で活躍できる化学者を育成
 44 山口県立大学　社会福祉学部
  地域に深く入り込んで実践を重ね、
  福祉のマインドとスキルを身につける

42
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カリキュラム
・指導計画

授業・
指導実践 評価・検証

授業・
指導改善

学校教育
目標

「学校教育デザイン」を描く❸ 

資質・能力を育む
授業と評価のあり方

本誌６月号において、これからの学校教育目標のあり方を、

８月号において、学校教育目標を達成するための

これからの教育課程・教育活動計画のあり方を考えてきた、

次の自校の姿を描く「学校教育デザイン」。

今号は、いよいよ実践のフェーズに目を向ける。

学校教育目標や次期学習指導要領で目指す資質・能力を育成する授業、

そして、目指す資質・能力が育めたのかを見取ることのできる評価とはどのようなものなのか。

それらを実現するために求められる視点や実践のポイントとともに考えていく。

S p e c i a l  I s s u e 特 集

2017年　特集の年間テーマ

2020年度・22年度に向けて、次の自校を創るために必要な視点を押さえた
「学校教育デザイン」を描く

学校教育デザイン

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

６月号で発信

本号

８月号で発信
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関西大学　
教育推進部　
教授　
森 朋子

静岡県立
御殿場高校　

美
み な

那川
が わ

雄一

岡山県立
倉敷青陵高校　
田中誠一郎

O v e r h e a d  V I E W

資質・能力を育む授業と、それを見取るための評価とは
【P.4～7】

その実現のために教師に求められること、実践のポイントは何か

本号のテーマ

「主体的・対話的で深い学び」を実現する
実現のポイント
❶これまでの授業を「主体的・対話的で深い学び」の視点で捉え直す
❷「主体的」「対話的」「深い」の３つの学びの視点は、単元や題材のまとまりの中で実現させる
❸各教科等の特質に応じた「見方・考え方」によって学びを深める
❹教師が、生徒の思考を深めるための発言を促したり、気づいていない視点を提示したりする

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の
３つの観点で評価する
実現のポイント
❶ 3つの観点での評価は、単元や題材のまとまりの中で行う
❷多様な方法で、多面的・多角的に評価する

「差異」に出合わせる発問で、生徒を主体的にし、深い学びに誘う

学校教育目標「８つの力」を育成する授業と評価のあり方を探る
山梨県立吉田高校

実践の進め方◎３人の教師が、育成したい「８つの力」
を基に授業計画を作成した上で、授業を実践。授業後
は、教師と生徒が一緒に振り返りを行い、次の授業と
学びに生かすという試みに取り組んだ。

現場の教師や識者の声から見えてきたキーワード「差異」と「発問」を軸に、
資質・能力を育む授業と評価を実現する視点や実践のポイントを考える

学校教育目標や学習指導要領で目指す資質・能力は、
どのような授業や評価で育まれるのか。

その実現のために教師に求められること、実践のポイントは何か。

1

2

授業

座談会で
視点を探る
【P.8～13】

事例から
実践のポイント
を考える

【P.14～21】

評価

▲授業後の教師と生徒による振り返りの様子
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域
や
保
護
者
等
の

外
部
資
源
も
活
用
し
な
が
ら
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
通
じ
て

学
校
全
体
で
回
し
て
い
く
営
み
だ
（
図

１
）。

　
同
号
で
は
、
そ
の
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
な

る
「
学
校
教
育
目
標
」
の
あ
り
方
を
考
え
、

学
習
指
導
要
領
を
受
け
止
め
つ
つ
、
校
訓

や
校
是
、
建
学
の
精
神
、
学
校
文
化
（
校

風
）
な
ど
、教
育
の
根
幹
を
成
す
「
不
易
」

の
視
点
と
、社
会
の
変
化
や
地
域
の
実
情
、

生
徒
の
姿
と
い
っ
た
「
流
行
」
の
視
点
の

双
方
を
踏
ま
え
て
、
資
質
・
能
力
の
形
で

明
確
化
す
る
必
要
性
を
示
し
た
。

　
続
く
８
月
号
で
は
、
学
校
教
育
目
標
の

達
成
を
図
る
た
め
に
作
成
さ
れ
る
「
教
育

課
程
」
と
、
教
科
活
動
、
そ
し
て
学
校
行

事
・
部
活
動
等
の
教
科
外
活
動
を
行
う
時

期
、
指
導
の
観
点
、
手
法
な
ど
を
ま
と
め

た
「
教
育
活
動
計
画
」
の
あ
り
方
に
つ
い

学校教育デザイン

「学校教育デザイン」概念図図１

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム
・指導計画

を通じて実現

授業・
指導実践

を通じて実現

評価・検証

授業・
指導改善

カリキュラム・マネジメント

学校教育
目標

６月号で発信８月号で発信

「学校教育デザイン」を描く第３ステップ

本号で発信

資
質
・
能
力
を
育
む
授
業
と
、

そ
れ
を
見
取
る
た
め
の
評
価
と
は

資
質
・
能
力
は
、
ど
の
よ
う
な
授
業
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
の
か
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
視
点
・
方
法
で
資
質
・
能
力
を
評
価
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
（
＊
）
と
現
場
の
声
を
基
に
考
え
て
い
く
。

「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
を
描
き

次
代
の
自
校
を
構
築
す
る

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」
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て
考
え
た
。
そ
の
両
者
に
共
通
す
る
最
も

重
要
な
視
点
は
、「
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
と
の
つ
な
が
り
の
明
確
化
」
だ
。
そ

れ
は
、
教
育
課
程
に
お
い
て
は
各
教
科
・

科
目
の
各
分
野
・
単
元
で
ど
の
資
質
・
能

力
を
育
成
す
る
の
か
を
、
教
育
活
動
計
画

に
お
い
て
は
教
科
外
も
含
め
た
各
教
育
活

動
を
通
じ
て
、
ど
の
資
質
・
能
力
を
ど
の

よ
う
な
指
導
に
よ
っ
て
育
成
す
る
の
か
を

明
確
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
具

現
化
す
る
例
と
し
て
、
教
育
課
程
表
の
モ

デ
ル
（
図
２
）
と
教
育
活
動
計
画
の
モ
デ

ル
（
図
３
）、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

成
事
例
を
紹
介
し
た
。

　
今
号
で
は
、
策
定
し
た
教
育
課
程
や
教

育
活
動
計
画
を
基
に
、目
標
と
し
た
資
質
・

能
力
を
育
む
指
導
と
、
育
ま
れ
た
資
質
・

能
力
を
測
る
評
価
に
つ
い
て
、
学
校
教
育

の
本
丸
で
あ
る
授
業
を
中
心
に
考
え
る
。

　
資
質
・
能
力
を
育
む
授
業
づ
く
り
に
お

い
て
重
要
な
の
は
、「
何
を
学
ぶ
か
」
と

と
も
に
「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
と
い
う

視
点
だ
。
２
０
１
６
年
12
月
に
公
表
さ
れ

た
中
央
教
育
審
議
会
「
幼
稚
園
、小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

の
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善
及
び
必
要
な

方
策
等
に
つ
い
て
（
答
申
）」（
以
下
、
答

申
）
で
は
、「
質
の
高
い
学
び
を
実
現
し
、

学
習
内
容
を
深
く
理
解
し
、
資
質
・
能
力

を
身
に
付
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
能
動
的

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
）
に
学
び
続
け
る
よ
う
に

す
る
」た
め
の
授
業
改
善
の
視
点
と
し
て
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
重

要
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
Ｐ
．６
図
４
）。

　
そ
し
て
、
そ
の
実
現
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
次
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
こ
れ
ま
で
の
授
業
を
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
で
捉
え
直
す

　
新
し
い
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
授
業
を

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
視
点

で
検
証
し
、
指
導
内
容
と
資
質
・
能
力
と

の
関
係
を
捉
え
直
す
こ
と
か
ら
始
め
る
。

②
「
主
体
的
」「
対
話
的
」「
深
い
」
の
３

つ
の
学
び
の
視
点
は
、
単
元
や
題
材
の

ま
と
ま
り
の
中
で
実
現
さ
せ
る

　「
主
体
的
な
学
び
」「
対
話
的
な
学
び
」

（　　　　　　　　　）高等学校　（　　　）年度　第（　　）学年　【教科・科目】（　　　　　　　　　　）　教育課程表

【教科・科目】（　　　　　　　　　）　【単位数】（　　）単位

資質・能力 資質・能力の説明

分野・単元・履修時期

育成を目指す資質・能力

教育活動 育成を目指す資質・能力

活動種類 活動名

指導計画
指導ストーリー

４月 ５月
活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

活動名

指導テーマ

指導ツール

（　　　　　　　　　　　）高等学校　（　　　　）年度入学生　　第（　　）学年　教育活動計画

教育課程表のモデル図２

教育活動計画のモデル図３

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け→バックナンバー→2017年度10月号」でご覧ください。

特集

「学校教育デザイン」を描く❸　

資質・能力を育む授業と評価のあり方

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を

実
現
す
る
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

指導ストーリー

４月 ５月

指導テーマ

指導ツール

指導テーマ

指導ツール

指導テーマ

指導ツール

指導テーマ

指導ツール

指導テーマ

自校で育成を目指す資質・能力
の数に合わせて、この欄を縦に
分割し、左に挙げた教育活動
それぞれについて、特に生徒
に伸ばしてほしい資質・能力に
「◎」や「○」などの印を記
入する（本誌８月号 P.13 図２
の山梨県立吉田高校の教育活
動計画を記入例として参照）。

月、学期など、ある程度
の期間のまとまりの中で、
目指す資質・能力をどのよ
うな視点で指導していくの
か、年間の指導の大きな
方向性（＝３年間の指導ス
トーリー）を記入する。

指導テーマ

指導ツール

指導テーマ

指導ツール

指導テーマ

指導ツール

指導テーマ

指導ツール

指導テーマ

各教育活動について、ど
のようなことに重点を置い
て指導するのかを「指導
テーマ」の欄に、指導に
あたってどのような方法・
手段を使うのかを「指導
ツール」の欄に記入する。

学校教育目標として
掲げた、育成を目指
す資質・能力を記入。

左に記入した資質・
能力を該当教科・科
目で育成する場合、
それがどのような力
なのか、具体的に説
明する。

各分野・単元で特にどの
資質・能力を育成するの
かを「◎」「○」などで示す。
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「
深
い
学
び
」
は
相
互
に
影
響
し
合
う
も

の
だ
が
、
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
固
有
の
視
点
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

１
コ
マ
の
授
業
の
中
で
す
べ
て
実
現
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
単
元
や
題
材
の
ま
と

ま
り
の
中
で
生
徒
の
学
び
が
３
つ
の
視
点

を
満
た
す
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

の
内
容
と
相
互
の
バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
し
た

単
元
計
画
と
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

③
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
た
「
見
方
・

考
え
方
」
に
よ
っ
て
学
び
を
深
め
る

　「
見
方
・
考
え
方
」（
図
５
）
は
、
新
し

い
知
識
・
技
能
を
既
に
身
に
つ
け
た
知
識
・

技
能
と
結
び
つ
け
な
が
ら
社
会
の
中
で
生

き
て
働
く
も
の
と
し
て
習
得
し
た
り
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
豊
か
な
も
の

に
し
た
り
、
自
分
と
社
会
と
の
か
か
わ
り

方
の
視
座
を
形
成
し
た
り
す
る
た
め
に
重

要
と
な
る
。
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱（
知

識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
）
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
た
見
方
・
考
え
方
が
、
習
得
・

活
用
・
探
究
と
い
う
学
び
の
過
程
の
中
で

働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
資
質
・
能
力
の
さ

ら
な
る
伸
び
や
新
た
な
資
質
・
能
力
の
獲

得
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
方
・

考
え
方
が
一
層
豊
か
な
も
の
に
な
る
と
い

う
相
互
の
関
係
に
あ
る
。

④
教
師
が
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
た
め

の
発
言
を
促
し
た
り
、 

気
づ
い
て
い
な

い
視
点
を
提
示
し
た
り
す
る

　
指
導
を
工
夫
し
て
知
識
・
技
能
を
教
え

な
が
ら
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
た
め
に

発
言
を
促
し
た
り
、
生
徒
が
気
づ
い
て
い

な
い
視
点
を
提
示
し
た
り
と
、
こ
れ
ま
で

の
指
導
に
と
ら
わ
れ
ず
に
学
び
に
必
要
な

指
導
の
あ
り
方
を
追
究
し
、
生
徒
に
必
要

な
学
習
環
境
を
積
極
的
に
設
け
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
既
に
高
校
現
場
で
も
、
多
く
の
学
校
が

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
授

業
に
取
り
入
れ
、
様
々
な
試
行
錯
誤
が
行

わ
れ
て
い
る
。
大
学
入
試
改
革
が
進
み
、

大
学
入
試
が
知
識
・
技
能
の
み
な
ら
ず
、

思
考
力
や
表
現
力
、
主
体
性
等
の
資
質
・

能
力
を
評
価
す
る
試
験
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
今
、
講
義
型
の
授
業
か
ら
、
生
徒
主
体

の
活
動
を
含
む
授
業
へ
の
転
換
が
一
層
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
学
習
活
動
を
生
徒
の
自
主
性
の

み
に
委
ね
、
学
習
成
果
に
つ
な
が
ら
な
い

「
活
動
あ
っ
て
学
び
な
し
」
と
批
判
さ
れ

る
授
業
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
特
定
の

教
育
方
法
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
指
導
の

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について（答申）」を基に編集部で作成

各教科等の特質に応じた見方・考え方のイメージ（抜粋）図 5

言葉による
見方・考え方

自分の思いや考えを深めるため、対象と言葉、言葉と言葉の関
係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉え、その関係
性を問い直して意味づけること。

社会的事象の
地理的な見方・考え方

社会的事象を、位置や空間的な広がりに着目して捉え、地域の
環境条件や地域間の結びつきなどの地域という枠組みの中で、
人間の営みと関連づけること。

社会的事象の
歴史的な見方・考え方

社会的事象を、時期や推移などに着目して捉え、類似や差異など
を明確にしたり、事象同士を因果関係などで関連づけたりすること。

数学的な見方・考え方
事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理
的、統合的・発展的に考えること。

「主体的・対話的で深い学び」とその例図４

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方
策等について（答申）」を基に編集部で作成

生
徒
の
実
態
を
見
て
、
絶
え
間

な
く
指
導
の
工
夫
を
重
ね
る

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連づけながら、
見通しを持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主
体的な学び」が実現できているか。

•学ぶことに興味や関心を持ち、毎時間、見通しを持って粘り強く取り組むとともに、
自らの学習をまとめ振り返り、次の学習につなげる

•「キャリア・パスポート（仮称）」などを活用し、自らの学習状況やキャリア形成を
見通したり、振り返ったりする

子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手がかりに考え
ることなどを通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。

•実社会で働く人々が連携・協働して社会に見られる課題を解決している姿を調べ
たり、実社会の人々の話を聞いたりすることで自らの考えを広める

•あらかじめ個人で考えたことを、意見交換したり、議論したりすることで新たな
考え方に気がついたり、自分の考えをより妥当なものとしたりする

•子ども同士の対話に加え、子どもと教員、子どもと地域の人、本を通して本の作
者などとの対話を図る

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考
え方」を働かせながら、知識を相互に関連づけてより深く理解したり、情報を精
査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に
創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。

•事象の中から自ら問いを見いだし、課題の追究、課題の解決を行う探究の過程
に取り組む

•精査した情報を基に自分の考えを形成したり、目的や場面、状況等に応じて伝え
合ったり、考えを伝え合うことを通して集団としての考えを形成したりしていく

•感性を働かせて、思いや考えを基に、豊かに意味や価値を創造していく

例

例

例

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び
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型
を
な
ぞ
る
だ
け
で
意
味
の
あ
る
学
び
に

つ
な
が
ら
な
い
授
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

　
答
申
の
中
に
示
さ
れ
た
「『
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
』
の
実
現
と
は
、
特

定
の
指
導
方
法
の
こ
と
で
も
、
学
校
教
育

に
お
け
る
教
員
の
意
図
性
を
否
定
す
る
こ

と
で
も
な
い
。
人
間
の
生
涯
に
わ
た
っ
て

続
く
『
学
び
』
と
い
う
営
み
の
本
質
を
捉

え
な
が
ら
、
教
員
が
教
え
る
こ
と
に
し
っ

か
り
と
関
わ
り
、
子
供
た
ち
に
求
め
ら
れ

る
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
必
要
な
学

び
の
在
り
方
を
絶
え
間
な
く
考
え
、
授
業

の
工
夫
・
改
善
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
点
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
次
に
、
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
て

い
く
。
次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
各
教

科
に
お
い
て
、
学
習
状
況
を
分
析
的
に
捉

え
る「
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
」（
以
下
、

観
点
別
評
価
）
と
、総
括
的
に
捉
え
る 「
評

定
」
と
を
、
学
習
指
導
要
領
に
定
め
る
目

標
に
準
拠
し
た
評
価
と
し
て
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
観
点
別
評
価
は
、各
教
科
と
も
、「
知
識
・

技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
３
つ
の
観

点
で
評
価
す
る
（
図
６
）。
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
は
次
の
２
点
だ
。

①「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
３

つ
の
観
点
で
の
評
価
は
、
単
元
や
題
材

の
ま
と
ま
り
の
中
で
行
う

　
毎
回
の
授
業
で
３
つ
の
観
点
す
べ
て
を

評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
単
元
や
題
材
を

通
じ
た
ま
と
ま
り
の
中
で
、 

指
導
と
評
価

を
一
体
化
さ
せ
て
、
単
元
計
画
、
授
業
づ

く
り
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
評
価
が
難
し
い
と
い
う
声
も
あ
る
「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
に
つ
い

て
は
、単
元
や
題
材
の
ま
と
ま
り
の
中
で
、

生
徒
が
見
通
し
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組

み
、
そ
の
学
習
を
振
り
返
る
場
面
を
設
定

し
、
見
取
る
と
い
っ
た
方
法
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
学
習
前
の
診
断
的
評
価
の
み
で

判
断
し
た
り
、
挙
手
の
回
数
や
ノ
ー
ト
の

取
り
方
な
ど
、
形
式
的
な
活
動
の
結
果
の

み
で
評
価
し
た
り
せ
ず
、
内
面
に
あ
る
主

体
性
を
見
え
る
化
す
る
授
業
・
指
導
、
す

な
わ
ち
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
・
指
導
方
法
の
改
善

が
求
め
ら
れ
る
。

②
多
様
な
方
法
で
、
多
面
的
・
多
角
的
に

評
価
す
る

　
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
る
中
で
、

評
価
の
手
法
も
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
以
外

に
、
論
述
や
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
、
発
表
、

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
、
作
品
の
製
作

と
い
っ
た
多
様
な
活
動
に
取
り
組
ま
せ
る

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
」
な
ど
を
取
り

入
れ
、
多
面
的
・
多
角
的
な
評
価
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
総
括
的
な
評
価

の
み
な
ら
ず
、
生
徒
個
々
の
学
び
の
多
様

性
に
応
じ
て
、
学
習
の
過
程
で
形
成
的
な

評
価
を
行
う
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
日
々
の
記
録
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な

ど
に
よ
っ
て
、
教
師
と
生
徒
の
両
者
が
資

質・能
力
の
伸
び
を
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

　
ま
た
、
生
徒
が
自
ら
の
学
習
状
況
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
見
通
し
、
振
り
返
り
を

行
う
自
己
評
価
を
、
教
科
の
特
質
に
応
じ

て
学
習
活
動
の
１
つ
と
し
て
行
う
こ
と
も

重
要
だ
。
そ
の
際
、
教
師
が
適
宜
、
生
徒

と
対
話
的
に
か
か
わ
る
よ
う
に
し
た
い
。

生
徒
は
教
師
の
言
葉
に
よ
っ
て
自
身
を
相

対
化
で
き
、
学
び
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。＊

　
観
点
別
評
価
は
、
小
・
中
学
校
で
は
実

践
さ
れ
て
い
る
が
、
高
校
で
は
知
識
量
の

み
を
問
う
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
結
果
や
、

特
定
の
活
動
の
結
果
な
ど
の
み
に
偏
重
し

た
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
懸
念
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
現
状
を
変
え
、
資
質
・
能
力
を
育

成
す
る
授
業
と
評
価
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
、教
師
に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
や
資
質
・
能
力
の
評
価
を
追

究
す
る
現
場
の
教
師
と
研
究
者
の
語
り
合

い
を
通
じ
て
考
え
て
い
く
。

　
　

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等
について（答申）」を基に編集部で作成

各教科等の学習評価の３つの観点図 6

現行学習指導要領 次期学習指導要領

知識・理解

技能

思考・判断・
表現

関心・意欲・
態度

資質・能力の3つの柱

知識・技能 ○○を理解している／○○の知識を身につけている
○○することができる／○○の技能を身につけている

（例）

知識・技能

思考力・判断力・
表現力等 各教科等の特質に応じ育まれる見方や考え方を用いて探究

することを通じて、考えたり判断したり表現したりしている
（例）

思考・判断・表現

学びに向かう力・
人間性等 主体的に知識・技能を身につけたり、思考・判断・表現を

しようとしたりしている
（例）

主体的に学習に取り組む態度

学習評価の観点学習評価の観点

特集

「学校教育デザイン」を描く❸　

資質・能力を育む授業と評価のあり方

３
つ
の
観
点
で
の
評
価
は

単
元
の
ま
と
ま
り
の
中
で
行
う
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柏
木

　
ま
ず
は
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す

る
授
業
と
い
う
視
点
で
、
ど
の
よ
う
な
授

業
を
ご
実
践
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

美
那
川

　
私
は
、
深
い
学
び
は
主
体
的
で

対
話
的
で
あ
る
か
ら
こ
そ
実
現
す
る
も
の

だ
と
考
え
、授
業
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

担
当
科
目
は
世
界
史
で
す
が
、歴
史
は「
資

料
（
史
料
）
を
読
み
、考
え
て
、書
く
」
こ

と
で
研
究
を
深
め
て
き
た
分
野
で
す
。「
考

え
る
」
と
は
、
歴
史
的
事
象
を
時
系
列
で

分
析
し
た
り
、
因
果
関
係
を
読
み
取
っ
た

り
、
あ
る
時
代
の
文
脈
か
ら
事
象
を
捉
え

た
り
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、
１
人
で

考
え
る
よ
り
も
、
グ
ル
ー
プ
で
対
話
を
し

た
方
が
多
様
な
視
点
が
出
て
、
学
び
が
深

ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
生
徒
が
問
い
に

対
す
る
解
答
を
つ
く
る
た
め
に
、
教
科
書

な
ど
で
調
べ
、
グ
ル
ー
プ
で
対
話
し
な
が

ら
考
え
を
深
め
、
最
後
に
自
分
な
り
の
答

え
と
な
る
文
章
を
書
く
と
い
う
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
学
び
の
プ
ロ

セ
ス
を
経
る
こ
と
で
、
お
の
ず
と
資
質
・

能
力
が
育
ま
れ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

柏
木

　
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
社
会
的
事
象

の
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ

る
授
業
か
と
思
い
ま
す
が
、
前
任
校
の
進

学
校
と
現
任
校
と
授
業
に
違
い
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

美
那
川

　
根
本
的
に
は
同
じ
で
す
。
違
い

は
、
現
任
校
で
は
生
徒
の
半
数
が
卒
業
後

に
就
職
す
る
た
め
、
大
学
入
試
で
必
要
と

さ
れ
る
知
識
を
身
に
つ
け
る
よ
り
も
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
学
び
に
向
か

う
力
、
市
民
性
な
ど
の
育
成
を
重
視
し
て

い
る
点
で
す
。
異
動
し
て
約
４
か
月
で
す

が
、生
徒
の
論
述
を
見
る
と
、「
資
料
を
読

み
、考
え
て
、書
く
」力
は
着
実
に
育
っ
て

き
て
い
る
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

柏
木

　
田
中
先
生
は
ど
の
よ
う
な
授
業
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

田
中

　
私
は
、
授
業
こ
そ
生
徒
が
力
を
つ

関西大学
教育推進部教授

森　朋子
もり・ともこ

専門は、学習研究、学習理論、
教育方法学。島根大学教育開
発センター長等を経て、現職。

座
談
会

「
差
異
」に
出
合
わ
せ
る
発
問
で
、

生
徒
を
主
体
的
に
し
、
深
い
学
び
に
誘
う

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
授
業
、
す
な
わ
ち
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
教
師
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
授
業
に
お
け
る
評
価
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
授
業
で
追
究
し
て
い
る
２
人
の
教
師
と
、
子
ど
も
の
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
研
究
者
が
語
り
合
っ
た
。

生
徒
が
自
分
で
考
え
、

表
現
す
る
場
を
設
け
る
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け
る
場
と
な
る
よ
う
、
最
初
に
問
い
を
出

し
、
生
徒
が
考
え
、
表
現
す
る
場
を
設
け

る
よ
う
授
業
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。
教

師
の
話
を
聞
い
て
、
板
書
を
書
き
写
す
だ

け
で
は
、
家
庭
学
習
を
余
程
自
分
で
う
ま

く
進
め
ら
れ
る
生
徒
で
な
い
限
り
、
力
は

つ
か
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
授
業
づ

く
り
で
留
意
し
て
い
る
の
は
、
ま
ず
、
生

徒
に
育
み
た
い
力
を
明
確
に
す
る
こ
と
で

す
。
担
当
教
科
の
国
語
は
、「
授
業
で
何

を
学
ん
だ
か
」
と
聞
く
と
、
作
品
名
を
挙

げ
る
生
徒
が
大
半
で
あ
り
、
生
徒
が
授
業

で
身
に
つ
け
た
力
を
自
覚
し
に
く
い
教
科

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
、「
他

者
意
識
を
持
っ
て
論
理
的
に
発
表
す
る

力
」
な
ど
、
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
を
授

業
の
目
標
と
し
て
立
て
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
授
業
づ
く
り
を
す
る
。
そ
し
て
、
授
業

に
お
け
る
生
徒
の
様
子
か
ら
活
動
の
成
果

を
検
証
し
、
次
の
授
業
に
生
か
す
と
い
う

こ
と
を
繰
り
返
し
て
、
資
質
・
能
力
を
育

む
授
業
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

森
　
お
二
人
と
も
、
何
を
教
え
る
か
だ
け

で
は
な
く
、
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
た
上
で
授
業
づ

く
り
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
標
の
実
現

の
た
め
に
生
徒
が
主
体
と
な
る
活
動
を
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。生
徒
の
様
子
は
、

以
前
と
変
化
は
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

田
中

　
本
校
の
生
徒
は
、
講
義
型
の
授
業

で
も
自
分
で
考
え
を
深
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
取
り
入
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
の
考
え
を
聞
い
た

上
で
自
分
の
考
え
を
整
理
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
さ
ら
に
考
え
を
深
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
私
の
場
合
、
生
徒
が
自
分
で

表
現
し
て
初
め
て
力
が
つ
く
と
考
え
て
、

生
徒
に
解
答
を
板
書
さ
せ
て
全
体
の
中
で

添
削
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
教
師

の
模
範
解
答
は
ほ
と
ん
ど
示
し
ま
せ
ん
。

生
徒
か
ら
不
満
が
出
る
だ
ろ
う
と
予
想
し

て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
が
考
え
る
時
間
を

十
分
に
設
け
た
た
め
か
、「
自
分
の
考
え

を
深
め
て
か
ら
解
答
で
き
た
の
が
よ
か
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

教
師
の
模
範
解
答
よ
り
も
、
他
者
の
意
見

を
踏
ま
え
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
学
び
に

な
る
と
、
生
徒
自
身
も
実
感
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

美
那
川

　
１
学
期
の
終
わ
り
に
生
徒
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、「
授
業
が

よ
く
分
か
る
」「
楽
し
く
て
、
集
中
で
き

る
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
ま

す
。
本
校
の
生
徒
は
、
教
師
の
話
を
じ
っ

と
聞
く
よ
う
な
授
業
が
あ
ま
り
得
意
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
中

心
と
す
る
こ
と
で
、
前
向
き
に
学
び
に
取

静岡県立御殿場高校

美那川雄一
みながわ・ゆういち

教職歴 14 年。同校に
赴任して１年目。担当教
科は地理歴史（世界史）。
情報研修課。

岡
山
県
立
倉
敷
青
陵
高
校

◎
学
校
経
営
目
標
に
「
高
質
な
学
力
の
養
成
」
を

掲
げ
、「
知
・
徳
・
体
」
の
円
満
な
発
達
を
図
る
「
文

武
不
岐
」
を
重
ん
じ
る
教
育
を
推
進
。
２
０
１
７

年
度
、
岡
山
県
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
推

進
委
員
会
研
究
協
力
校
」。

◎
設
立

　
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、東
京
大
、京
都
大
、大
阪
大
、岡
山
大
、

九
州
大
な
ど
に
２
４
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館

大
な
ど
に
延
べ
４
４
０
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w
w
.seiryo.okayam

a-c.
ed.jp

静
岡
県
立
御
殿
場
高
校

◎
３
つ
の
専
門
科
か
ら
成
る
実
業
高
校
。
２
年
次

か
ら
希
望
進
路
や
適
性
に
応
じ
た
コ
ー
ス
に
分
か

れ
る
。
緊
急
携
帯
食
の
開
発
と
そ
の
取
り
扱
い
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
製
作
な
ど
、
３
学
科
の
協
働
に
よ
る
産
学
・

地
域
連
携
を
行
っ
て
い
る
。
校
訓
は
「
質
実
剛
健

に
し
て
美
し
く
」。

◎
設
立

　
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
情
報
シ
ス
テ
ム
科
・
情
報
ビ

ジ
ネ
ス
科
・
情
報
デ
ザ
イ
ン
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
1
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

４
年
制
大
は
、
山
梨
大
、
日
本
大
な
ど
に
23
人
が
合

格
。
短
大
、専
門
学
校
進
学
62
人
。
就
職
１
０
４
人
。

◎U
RL

　http://w
w
w
.edu.pref.shizuoka.

jp/gotem
ba-h/hom

e.nsf

岡山県立倉敷青陵高校

田中誠一郎
たなか・せいいちろう

教職歴 23 年。同校に
赴任して３年目。担当教
科は国語。進路指導課
主任。

『VIEW21』高校版
編集長

柏木　崇
かしわぎ・たかし

特集

「学校教育デザイン」を描く❸　

資質・能力を育む授業と評価のあり方

授
業
中
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が

生
徒
の
学
び
の
質
を
高
め
る
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り
組
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

森
　生

徒
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
機
会
を
授

業
中
に
多
く
設
け
る
こ
と
で
、授
業
の
進
め

方
も
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中

　生
徒
が
学
習
内
容
を
ど
の
程
度
理

解
し
て
い
る
の
か
、
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
が
把
握
し
や
す

く
な
り
、
授
業
を
進
め
な
が
ら
も
、
生
徒

の
状
態
に
応
じ
て
指
導
を
変
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

美
那
川

　私
も
、
生
徒
が
グ
ル
ー
プ
学
習

を
し
て
い
る
間
は
机
間
巡
視
を
し
て
、
生

徒
た
ち
の
対
話
を
聴
き
、
書
い
た
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ
の
後
の
授
業
展
開
を

考
え
ま
す
。
私
は
講
義
型
の
授
業
が
あ
ま

り
得
意
で
は
な
く
、
初
任
当
時
は
準
備
し

て
き
た
内
容
を
話
す
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い

で
し
た
が
、
今
は
生
徒
を
丁
寧
に
見
取
っ

た
上
で
授
業
が
で
き
て
い
ま
す
。

森
　こ

れ
ま
で
定
期
考
査
や
小
テ
ス
ト
で

確
認
し
て
い
た
こ
と
を
授
業
中
に
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
生
徒
の
学

び
の
質
を
高
め
る
上
で
重
要
で
す
。
生
徒

の
課
題
に
早
め
に
対
応
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
理
解
が
十
分
で
あ
れ
ば
進
度
を
速
め

て
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
の
高
い
学
び
を
提
供

で
き
ま
す
。
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
は
、
生
徒
・
教
師
双
方
に
利
点
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

柏
木

　お
二
人
と
も
「
問
い
」
が
生
徒
の

学
び
の
起
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
問
い
」

づ
く
り
の
工
夫
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
中

　ど
の
生
徒
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

と
、
問
い
を
小
刻
み
に
出
し
て
、
最
終
的

な
考
察
に
結
び
つ
け
る
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
は
教
師
が
生
徒
の
思
考
を
誘

導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私

は
、
単
元
の
目
標
に
つ
い
て
生
徒
が
自
ら

考
え
ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な
問
い
を
立
て

て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、「
差
異
」
を

生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
問
い
と
す
る
こ
と
で

す
。
自
分
と
他
者
の
違
い
、
過
去
の
自
分

と
今
の
自
分
の
違
い
、
筆
者
と
自
分
の
違

い
な
ど
、
多
面
的
・
多
角
的
に
差
異
に
出

合
い
、
メ
タ
認
知（
＊
１
）で
き
れ
ば
、自

ら
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　例
え
ば
、
現
代
文
で
、
教
訓
め
い
た
話

で
は
な
い
、
さ
さ
や
か
な
日
常
の
一
場
面

を
描
い
た
短
編
小
説
を
読
み
、「
文
学
の

価
値
」
を
考
察
す
る
授
業
を
行
い
ま
し
た

（
図
１
）。
ま
ず
、
自
分
が
今
ま
で
に
読
ん

だ
文
学
の
中
で
最
も
印
象
深
い
作
品
を
振

り
返
っ
た
上
で
、自
分
に
と
っ
て
「
文
学
」

と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
を
考
え
さ

＊１　自らを俯瞰的・客観的に捉えること。

田中先生の授業プリント　２年次現代文　単元名「文学は何のためにあるのか？」図１

＊田中先生の提供資料をそのまま掲載。指導計画はP.12図３参照

「全く正解の見えないオープンエンドの問いで
は、答えが多様であっても差異を感じられず、

『いろいろな意見があるよね』で終わってしま
います。正解が１つではなく、かつ複合的な
差異が生じるような問いを考えることが、授
業準備の大半を占めます」と、田中先生は語る。

「
差
異
」に
出
合
わ
せ
る
た
め
の

大
き
な
問
い

最初に、自分の経験を踏まえた上で「文学の価値」を考え
させる。次に作品を読解し、グループで意見交換をした後
に、再び「文学の価値」を考えさせる。考えを書いて残し
ておくことで、自身の考えの変容が分かるようにしている。
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せ
ま
す
。
そ
し
て
、
作
品
を
読
み
、
そ
の

作
品
が
文
学
で
あ
る
理
由
を
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
、
最
後
に
「
文
学
の
価
値
」
を

考
察
さ
せ
ま
す
。
実
は
、
２
つ
め
の
問
い

と
最
後
の
問
い
の
答
え
を
対
比
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
に
自
分
が
書
い

た
２
つ
の
答
え
を
読
み
比
べ
さ
せ
る
と
、

自
分
の
考
え
の
変
容
に
驚
き
、
さ
ら
に
考

え
を
深
め
て
い
き
ま
す
。「
考
え
て
終
わ

り
」
で
は
な
く
、
書
い
て
視
覚
化
さ
せ
て

お
く
こ
と
で
、
自
己
内
の
差
異
を
メ
タ
認

知
さ
せ
、
深
い
学
び
を
促
し
て
い
ま
す
。

美
那
川

　
私
も
田
中
先
生
と
同
じ
よ
う

に
、大
き
な
問
い
を
最
初
に
提
示
し
ま
す
。

そ
の
問
い
と
は
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
し
て

も
答
え
が
１
つ
に
絞
れ
ず
、
生
徒
の
中
に

も
や
も
や
感
が
残
り
、
授
業
後
も
考
え
続

け
て
し
ま
う
よ
う
な
問
い
で
あ
り
、
そ
の

問
い
を
考
え
る
た
め
に
知
識
を
学
ぶ
と
い

う
の
が
授
業
の
流
れ
で
す
（
図
２
）。

　
例
え
ば
、「
大
航
海
時
代
は
よ
い
時
代

な
の
か
、
悪
い
時
代
な
の
か
、
歴
史
家
に

な
っ
て
判
断
し
な
さ
い
」
と
い
う
大
き
な

問
い
を
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
問
い

を
考
え
る
た
め
の
知
識
と
し
て
、
大
航
海

時
代
に
利
益
を
得
た
人
と
不
利
益
を
被
っ

た
人
を
調
べ
さ
せ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
知

識
を
学
ん
だ
上
で
考
察
さ
せ
る
と
、「
ア

ジ
ア
か
ら
欧
州
や
ア
メ
リ
カ
に
商
品
が
出

回
り
、
国
際
経
済
が
生
ま
れ
た
か
ら
よ
い

時
代
」
と
い
う
生
徒
も
い
れ
ば
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
よ
る
植
民
地
化
が
進
み
、
搾
取

が
起
き
た
か
ら
悪
い
時
代
」
と
答
え
る
生

徒
も
い
ま
す
。
同
じ
資
料
を
調
べ
て
も
、

多
様
な
意
見
が
出
る
こ
と
で
、
生
徒
は
自

ら
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

森
　
多
様
な
意
見
を
出
さ
せ
て
共
有
す
る

点
で
、
美
那
川
先
生
の
問
い
も
「
差
異
」

に
出
合
わ
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
大
き
な
問
い
に
す
る

と
、
教
師
の
想
定
外
の
答
え
が
出
て
く
る

こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中

　
あ
ま
り
に
も
趣
旨
か
ら
外
れ
る
答

え
は
こ
ち
ら
で
軌
道
修
正
し
ま
す
が
、
多

少
ず
れ
て
も
、
結
果
的
に
考
え
さ
せ
た

か
っ
た
こ
と
を
生
徒
が
考
え
て
い
れ
ば
問

題
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
理
想
は
、

思
わ
ぬ
答
え
が
出
て
き
て
も
、
自
然
に
軌

道
修
正
さ
れ
る
よ
う
な
力
を
持
つ
問
い
を

立
て
る
こ
と
で
す
。

美
那
川

　
本
校
の
場
合
、想
定
外
の
こ
と

が
起
き
る
要
因
は
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ

は
教
科
書
や
資
料
の
読
み
込
み
不
足
で
、

こ
の
場
合
は
生
徒
が
該
当
箇
所
に
気
づ
く

よ
う
に
声
を
か
け
ま
す
。２
つ
め
は
問
い

美那川先生の論述課題、発問、ルーブリックと生徒の解答例図２

論述課題
大航海時代は、人類にとって、「よかった」のか「悪かった」のか？

知識を学ぶための発問
15世紀以降、大航海時代が始まった。大航海時代により「利益を得た」人々や地域と、「不
利益を被った」人々や地域について調べよ。

A

Ａ　文字資料（教科書、用語集など）からそのまま抜き出す　Ｂ　文字資料を書き換える（歴史用語の意味
を簡潔にまとめる）　Ｃ　文字資料を再構成する（複数の資料から文章を取り出し、合わせていく）　Ｄ　知
識を基に考察して論述する　Ｅ　非文字資料（地図・絵画・統計など）を読み取り、論述する

ルーブリック

関心・意欲・態度 思考・判断・表現

3
発展的・
深い学び

•大航海時代が、現代の世界の様
子とどのように関連しているのかに
ついて考察する。

•大航海時代について、「〜だったの
ではないか？」のような新たな疑
問を生み出し、論述する。

•大航海時代について、広い視野から考え論
述する。

•大航海時代が人類の歴史にとってどのよう
な意味を持つのか、具体的に歴史的事象
を根拠として挙げて自分の考えを論述する。

1
表面的
な学び

•大航海時代で「利益を得た人」「不
利益を被った人」についてまとめ
ているだけである。

•大航海時代を現代の世界や自分自
身と結びつけて考察することが表
現されていない。

•大航海時代について、一面的な部分からし
か考えることができていない。

•大航海時代が人類の歴史にとってどのよう
な意味を持つのか、自分の考えを論述して
いるが、歴史的事象が不正確であったり、
不十分であったりするため説得力に欠ける。

0 •論述しない。 •文章の意味が不明瞭である。

＊美那川先生の提供資料を基に編集部で作成

生徒の解答例
■利益
• 17 世紀末にイギリスがアジア貿易の主導
権を握るようになった。
• ヨーロッパがアジアで植民地を始めた。
•フランスがヨーロッパで高値で売れる毛
皮交易を行った。
• イギリスの奴隷商人は、アフリカの支配
者たちから、武器や雑貨と引き換えに黒
人奴隷を買い、北アメリカ南部の経営者
に売っていた。

■論述
私は悪かったと考える。理由は、大航海時代に得た利益と、不利益の重さがあまりにも違いすぎ
ると思ったからだ。利益としては、イギリスがアジア貿易の主導権を握ったり、高値で売れる毛皮
を得たり、黒人奴隷をアフリカからアメリカに売ったりと、お金に関係する利益（一時的なもの）
が多いと思った。一方、不利益は、アステカ王国やインカ帝国が滅ぼされたり、先住民が酷使さ
れたり、アフリカでは奴隷により多くの人口を失った。そして、この不利益は、現代のアフリカの
発展途上国の多さや、アメリカの黒人差別にも大きく影響していると思う。すべてが悪いことでは
ないが、同等な関係ではなく、支配という形で進出したことは誤りだったのではないかと思った。

■不利益
• 北アメリカにあるアステカ王国と南アメリカにある
インカ帝国が滅ぼされた。
• 征服者は国王から許可を得て、先住民に納税や労
働を強制し、農場作業で酷使した。
• ヨーロッパ人が持ち込んだ天然痘、はしか、チフス、
ペストなどの疫病で先住民が減少。
• 上記により、イスパニョーラ島は16世紀末に滅亡。
• アフリカから黒人奴隷として多くの人が運ばれた
ため、大量の人口を失い、発展に影響。

特集

「学校教育デザイン」を描く❸　

資質・能力を育む授業と評価のあり方

単
元
目
標
を
起
点
と
し
た

授
業
デ
ザ
イ
ン
が
重
要

 Oc tober  201711

Q7-350-000 2017 年度VIEW21高校版 10月号 10頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
09/22
天野

再
念
校
09/27
川井 − −/−

− − −/−
− − −/−

−Q7-350-000 2017 年度VIEW21高校版 10月号 11頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
09/22
天野

再
念
校
09/27
川井 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P08-13_view21koukou-10g.indd   11 17/10/03   15:32



の
理
解
不
足
に
起
因
す
る
も
の
で
す
が
、

そ
れ
は
教
師
の
発
問
力
の
結
果
で
す
。あ

る
ク
ラ
ス
で
う
ま
く
い
っ
て
も
、別
の
ク

ラ
ス
で
は
反
応
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
、生
徒
の
様
子
を
見
取
っ
て
授
業

ご
と
に
発
問
の
仕
方
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

森
　
先
生
方
の
お
話
を
伺
っ
て
、
授
業
デ

ザ
イ
ン
の
原
則
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
単
元
や
題
材
の
ま
と
ま
り
に

お
け
る
目
標
が
明
確
に
伝
わ
る
大
き
な
問

い
を
授
業
の
最
初
に
提
示
し
、
そ
の
問
い

を
考
え
る
中
で
自
分
と
の
「
差
異
」
を
メ

タ
認
知
さ
せ
、
問
い
の
答
え
に
到
達
す
る

た
め
に
必
要
な
学
び
を
通
じ
て
、
資
質
・

能
力
が
身
に
つ
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
は
、
そ
の
差
異
を
認
知
さ
せ
る
方

法
と
し
て
「
予
習
」
に
注
目
し
て
い
ま

す
。
単
元
や
題
材
全
体
を
予
習
し
て
お
く

方
が
、
翌
日
の
授
業
に
合
わ
せ
て
一
部
だ

け
予
習
す
る
よ
り
も
、
生
徒
の
学
び
が
活

性
化
す
る
こ
と
が
、
研
究
で
分
か
っ
て
い

ま
す
。
予
習
で
全
体
を
お
お
ま
か
に
つ
か

み
、授
業
で
そ
れ
を
再
構
成
す
る
こ
と
は
、

知
識
の
内
化（
＊
２
）
を
促
し
、
理
解
度

を
高
め
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

予
習
を
有
効
に
用
い
れ
ば
、
生
徒
の
学
び

は
さ
ら
に
深
ま
る
と
考
え
ま
す
。

柏
木

　
今
後
は
、
授
業
等
で
育
む
資
質
・

能
力
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
く
の
か

に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
評
価
に
関
す
る
ご
実
践
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

美
那
川

　
私
の
場
合
、「
資
料
を
読
み
、

考
え
て
、
書
く
」
授
業
で
す
か
ら
、
評
価

規
準
は
、「
歴
史
用
語
を
ど
れ
だ
け
覚
え

て
い
る
か
」
で
は
な
く
、「
資
料
を
正
確

に
読
め
た
か
」「
ど
の
よ
う
に
読
み
取
っ

て
、
考
え
た
か
」
と
い
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ど
の
単
元
で
も
生
徒
個
々
に
論
述

を
さ
せ
、
そ
れ
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い

て
評
価
し
て
い
ま
す
（
Ｐ
．11
図
２
）。
生

徒
に
は
事
前
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
見
せ

て
、
盛
り
込
む
べ
き
観
点
を
認
識
さ
せ
た

上
で
、
課
題
に
取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
生
徒
同

士
の
相
互
評
価
も
さ
せ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
は
成
績
評
価
に
は
反
映
さ
せ
て

い
ま
せ
ん
。生
徒
が
他
者
の
論
述
を
読
み
、

自
分
の
論
述
を
よ
り
よ
く
書
く
た
め
の
評

価
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。
他
者
の
考
え

に
触
れ
、
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
よ
い
考
え
を
導
け
た
と
い
っ
た

経
験
を
積
め
ば
、
社
会
人
に
な
っ
て
多
様

な
人
と
仕
事
を
し
て
い
く
際
も
、
必
ず
そ

の
経
験
が
生
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

田
中

　
授
業
中
の
生
徒
の
様
子
を
評
価
す

る
こ
と
は
、教
師
に
と
っ
て
は
指
導
改
善

に
、生
徒
に
と
っ
て
は
次
の
学
習
に
生
か

せ
る
の
で
、積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

必
ず
し
も
そ
れ
を
記
録
し
て
評
定
に
反
映

す
る
こ
と
は
意
図
し
て
い
ま
せ
ん
。授
業

中
の
生
徒
全
員
の
様
子
を
教
師
１
人
で
記

録
す
る
こ
と
は
、現
実
的
に
不
可
能
だ
か

ら
で
す
。評
定
を
つ
け
る
た
め
の
評
価
は

で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
に
単
元
目
標
に
照

ら
し
た
達
成
度
を
測
る
よ
う
に
し
、
例
え

ば
生
徒
が
書
い
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
基
に

評
価
し
ま
す（
図
３
）。

森
　
評
価
は
、
成
績
を
つ
け
る
と
い
う
側

面
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
次
の
学
び
に

＊２　外にあるものを自分の認識下に取り入れること。

自
分
と
他
者
、
過
去
と
今
な
ど
、

差
異
に
出
合
い
、メ
タ
認
知
す
る
こ
と
で

自
ら
考
え
を
深
め
て
い
く

田
中
誠一郎

田中先生　２年次現代文の指導計画（抜粋）図３

＊田中先生の提供資料をそのまま掲載

生
徒
の
学
び
や
授
業
改
善
に

生
か
せ
る
よ
う
な
評
価
を
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進
む
た
め
の
学
習
支
援
の
側
面
も
あ
り
ま

す
。
生
徒
主
体
の
活
動
と
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
生
徒
の
自
己
評
価
が
重
要
で

す
。
グ
ル
ー
プ
学
習
に
よ
っ
て
知
識
を
外

化
（
＊
３
）
し
て
い
る
た
め
、
振
り
返
り

に
よ
る
内
化
が
有
効
な
の
で
す
。
与
え
ら

れ
た
評
価
（
他
者
評
価
）
を
振
り
返
る
だ

け
で
は
、「
自
分
は
こ
れ
が
で
き
て
い
な

い
か
ら
、
次
は
こ
れ
を
頑
張
ろ
う
」
と
い

う
意
欲
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、自
己
評
価
を
重
ね
る
こ
と
で
、

評
価
眼
が
鍛
え
ら
れ
、
生
涯
学
び
続
け
る

姿
勢
に
つ
な
が
り
ま
す
。
先
生
が
つ
け
た

評
価
が
自
分
の
評
価
の
す
べ
て
で
は
な
い

こ
と
を
、
生
徒
自
身
が
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

柏
木

　
評
価
方
法
の
理
解
が
進
ん
で
い
な

い
た
め
に
、
観
点
別
評
価
が
浸
透
し
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

森
　
毎
授
業
、
学
習
評
価
の
３
つ
の
観
点

の
す
べ
て
を
測
ろ
う
と
せ
ず
、
単
元
や
題

材
の
ま
と
ま
り
の
中
で
、
学
習
・
指
導
内

容
と
評
価
の
場
面
を
適
切
に
組
み
立
て
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
知
識
・
技
能
は

可
視
化
し
や
す
く
、
判
断
力
や
表
現
力
は

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
に
よ
っ
て
測
れ
ま
す

が
、
思
考
力
や
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
は
、
内
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
測

る
の
が
難
し
い
。
さ
ら
に
、
知
識
・
技
能

は
各
教
科
・
科
目
で
身
に
つ
く
も
の
で
す

が
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
学
び

に
向
か
う
力
は
、
特
定
の
教
科
・
科
目
だ

け
で
育
ま
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど
も
含
め
た
様
々

な
教
育
活
動
で
分
担
を
し
て
、
資
質
・
能

力
を
育
み
、
評
価
す
る
の
が
よ
い
と
考
え

ま
す
。

柏
木

　
先
生
方
の
お
話
か
ら
、
授
業
づ
く

り
や
評
価
に
お
い
て
も
、
教
科
全
体
、
学

校
全
体
で
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
、
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

田
中

　
様
々
な
考
え
を
持
つ
教
師
が
集
ま

る
学
校
で
、
指
導
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

い
く
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
の
は
、
大
学
入

試
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
生
徒
に
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
力
で
し
ょ
う
。
国
語
で

あ
れ
ば
、
生
徒
が
「
高
校
時
代
に
勉
強
し

た
の
は
『
羅
生
門
』
で
す
」
と
答
え
る
よ

う
な
授
業
に
は
し
た
く
な
い
は
ず
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
国
語
の
授
業
で
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
力
を
明
確
に
し
、
そ
の
力
が
身

に
つ
い
た
の
か
を
測
り
な
が
ら
授
業
改
善

を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
力
を
育
む
た
め
に

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ

Ｌ
）
が
有
効
だ
と
思
う
な
ら
ば
取
り
入
れ

て
い
く
と
い
う
考
え
で
、
授
業
づ
く
り
を

進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

美
那
川

　
私
は
、
前
任
校
で
研
修
主
任
を

務
め
、
１
年
間
を
か
け
て
Ａ
Ｌ
の
浸
透
を

図
り
ま
し
た
。
１
日
の
う
ち
１
教
科
の
１

時
間
だ
け
Ａ
Ｌ
で
、
残
り
５
時
間
が
講
義

型
の
授
業
で
は
、
生
徒
の
力
は
伸
ば
し
き

れ
ず
、
一
方
で
各
教
科
で
で
き
る
こ
と
も

異
な
り
ま
す
。
高
校
３
年
間
で
育
て
る
生

徒
像
を
明
確
に
し
、各
教
科
や
学
校
行
事
、

部
活
動
な
ど
が
相
互
補
完
的
な
役
割
を
果

た
し
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
で
生
徒
を

育
て
て
い
く
。
大
学
入
試
が
資
質
・
能
力

を
測
る
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
こ

そ
、
指
導
を
見
直
し
、
自
校
の
特
色
を
打

ち
出
す
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

森
　
今
後
、
大
学
入
試
改
革
が
進
む
こ
と

で
、
各
大
学
は
自
学
の
求
め
る
学
生
像
に

応
じ
た
入
試
を
行
う
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
な
れ
ば
、
生
徒
が
自
分
の
よ
さ

を
生
か
せ
る
入
試
形
態
を
選
べ
る
よ
う
に

な
り
、
高
校
で
も
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
資
質
・
能
力
に
独
自
性
を
打
ち
出
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
今
、
大
学
が
学
生
に

求
め
て
い
る
の
は
、
多
様
な
学
力
で
す
。

自
校
の
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、
生

徒
に
多
様
な
資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
く

授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

＊３　習得した知識・技能を活用して問題解決を試みること。

他
者
の
考
え
に
触
れ
、
自
分
を
振
り
返
る

こ
と
で
、
よ
り
よ
い
考
え
を
導
け
た

と
い
っ
た
経
験
は
社
会
で
生
き
る

　美
那
川
雄一

資
質
・
能
力
は
特
定
の
教
科
だ
け
で

育
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、

学
校
全
体
で
指
導
や
評
価
を
分
担
す
る

森
　朋
子
　

特集

「学校教育デザイン」を描く❸　

資質・能力を育む授業と評価のあり方

大
学
入
試
が
変
わ
る
今
こ
そ

授
業
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
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山
梨
県
立
吉
田
高
校
で
は
、
髙た

か

保ほ

裕ゆ
う

樹き

校
長
が
赴
任
し
た
２
０
１
７
年
４
月
か

ら
、
高
校
３
年
間
を
通
し
て
生
徒
が
身
に

つ
け
る
力
を
学
校
教
育
目
標
「
吉
田
高
校

グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
吉

高
Ｇ
Ｐ
）」
と
し
て
、
８
つ
の
力
と
い
う

形
で
明
確
化
し
た
（
図
１
）。
そ
し
て
、

各
教
育
活
動
に
お
い
て
８
つ
の
力
の
う
ち

の
特
に
ど
の
力
を
育
成
す
る
の
か
、
す
な

わ
ち
、
８
つ
の
力
と
各
教
育
活
動
と
の
つ

な
が
り
を
明
確
化
し
た
教
育
活
動
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
だ
。
以
上
の
取
り
組
み

は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
誌
６
月
号
・
８
月
号
の

特
集
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
今
号
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
実
際
の

教
育
活
動
で
吉
高
Ｇ
Ｐ
を
ど
の
よ
う
に
育

み
、
評
価
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
授
業

実
践
を
通
し
て
考
え
て
い
く
。
今
回
、
授

業
を
実
践
し
た
の
は
英
語
・
家
庭
科
・
数

学
の
３
教
科
。
担
当
教
師
は
吉
高
Ｇ
Ｐ
を

踏
ま
え
て
、
指
導
内
容
、
主
な
発
問
計
画
、

評
価
の
観
点
と
評
価
方
法
な
ど
の
学
習
指

導
計
画
を
立
て
た
上
で
授
業
に
臨
ん
だ
。

焦
点
は
、
①
生
徒
・
教
師
が
ど
の
よ
う
に

吉
高
Ｇ
Ｐ
を
学
習
・
教
育
活
動
の
中
に
落

と
し
込
ん
で
い
る
の
か
、
②
吉
高
Ｇ
Ｐ
が

あ
る
こ
と
で
学
習
や
指
導
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
③
授
業
に
よ
っ
て

生
徒
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
、
そ
れ

を
次
の
授
業
や
指
導
計
画
の
改
善
に
ど
う

生
か
し
て
い
く
の
か
の
３
点
で
あ
る
。

　
取
材
当
日
は
３
教
科
の
授
業
の
実
践

後
、
授
業
を
担
当
し
た
教
師
３
人
、
授
業

を
参
観
し
た
教
師
５
人
、
さ
ら
に
実
際
に

授
業
を
受
け
た
生
徒
が
集
ま
り
、
今
回
の

授
業
に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
。
生
徒
の
感

想
を
中
心
に
、
授
業
を
通
し
た
気
づ
き
や

変
化
、
成
長
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
共
有

し
、
最
後
に
教
師
た
ち
が
今
回
の
取
り
組

み
の
感
想
や
今
後
の
展
望
を
述
べ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
次
ペ
ー
ジ
よ
り
各
授
業
の

実
践
内
容
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

❶自己肯定力　達成感を積み重ねることで、自信をつけます 　
❷傾聴力	 他者の意見を謙虚に聴く習慣を身につけます 　
❸分析力	 事実を客観的に分析する習慣を身につけます 　
❹思考力	 物事を鵜呑みにせず、「何故か」を考える習慣を
	 身につけます 　
❺発信力　	 自分の考えを、わかりやすく他者に伝える方法を
	 身につけます 　
❻想像力　	 未来（結果）を考え、想像する力を身につけます 　
❼創造力　	 課題を解決する方法を創造する力を身につけます　
❽行動力　	 自身の考えに基づき、行動する力を身につけます

＊学校資料を基に編集部で作成

「吉田高校グラデュエーション・ポリシー」（吉高ＧＰ）図１

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです

授
業
・
評
価
実
践

山
梨
県
立
吉
田
高
校

学
校
教
育
目
標
「
８
つ
の
力
」を
育
成
す
る

授
業
と
評
価
の
あ
り
方
を
探
る

山
梨
県
立
吉
田
高
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
学
校
教
育
目
標
と
し
て
８
つ
の
力
（
吉
高
Ｇ
Ｐ
）
の
育
成
を
掲
げ
、
教
育
活
動
計
画
へ
の
反
映
な
ど
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
向
上
に

向
け
た
指
導
改
善
を
進
め
て
い
る
。
今
号
で
は
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
育
成
の
実
践
の
場
で
あ
る
授
業
の
あ
り
方
を
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
で
考
え
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
実
際
に
３
つ
の
教
科
が
授
業
を
実
践
し
た
。
吉
高
Ｇ
Ｐ
と
の
か
か
わ
り
も
踏
ま
え
た
３
つ
の
観
点
で
の
評
価
と
と
も
に
、
そ
の
実
践
の
内
容
を
見
て
い
く
。

目
標
設
定
か
ら
計
画
策
定
、

そ
し
て
授
業
実
践
へ
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　「
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
考
え
や

意
見
を
論
理
的
に
、
説
得
力
の
あ
る
理
由

と
と
も
に
伝
え
る
力
が
必
要
で
す
。
論
理

的
な
思
考
力
や
表
現
力
は
、
小
論
文
や

デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
の
活
動
だ
け
で
な
く
、

日
常
の
生
活
や
社
会
で
も
必
要
と
な
る
力

で
す
の
で
、
英
語
の
授
業
が
そ
の
習
得
の

一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
小

林
先
生
は
語
る
。

　
授
業
は
４
、５
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
開
始
。
ま
ず
、
１
つ
の
英
語
の
文
章
を

セ
ン
テ
ン
ス
ご
と
に
紙
片
に
書
き
分
け
た

も
の
を
収
め
た
封
筒
が
各
グ
ル
ー
プ
に
配

ら
れ
た
。
紙
片
の
文
の
内
容
や
デ
ィ
ス

コ
ー
ス
マ
ー
カ
ー
（
セ
ン
テ
ン
ス
間
の
論

理
的
関
係
を
示
す
接
続
詞
や
副
詞
な
ど
）

　
小
林
美
樹
先
生
が
担
当
す
る
英
語
表
現

Ⅰ
で
は
、「
パ
ラ
グ
ラ
フ
」
の
単
元
の
ま

と
め
と
し
て「Logical T

hinking

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
と
題
し
た
授
業
が
行
わ
れ
た
。

前
回
ま
で
の
授
業
で
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
基
本

や
内
容
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
学

び
、
３
度
の
演
習
を
経
て
臨
む
の
が
今
回

の
授
業
で
あ
る
。

　
生
徒
は
、
夏
季
休
業
中
に
実
施
さ
れ
た

課
外
講
座
「
論
理
的
な
文
章
を
書
く
た
め

の
ヒ
ン
ト
」
で
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
一
貫

性
の
あ
る
文
章
を
書
く
た
め
の
パ
ラ
グ
ラ

フ
の
骨
組
み
を
学
ん
だ
。
今
回
の
授
業
の

前
半
は
そ
の
復
習
、
後
半
は
論
理
的
な
文

章
を
書
く
た
め
のLogical T

hinking

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
構
成
で
進
め
ら
れ

た
。
今
回
の
授
業
で
育
み
た
い
吉
高
Ｇ
Ｐ

は
学
習
評
価
の
３
観
点
に
沿
っ
て
、
図
２

内
の
「
吉
高
Ｇ
Ｐ
と
の
か
か
わ
り
」
の
通

り
と
し
た
。

＊学校資料を基に編集部で作成

■単元名　パラグラフ／論理的な文章を書くためのヒント

■育成する能力　英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
を育成するとともに、事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現
の方法を工夫しながら伝える能力を伸ばす。また、Logical Thinking を日本語による
小論文や日頃の学習、ディベート、プレゼンテーション等日常生活のあらゆる場面で
の自己表現に生かせるよう習慣化させるための一助とする。

■単元の評価規準
観点 評価規準 吉高ＧＰとのかかわり

知識・技能
• パラグラフについて理解し、その基本となる「型

（＝構成）」を身につけている。
傾聴力・分析力

思考・判断・
表現

• 与えられたトピックについて、賛否両方の立場か
ら、社会の動きや様々な立場、考え方を踏まえ
公正に判断して、理由づけをし、順序立てて適切
に表現している。

思考力・発信力・
想像力

主体的に
学習に

取り組む
態度

• 内容のアウトライン化、Logical Thinking をする
にあたり、①グループで積極的に意見交換をし、
より説得力のある理由づけをしようとしている。
また、②これまでに学習した文法・語法を用いた
表現を積極的に使用している。その際に③不明
確な点や未知の語については率先して辞書・参
考書を参照するなど、自ら行動し、よりよいパラ
グラフを書こうとしている。

自己肯定力・創造力・
行動力

■単元の指導計画
時数 指導内容 評価の観点と評価方法 主な発問計画

７
時
間
中
の
６
時
間
目

Logical 
Thinking 
トレーニング
• ３回 の 演 習 を 経

て、より説得力が
あり、論理的な内
容にレベルアップ
させるためにはど
ういう考え方が必
要か、分析させる。

傾聴力・分析力
⇒観察
• ワークシート紙面・発表

思考力・発信力・想像力
⇒観察
• ワークシート紙面・発表
• 生徒との対話 
• グループワークへの参加状況など

自己肯定力・創造力・行動力
⇒観察
• 生徒との対話 
• グループワークへの参加状況など

①それぞれ の 例 題に
ついて、な ぜ 論 理
性に欠いてしまった
と思うか。

　Key word 
　So what? /
　Why so? /
　True? 
②どう修正すれば論

理性が高まるか。

グループで協力してセンテンスを
正しい順番に並べ、論理的な文章
を作る。いろいろな意見を分析す
る力も求められる。

英語・英語表現Ⅰ　指導計画（抜粋）図２

特集

「学校教育デザイン」を描く❸　

資質・能力を育む授業と評価のあり方

自
己
を
対
象
化
さ
せ
て
メ
タ
認
知
を
促
し
、

論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
を
養
う

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
法
則
で

論
理
の
矛
盾
を
指
摘

英語
英語表現Ⅰ

C A S E 1

山
梨
県
立
吉
田
高
校

小
林
美
樹
　こ
ば
や
し
・
み
き

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
英
語
科
。
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な
ど
か
ら
、
セ
ン
テ
ン
ス
を
正
し
い
順
番

に
並
び
替
え
て
い
く
。
主
題
と
結
論
の
間

に
本
論
を
置
く
と
い
う
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の

法
則
を
踏
ま
え
て
並
べ
替
え
る
こ
と
が
前

提
だ
。「
な
ぜ
、
そ
の
順
番
に
な
る
の
か
、

き
ち
ん
と
理
由
を
言
え
る
よ
う
に
」「
最

初
に
何
を
置
く
か
考
え
て
」。
矢
継
ぎ
早

に
先
生
の
指
示
が
飛
ぶ
。

　
２
つ
め
の
封
筒
も
同
じ
方
法
で
セ
ン
テ

ン
ス
を
入
れ
替
え
る
課
題
で
あ
る
。
た
だ

し
、
今
度
は
、
１
つ
だ
け
不
要
な
セ
ン
テ

ン
ス
が
混
在
し
て
い
る
。
不
要
な
要
素
が

加
わ
り
、
生
徒
た
ち
の
集
中
は
さ
ら
に
高

ま
り
、
小
林
先
生
が
解
説
を
始
め
よ
う
と

し
て
も
な
か
な
か
議
論
が
終
わ
ら
な
い
ほ

ど
だ
っ
た
。
不
要
な
セ
ン
テ
ン
ス
が
判
明

し
、「
な
ぜ
、
こ
れ
が
不
要
な
の
？
」
と

小
林
先
生
が
問
い
か
け
る
と
、「
主
題
に

対
す
る
理
由
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
」
と

生
徒
が
答
え
る
。「
不
要
な
セ
ン
テ
ン
ス

を
探
す
問
題
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
も
出

る
の
で
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
小
林
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
生
徒
た

ち
は
真
剣
に
う
な
ず
く
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
の
が
、
本
時
の
主

題
のLogical T

hinking

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

だ
。「
理
由
づ
け
が
的
確
な
文
章
が
書
け

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
論
理
的
に
考
え

る
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
小
林
先

生
は
初
め
に
ね
ら
い
を
伝
え
た
。

　
課
題
は
、
論
理
に
ミ
ス
が
あ
る
英
文
を

読
み
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
し
て
、
論
理
の

通
っ
た
文
章
を
英
語
で
書
く
こ
と
だ
。
論

理
的
思
考
力
を
養
う
こ
と
が
目
的
の
た

め
、
誤
り
の
内
容
に
つ
い
て
は
英
語
で
説

明
す
る
必
要
は
な
い
。ま
ず
個
人
で
考
え
、

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る
。
グ
ル
ー

プ
で
討
論
す
る
際
、「So w

hat ?

（
だ
か

ら
何
？
）」「W

hy so ?

（
な
ぜ
、
そ
う
言

え
る
の
？
）」「T

rue ?

（
そ
れ
、本
当
？
）」

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、
自
分

や
相
手
に
「
つ
っ
こ
み
」
を
入
れ
な
が
ら

思
考
や
議
論
を
深
め
る
。
他
者
の
み
な
ら

ず
自
分
を
も
対
象
化
す
る
こ
と
で
、
生
徒

は
自
ら
の
中
の
小
さ
な
違
和
感
も
見
逃
す

こ
と
な
く
、
論
理
的
な
文
章
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
。

　「
主
題
と
結
論
が
ず
れ
て
い
る
」「
具
体

例
が
入
っ
て
い
な
い
」
な
ど
と
議
論
を

重
ね
な
が
ら
、
次
々
と
例
題
を
解
い
て

い
く
生
徒
た
ち
。
中
に
は
、「
そ
も
そ
も

society

（
社
会
）とenvironm

ent

（
環
境
）

の
違
い
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
、
議
論
の
前

提
と
な
る
言
葉
の
定
義
に
ま
で
立
ち
戻
っ

て
考
え
始
め
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。

　
３
つ
め
の
例
題
に
取
り
組
ん
だ
後
、
課

題
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
て
授
業
は
終
了
。
課
題
は
「
24
時
間

営
業
は
必
要
か
」
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
80
～
１
０
０
語
で
自
分
の
考
え
を
述

べ
る
と
い
う
も
の
。
そ
れ
を
基
に
生
徒
の

成
長
と
授
業
の
達
成
度
を
評
価
す
る
。

小林先生　ほとんどの生徒が思考している様子は見て取れたので、思考力
と分析力は高められたと思います。ただ、それが言葉として出てこない場
面が多かった点で、発信力に課題があると感じました。これまでまとまっ
た英文を書く際、「抽象から具体へ、具体から詳細へ」といったことを強調
して言い続けてきたこともあって、生徒の口から「具体例がない」といっ
た言葉を引き出せたのはよかったです。今後は論理的に話すためのスピー
キングにも力を入れていくつもりです。

小池今日佳さん　私は論理的な文章を書くのが苦手でしたが、
今日の授業は、どうしたら相手を納得させる文章が書けるよう
になるのかを考えるよいきっかけになりました。英文を読む際
に「So what ？」などと「つっこみ」を入れるという考え方を
参考に、本当にこの文章でよいのか、論理的におかしいところはないか、
自分自身に問いかけながら客観的に考えることができました。これから英
文を書いたり読んだりする際の視点も変わってくると思っています。

櫻
さくら

川
がわ

裕
やす

大
ひろ

さん　今回感じたのは、吉高ＧＰの８つの力は相互に
機能しているということです。分析力が欠けていると思考力や
傾聴力が働かず、傾聴力が欠けていれば自分の考え以上の発展
が望めませんから、８つの力を連動させていく必要性を感じま
した。今日の授業では後半の課題に特に刺激を受けました。質問と答えの
ずれや論理の一貫性の欠如などを指摘できる論理的な思考力は、社会に出
てからも求められる力ということなので、しっかりと身につけたいです。

授業後の振り返り

自分自身やグループの仲間に「True ？」などと「つっこみ」
を入れる中で、論理的な思考には批判的・分析的な視点が
必要であることを実感していく。

自
ら
「
つ
っ
こ
み
」
を
入
れ
て

論
理
性
を
自
問
す
る
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剤
と
は
？
」
の
２
項
目
に
つ
い
て
、
説
明

で
き
る
言
葉
に
は
青
、
説
明
は
で
き
な
い

が
知
っ
て
い
る
言
葉
に
は
黄
、
知
ら
な
い

言
葉
に
は
赤
の
マ
ー
カ
ー
で
塗
る
。
授
業

後
、
す
べ
て
を
青
に
す
る
の
が
目
標
だ
。

　
そ
し
て
、
生
徒
た
ち
は
実
際
に
洗
剤
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
見
て
、
ど
こ
に
着
目
し
て

購
入
す
る
か
を
考
え
た
。「
効
果
」「
量
」

「
値
段
」「
ブ
ラ
ン
ド
」
な
ど
を
挙
げ
る
生

徒
が
多
く
、「
成
分
」
に
着
目
す
る
者
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
先
生
は
生
徒
の
考
え

を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
上
で
、「
成
分
と

い
う
と
こ
ろ
に
、
界
面
活
性
剤
と
書
い
て

あ
る
ね
。今
か
ら
こ
の
働
き
を
学
び
ま
す
」

と
日
常
生
活
と
授
業
の
内
容
を
つ
な
ぐ
。

　
次
に
、
界
面
活
性
剤
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
汚
れ
が
落
ち
て
い
く
か
を
生
徒

　
津
島
真
奈
美
先
生
が
担
当
す
る
家
庭
基

礎
で
は
、
単
元
「
被
服
管
理
と
着
装
」
の

「
衣
服
の
手
入
れ
」
を
テ
ー
マ
に
授
業
が

行
わ
れ
た
。
今
回
の
授
業
の
目
的
は
、
洗

剤
の
成
分
表
示
に
つ
い
て
知
る
こ
と
、
主

要
成
分
で
あ
る
界
面
活
性
剤
の
性
質
を
理

解
す
る
こ
と
の
２
つ
。「
界
面
活
性
剤
に

つ
い
て
は
、
既
に
中
学
校
で
習
っ
て
い
ま

す
が
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
図
で
し
か

イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な
い
生
徒
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
自
分
で
洗
剤
を
買
っ
た
こ
と
が

な
い
生
徒
も
多
く
、
日
常
生
活
と
の
つ
な

が
り
と
い
う
点
で
も
理
解
は
あ
や
ふ
や
で

す
。
ど
の
よ
う
に
汚
れ
が
落
ち
て
い
く
の

か
を
実
際
に
観
察
す
る
こ
と
で
、
体
験
的

に
理
解
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」
と
津

島
先
生
は
語
る
。

　
授
業
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
本
時
の
目
的

部
分
に
マ
ー
カ
ー
を
塗
る
と
こ
ろ
か
ら
開

始
。「
洗
剤
の
表
示
を
知
る
」「
界
面
活
性

＊学校資料を基に編集部で作成

■単元名
被服管理と着装	 	 	 	

■育成する能力	 	
被服管理に必要な被服材料、被服構成などの基礎的・基本的な知識と技術を習得さ
せ、目的に応じた着装を工夫し、健康で快適な衣生活を営むことができる。

■単元の評価規準
観点 評価規準 吉高ＧＰとのかかわり

知識・技能

•衣生活の科学と文化に関心を持ち、意
欲を持って学習活動に取り組んでいる。

•着装、被服材料、被服の構成、被服
製作、被服管理などについて科学的に
理解し、安全と環境に配慮した衣生活
を営むために必要な知識を身につけて
いる。

傾聴力・
分析力・思考力

思考・判断・
表現

•安全や環境と衣生活との関係について
考え、まとめたり、発表したりしている。

思考力・発信力・
想像力

主体的に学習に
取り組む態度

•主体的に衣生活を営むために必要な被
服製作、被服整理などの技術を身につ
けている。

自己肯定力・思考力・
発信力・想像力・
創造力・行動力

■単元の指導計画
時数 指導内容 評価の観点と評価方法 主な発問計画

５
時
間
中
の
３
時
間
目

衣生活の管理
•衣生活をつくる
•衣服の手入れ

分析力・思考力・発信力
•衣類の選択・購入・表

示の確認、洗濯の方法
を知る。

傾聴力・思考力
•洗剤の働きを知る。

•衣類の選択・購入・表示
の確認、洗濯の方法を知
る。

•洗剤の働きを知る。
•実験を通し、界面活性剤

の性質を知る。

家庭科・家庭基礎　指導計画（抜粋）図３

界面活性剤の働きで
汚れがついた布はど
のように変化するの
か、予想をした上で、
実験で確かめる。

特集

「学校教育デザイン」を描く❸　

資質・能力を育む授業と評価のあり方

実
験
の
予
想
と
結
果
、
他
者
の
考
え
と
の

比
較
か
ら
、
分
析
力
を
高
め
る

実
験
結
果
を
予
想
さ
せ

興
味
・
関
心
を
高
め
る

家庭科
家庭基礎

C A S E 2

山
梨
県
立
吉
田
高
校

津
島
真
奈
美
　つ
し
ま
・
ま
な
み

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
家
庭
科
。
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個
々
で
イ
メ
ー
ジ
し
、
変
化
の
段
階
ご
と

に
図
を
描
く
。「
間
違
い
を
恐
れ
ず
、
自

由
に
考
え
て
」
と
津
島
先
生
は
生
徒
に
声

を
か
け
る
。
自
分
の
予
想
と
実
験
結
果
の

差
異
に
出
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
い
う
工
夫
で
あ
る
。

　
テ
ー
マ
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
た

ら
、
い
よ
い
よ
実
験
で
あ
る
。
食
用
油
で

汚
し
た
２
枚
の
ガ
ー
ゼ
を
水
の
入
っ
た
２

つ
の
カ
ッ
プ
に
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
、
片
方
に

洗
剤
を
入
れ
て
静
か
に
観
察
す
る
。
や
が

て
ガ
ー
ゼ
か
ら
汚
れ
が
丸
く
浮
き
出
て
く

る
の
を
見
て
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
声
が
上
が

る
。
次
に
、
洗
濯
機
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
、
洗
剤
を
入
れ
た
カ
ッ
プ
を
マ
ド
ラ
ー

で
か
き
回
し
、
汚
れ
が
つ
い
た
ガ
ー
ゼ
が

ど
う
な
る
か
を
確
認
。
そ
の
後
、
実
際
に

ど
の
よ
う
に
汚
れ
が
落
ち
た
の
か
を
図
に

描
い
た
上
で
、
汚
れ
が
落
ち
て
い
く
変
化

の
各
段
階
に
、
自
分
な
り
の
名
称
を
つ
け

よ
う
と
先
生
が
指
示
し
た
。
意
外
な
授
業

展
開
に
生
徒
た
ち
が
笑
顔
を
見
せ
る
。
教

科
書
に
は
「
浸
透
→
乳
化
・
分
散
→
再
付

着
防
止
」
と
、
変
化
の
各
段
階
に
現
象
名

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
自
分
で
命
名
し
、

他
者
と
比
較
す
る
こ
と
で
想
像
力
を
刺
激

し
、
現
象
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
と
い
う
、こ
れ
も
津
島
先
生
の
工
夫
だ
。

　
続
い
て
、
生
徒
の
何
人
か
に
実
際
に
汚

れ
が
落
ち
て
い
く
様
子
を
口
頭
で
説
明
さ

せ
、生
徒
の
命
名
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

「
Ｗ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
」「
集
合
体
ぷ
つ
ぷ
つ
」

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
が
登
場
し
、
教
室

内
で
笑
い
が
起
こ
る
。

　
次
に
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内
容
を
隣
同

士
で
共
有
す
る
。「
本
校
の
生
徒
は
考
え

る
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
１
人
で
考
え
る

こ
と
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
周
り
と
柔
軟
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
で
、
他
者
の
考
え
と
の
違

い
か
ら
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
、
深
め

た
り
す
る
姿
勢
も
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」
と
津
島
先
生
は
述
べ
る
。

　
一
通
り
実
験
が
終
わ
る
と
、
津
島
先
生

は
教
室
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
図
を
描
き

な
が
ら
、
界
面
活
性
剤
が
汚
れ
を
落
と
す

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
す
る
。
実
際
に
目
で

見
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
、
名
前
ま
で
つ

け
た
現
象
だ
け
に
、
生
徒
た
ち
は
興
味
深

く
説
明
を
聞
い
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
先
生
は
「
今
日
学
ん
だ
こ
と

は
『
化
学
基
礎
』
で
も
勉
強
す
る
ん
だ
よ
」

と
告
げ
、持
参
さ
せ
て
い
た
「
化
学
基
礎
」

の
教
科
書
を
開
か
せ
た
。
に
わ
か
に
教
室

内
が
ざ
わ
つ
く
が
、
そ
れ
は
教
科
は
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
生
徒
が
実
感
し
た
か
ら
だ
。

　
最
後
に
隣
同
士
で
今
日
学
ん
だ
こ
と
を

説
明
し
合
い
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
「
一
番

大
事
だ
と
思
っ
た
部
分
」「
新
し
い
発
見
」

「
感
想
」
を
記
入
し
て
授
業
は
終
了
し
た
。

津島先生　今日の授業では分析力の向上を特に意識しました。ワークシー
トを見る限り、自分の予想と実験結果の違いを認識することを通じて、図
式化する力はついたと思います。その一方、自分が獲得した知識を表現し
伝える力をもう少しつけさせたかったです。身近で起こっている現象であ
ることを理解し、日常生活に生かせることを期待しています。発問では答
えを言わないことに一番気をつけました。答えは１つではないということ
も伝えられたと思います。

小川光
ひかり

さん　授業では傾聴力や分析力が高まりました。先生の
発問を聞きながら、やるべきことを考え、自分なりの考えを導
き出せました。自分の予想や仮説を先生に認めてもらえたこと
が自信になり、自己肯定力の向上にもつながりました。現象に
名前をつけることを通して、やみくもに教科書の内容を覚えるのではなく、
自分なりに理解することも大切だと感じました。ただ、理解したことを人
に伝える力は十分ではないので、今後は発信力も伸ばしていきたいです。

関勇樹さん　汚れがどのように落ちるのかを自分で予想し、結
果を分析することで、想像力や分析力が高まったと感じていま
す。自分の考えと実験結果の相違や、汚れが落ちるメカニズム
を理解することができて、自己肯定力も高まりました。自分で
現象を命名するという活動を通して、授業の内容がより印象に残りました。
また、化学との接点も知ることができて、知識の定着という面でも得ると
ころが大きかったと思います。

授業後の振り返り

実験で見て取れた変化の各段階に名前をつける。同じ実験
を観察しても着目する点が違えば、ネーミングも変わって
くる。

生
徒
一
人
ひ
と
り
が

現
象
の
命
名
者
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大
に
な
る
時
の
壁
か
ら
の
距
離
と
し
た
。

三
角
関
数
の
加
法
定
理
の
問
題
だ
が
、
正

弦
定
理
や
余
弦
定
理
、
ベ
ク
ト
ル
を
用
い

て
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
難
問
だ
。

　
続
い
て
、本
時
の
行
動
目
標
と
し
て「
考

え
る
、
質
問
す
る
、
説
明
す
る
、
チ
ー
ム

で
協
力
す
る
」の
４
点
が
示
さ
れ
、グ
ル
ー

プ
活
動
が
始
ま
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
小
さ

な
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
図
を
描
い
た
り
、

ノ
ー
ト
に
計
算
式
を
書
き
連
ね
た
り
し
な

が
ら
頭
を
ひ
ね
る
が
、
解
答
の
方
針
を
立

て
る
の
に
苦
労
し
て
い
た
。

　
10
分
ほ
ど
で
佐
野
先
生
が
第
１
の
ヒ
ン

ト
を
出
す
。
モ
ニ
タ
ー
に
、
先
ほ
ど
の
イ

ラ
ス
ト
か
ら
三
角
形
だ
け
を
取
り
出
し
た

図
が
映
し
出
さ
れ
た
。
求
め
る
角
は
θ
、

男
の
子
か
ら
壁
ま
で
の
距
離
は
x
で
表
さ

　
佐
野
未
知
也
先
生
が
担
当
す
る
数
学
Ⅱ

で
は
、
三
角
関
数
の
「
加
法
定
理
」
の
単

元
末
に
あ
た
る
「
加
法
定
理
の
応
用
」
の

授
業
が
行
わ
れ
た
。
冒
頭
、モ
ニ
タ
ー
に
、

上
向
き
加
減
に
壁
を
眺
め
て
い
る
男
の
子

の
絵
が
映
し
出
さ
れ
る
。「
今
日
は
美
術

館
で
ど
こ
か
ら
絵
を
見
る
と
一
番
見
や
す

い
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」
と
佐

野
先
生
。
高
度
な
問
題
を
少
し
で
も
身
近

な
題
材
で
提
示
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
興

味
を
引
き
つ
け
、
学
び
の
有
用
性
を
実
感

さ
せ
よ
う
と
す
る
佐
野
先
生
の
工
夫
だ
。

　
問
題
は
次
の
通
り
。「
目
の
前
の
壁
に

絵
が
飾
っ
て
あ
る
。
絵
は
目
の
高
さ
か
ら

１
ｍ
高
い
位
置
に
あ
り
、
縦
の
長
さ
が
２

ｍ
で
あ
る
。
男
の
子
が
前
後
に
動
く
時
、

ど
の
場
所
か
ら
見
る
と
絵
が
一
番
見
や
す

い
か
」。「
見
や
す
さ
」
の
定
義
は
、
絵
の

上
下
各
１
点
と
男
の
子
の
目
の
１
点
を
結

ん
だ
三
角
形
の
、
男
の
子
側
の
内
角
が
最

前の時間に「次は難しい問
題に挑戦するよ」と伝えて
いた佐野先生。難問に興味
を持って臨めるように身近
な題材を取り入れた。

＊学校資料を基に編集部で作成

■単元名
三角関数／加法定理	 	 	 	

■育成する能力	 	
三角関数の基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。また、それらを具体的な事象
に活用する能力を養う。

■単元の評価規準
観点 評価規準 吉高ＧＰとのかかわり

知識・技能

•加法定理の証明を理解し、加法定理
を用いて、２倍角の公式・半角の公式・
和積の公式を導くことができる。また、
公式の基本的な使い方を理解してい
る。

傾聴力・分析力

思考・判断・
表現

•問題の条件を把握、整理し、必要に応
じて加法定理・２倍角の公式・半角の
公式・和積の公式を活用することができ
る。また、公式を使用する際、なぜそ
の公式を使用するのか説明することが
できる。

思考力・発信力・
想像力

主体的に学習に
取り組む態度

•課題やグループワークに意欲的に取り
組んでいる。また、新しい課題に対して、
既習事項を基に考察し、積極的に解決
しようとしている。

自己肯定力・
創造力・行動力

■単元の指導計画
時数 指導内容 評価の観点と評価方法 主な発問計画

９
時
間
中
の
９
時
間
目

加法定理の応用
（見込む角の最
大最小）

分析力・思考力・想像力
•観察、確認テスト、リフレ

クションシート

自己肯定力・創造力・行動力
•グループワークへの参加状

況
•リフレクションシート

①見込む角を求めるため
にはどうすればよいか。

②１つの解法だけではな
く、ほかの解法はない
か。

③sin θ、cos θ、tan θ
の値が大きくなるとθ
は大きくなるのか。

数学・数学Ⅱ　指導計画（抜粋）図４

特集

「学校教育デザイン」を描く❸　

資質・能力を育む授業と評価のあり方

多
様
な
解
法
を
他
者
と
と
も
に
探
究
さ
せ
、

学
び
の
有
用
性
を
実
感
さ
せ
る

美
術
館
の
絵
が

一
番
見
や
す
く
な
る
角
度
は
？

数学
数学Ⅱ

C A S E 3

山
梨
県
立
吉
田
高
校

佐
野
未
知
也
　さ
の
・
み
ち
や

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
数
学
科
。
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れ
て
い
る
。「
今
日
は
か
な
り
難
し
い
問

題
で
し
た
の
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト

を
早
め
に
出
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
」

と
佐
野
先
生
は
振
り
返
る
。

　
第
１
の
ヒ
ン
ト
に
よ
り
、
停
滞
気
味

だ
っ
た
議
論
が
活
気
づ
く
。
あ
る
グ
ル
ー

プ
で
は
、
１
人
の
生
徒
が
２
つ
の
三
角
形

を
描
き
並
べ
、「
θ
を
別
の
形
で
表
さ
な

い
と
解
け
な
い
よ
ね
」「
こ
の
α
か
ら
β

を
引
い
た
角
が
θ
だ
か
ら
…
…
」
と
解
答

の
糸
口
を
示
し
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
と
協

働
し
て
問
題
を
考
え
始
め
た
。
思
考
力
や

分
析
力
、
行
動
力
な
ど
様
々
な
力
が
発
揮

さ
れ
て
い
く
。

　
こ
の
間
、
佐
野
先
生
は
各
グ
ル
ー
プ
を

巡
回
し
な
が
ら
、
生
徒
の
議
論
を
静
か
に

見
守
る
。
時
に
質
問
に
応
じ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
個
別
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
ほ
と
ん
ど

発
し
な
い
。さ
ら
に
10
分
ほ
ど
経
っ
た
頃
、

先
生
が
第
２
の
ヒ
ン
ト
を
出
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
、
例

の
三
角
形
を
座
標
軸
の
上
に
重
ね
た
グ
ラ

フ
で
あ
る
。「
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が

グ
ラ
フ
を
使
っ
て
解
く
方
針
を
立
て
て
い

た
の
で
、
ク
ラ
ス
全
体
で
理
解
を
そ
ろ
え

る
た
め
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ベ
ク
ト
ル
を
使
っ
て
解
く
別

解
へ
の
広
が
り
を
期
待
し
て
、
グ
ラ
フ
に

注
目
さ
せ
る
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
り
ま
し

た
」
と
佐
野
先
生
は
明
か
す
。「
グ
ラ
フ

に
三
角
形
を
乗
せ
た
ら
何
が
見
え
て
く

る
？
」「
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
の
値
と
角
度
の

関
係
を
ど
う
見
る
？
」。
簡
潔
な
問
い
か

け
が
矢
継
ぎ
早
に
先
生
の
口
か
ら
放
た

れ
、
そ
れ
を
糸
口
に
生
徒
の
話
し
合
い
は

さ
ら
に
展
開
す
る
。
立
ち
歩
い
て
ほ
か
の

グ
ル
ー
プ
の
様
子
を
見
に
行
く
者
も
出
始

め
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
佐
野
先
生

の
授
業
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
光
景
だ
。

　
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
、
佐
野
先
生
は

計
算
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
相
加
平
均
と
相
乗

平
均
の
大
小
関
係
を
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出

し
、
黒
板
に
計
算
式
の
途
中
ま
で
を
書
い

た
。
暗
に
「
み
ん
な
の
計
算
式
は
途
中
ま

で
合
っ
て
い
る
よ
」
と
知
ら
せ
、
安
心
し

て
議
論
に
打
ち
込
ん
で
も
ら
う
配
慮
だ
。

　
さ
ら
に
議
論
が
続
き
、
最
後
の
約
５
分

で
先
生
が
解
説
。
加
法
定
理
を
使
っ
た

解
説
、
及
び
別
解
の
解
説
が
行
わ
れ
、
最

後
に
正
弦
定
理
を
使
う
解
法
の
解
説
で
先

生
が
図
を
描
い
て
「
x
は
ど
う
や
っ
て
求

め
る
？
」
と
問
い
か
け
た
。
即
座
に
複
数

の
生
徒
が
口
を
そ
ろ
え
て
「
方
べ
き
の
定

理
！
」
と
答
え
る
と
、「
お
お
！
」
と
教

室
に
歓
声
と
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
今

回
の
問
題
を
考
え
抜
い
た
か
ら
こ
そ
ア
プ

ロ
ー
チ
の
違
い
に
強
い
関
心
を
寄
せ
、
そ

の
よ
う
に
し
て
知
っ
た
別
解
に
よ
っ
て
さ

ら
に
思
考
を
深
め
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

授
業
終
了
後
も
解
法
に
つ
い
て
熱
く
語
り

合
う
生
徒
た
ち
の
姿
が
、
そ
れ
を
物
語
っ

て
い
た
。

佐野先生　今回の問題は、入試レベルの難度であったため、今まで学んだ
内容をどの程度使えるかが鍵でした。40人が最後まで粘り強く取り組め、
目標とした吉高ＧＰの力を向上させることができたと思います。反省点は
時間が足りなかったこと。ゆっくり考えさせる時間をもっと取りたかった
です。授業の中で知識を理解する時間と、応用的な問題をじっくり考える
時間をバランスよくつくり、知識を定着させることが大切だと思います。

渡邉慧
えい

大
た

さん　グループで話し合いを始めた当初、メンバーそ
れぞれで作った解答は、僕の解答も含めてどれも正解に至るも
のではなく、５、６割の完成度のものばかりでした。そこで、
お互いの解答を見せ合いながら、それぞれの解法の根拠や問題
点を確認していきました。すると、その過程で、自分の解答を修正するこ
とができたのです。そのように、仲間とお互いのよさを生かして取り組む
中で、分析力が向上したと思います。グループで協力しながら、誰が一番
早く解けるかを競い合っている部分もあり、刺激的で楽しい授業でした。

地
じ

主
ぬし

羽
は

奈
な

花
か

さん　私は数学が苦手なので、普段は教えてもらう
ことが多いのですが、今日は難問だったので、みんなで協力し、
相談しながら取り組みました。自分のちょっとした意見を仲間
が拾って、次の展開に結びつけてくれることもあり、発信力と
自己肯定力が高まったように感じます。議論が出尽くして諦めかけた時も
ありましたが、タイミングよく先生がヒントを出してくれたので、議論が
再び活性化しました。

授業後の振り返り

不完全な解答をグループのメンバーが持ち寄り、お互いの
視点を生かしてそれぞれが正解に近づいていく。まさにグ
ループワークを行う醍醐味だ。

別
解
の
解
説
に
興
奮
し

歓
声
を
上
げ
る
生
徒
た
ち
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山梨県立吉田高校
校訓は「百折不撓」 「純剛」。新入生を対象にした校歌・応
援歌指導、富士登山強歩大会などの伝統行事を持つ。 「総
合的な学習の時間」の中に「富士山学」を設定し、探究
学習を行う。ウエイトリフティング、ラグビーなど部活動も
盛ん。

◎設立　1937（昭和12）年
◎形態　全日制／普通科・理数科／共学　　◎生徒数　1 学年約２８０人
◎2017年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、東北大、東京大、一橋大、名古屋大、
大阪大などに１０６人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、中央大、明治大、早
稲田大などに延べ５６９人が合格。
◎ URL　http://www.yoshidah.kai.ed.jp/

特集

「学校教育デザイン」を描く❸　

資質・能力を育む授業と評価のあり方

グループワークとＩＣＴの活用と

いう面で３人の授業は共通してい

ましたが、目指す方向性に違いがあるのを感じました。

英語の小林先生はすべての教科に通じる基盤づくりを目

指し、生徒は今まで学んだ知識を使うことで、知識が整

理されていくのを楽しんでいるように感じられました。

家庭科の津島先生は日常生活や他教科との関係など横へ

のつながりを意識した授業で、生徒が観察したことを言

葉や図で表現する活動を通して、頭をフル回転させてい

る様子が見て取れました。数学の佐野先生は徹底的に思

考を深めるスタイルで、難問にもかかわらずギブアップ

するグループは１つもなく、最後は拍手と歓声で終わる

という素晴らしい場面を見ることができました。今回、

いずれの授業でもグループ同士のディスカッションはあ

りませんでした。グループと教師間のコミュニケーショ

ンだけでなく、グループの枠を超えた意見のぶつかり合

いや共有があれば、さらなる差異の発見から、広がりや

深まりが生まれたかもしれません。

いずれの授業も、生徒たちが達成

感を味わえた素晴らしい授業だっ

たと思います。授業が終わった後まで、生徒が今日の学

習内容について語り合う様子から、生徒の中で知識の深

まりや新たな好奇心が湧いていることも感じられました。

他教科の授業を見てよいところを取り入れられないか、

補い合うことはできないか、教師自身が貪欲に学んでい

く姿勢が一層求められると思います。

クリエイティブな授業をつくるた

めに最も大切なのは発問のタイミ

ングと内容です。特に家庭科の授

業での現象に名前をつける活動は、現象の特徴が分かっ

ていないと命名はできないので、深い理解につながる取

り組みだったと思います。グループワーク等の活動は、

やらなければと思いながらもできないことがありますが、

今日はすべての先生が活動を取り入れているのを見て、

教科の壁を取り払って足りない部分を補い合い、総合的

に生徒を育てていく可能性を感じました。

佐野先生の数学では、ある生徒が

「すべての範囲を復習して臨んだ」

と言っていました。そこまでの行

動は先生自身も予想していなかったと思います。課題の

与え方によって教師の期待以上の行動を引き出せること

に驚かされました。英語や家庭科の授業でも、教師の発

問が生徒を深い理解や、意外な気づきに導く場面がいく

つも見られました。私も生徒の思考を深める授業展開や

発問、教材の選定などを工夫していきます。

小林先生の英語の授業を見学しま

したが、興味深かったのは、英文

を並べ替える課題の中で、関係の

ないセンテンスが混ざっているという仕かけです。小林

先生の発問をきっかけに、生徒の頭の使い方ががらりと

変わるのを感じました。また、society と environment

の違いなど、テーマへの理解を深めようと言葉の定義に

こだわり始める生徒が現れたのも驚きでした。思考を深

める「つっこみ」を用いて批判的に文章を読むという視

点を与えたからこそ、生徒が自ら根源的な問いを持った

のだと思います。

髙保裕樹校長

小
お

俣
また

義
よし

一
いち

教頭

渡邊浩
こう

一
いち

先生
（理数科副主任）

銭
ぜに

谷
や

恭子先生
（１学年担任）

舟久保豊先生
（１学年主任）

授業後、担当教師と生徒との振り返りが行われるとともに、見学した教師も加えた
教師たちによる意見交換会が持たれた。グループワークの進め方や発話・発問の
工夫によって、生徒が主体的に授業に参加している点を評価する声が多く上がった。

教師が意図した「差異」との出合いの中で、
生徒はさらに丁寧に、深く学習する意見

交換会
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　地
理
歴
史
・
公
民
科
を
担
当
す
る
梨な

し

だ
子
田
喬た

か
し

先
生
は
、

校
内
で
小
論
文
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
生
徒
同
士
で

答
案
を
作
成
し
、
相
互
評
価
さ
せ
る
活
動
を
通
し
て
、

論
の
組
み
立
て
方
、
段
落
の
構
成
力
、
具
体
例
の
提
示

の
仕
方
な
ど
、
小
論
文
の
ス
キ
ル
を
生
徒
た
ち
に
体
得

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

岩手県立大船渡高校
◎1920（大正９）年創立の岩手県気仙農学校
が前身。「自主獨立」の気概を持ち、文武一道
に取り組む学校を目指す。インターハイ出場の
弓道部や空手道部など、部活動も盛ん。
◎設立　1949（昭和24）年
◎形態　全日制・定時制／普通科／共学
◎生徒数　1学年約200人
◎２０１７年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、帯広畜産大、岩手大、東北大、
山形大、東京藝術大、新潟大、金沢大、釧路
公立大、岩手県立大などに 86人が合格。私
立大は、北海道医療大、岩手医科大、東北学
院大、慶應義塾大、津田塾大、東京理科大、
明治大などに延べ182 人が合格。
◎ URL
http://www2.iwate-ed.jp/ofu-h/

岩手県立大船渡高校
梨子田喬　なしだ・たかし　

教職歴 15 年。同校に赴任して４年目。
進路指導課。地理歴史・公民科担当。
アクティブ・ラーニングの実践は７年目になる。

10:15 前回の振り返り 授業
ハイライト

生
徒
同
士
の
協
働
で
小
論
文
を
作
成
し
、

相
互
に
評
価
さ
せ
る
こ
と
で

考
え
続
け
る
姿
勢
を
育
む

グループごとに作成したアウトラインに沿って各自が書いた
小論文をグループ内で読み合う。アウトラインは同じでも
語彙力や論理構築力などによってできた小論文が人と異な
ることを実感させることがねらい。前時の授業でグループ
の協働で作成したアウトラインを消化できなかった生徒に、

「他者の考えを自分のものにする」ことの大切さを伝える。

●
３
年
生
文
系
の
２
ク
ラ
ス
合
同
の
小
論
文
対
策
講
座
で
、

各
グ
ル
ー
プ
が
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
答
案
を
読
み
、
各

グ
ル
ー
プ
内
で
内
容
に
つ
い
て
議
論
し
、
評
価
す
る
。
生
徒

全
員
が
、
答
案
の
評
価
の
根
拠
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
目
標
だ
。（
P. 

25
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

小論文

実践

他
者
の
視
点
を
通
し
て

小
論
文
の
ス
キ
ル
を
体
得

梨
子
田
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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今
回
の
授
業
の
教
材
は
、
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部

の
入
試
問
題
（
２
０
１
５
）
だ
。
桃
太
郎
に
父
親
を
殺

さ
れ
た
小
鬼
が
泣
い
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
に
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
が
添
え
ら
れ
た
新
聞
広
告
か
ら
ど
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
の
か
、
実
社
会
に
関
連
づ
け
な

が
ら
論
じ
な
さ
い
と
い
う
設
問
だ
。

　
指
導
の
流
れ
は
、
次
の
通
り
。
ま
ず
生
徒
は
宿
題
と

し
て
独
力
で
答
案
を
作
成
し
、
１
回
目
の
授
業
で
は
そ

の
答
案
を
４
人
の
グ
ル
ー
プ
で
読
み
合
い
、
メ
ン
バ
ー

で
協
働
し
て
、
答
案
の
再
作
成
に
向
け
た
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
宿
題
と
し
て
、
そ
の
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
答
案
を
再
び
独
力
で
作
成
す
る
。

　
２
回
目
の
授
業
で
も
、
冒
頭
５
分
間
で
グ
ル
ー
プ
で

互
い
の
答
案
を
見
せ
合
う
。「
同
じ
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
基

づ
い
て
書
い
た
の
に
、
な
ぜ
異
な
る
答
案
に
な
る
の
か
」

と
い
う
疑
問
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の

設
計
不
足
、
論
理
構
成・文
章
力
の
巧
拙
な
ど
、
グ
ル
ー

プ
や
個
人
の
課
題
に
気
づ
か
せ
る
た
め
だ
。

　
続
い
て
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
答
案
を
読
ま
せ

て
評
価
さ
せ
る
。
目
標
は
、「
グ
ル
ー
プ
の
全
員
が
、
評

価
の
根
拠
を
説
明
で
き
る
」
こ
と
だ
。

　
評
価
の
観
点
は
、
教
材
に
応
じ
て
変
わ
る
。
今
回
は
、

①
問
い
に
的
確
か
、
②
具
体
例
、
③
構
成
の
３
つ
の
大

項
目
を
設
定
し
、
そ
の
観
点
に
沿
っ
た
小
評
価
項
目
は
、

生
徒
た
ち
に
決
め
さ
せ
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
、「
な
ん
と

な
く
構
成
が
よ
い
」
で
は
な
く
、「
構
成
が
よ
い
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
か
」
を
考
え
さ
せ
る
た
め
だ
。
30
分
ほ

ど
議
論
し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
答
案
を
３
段
階
で
評

価
。
最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
・
個
人
で
振
り
返
り
を
行
う
。

　
授
業
の
感
想
で
は
、
必
ず
「
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

の
評
価
に
納
得
で
き
な
い
」
と
い
う
生
徒
が
現
れ
る
。

そ
う
い
っ
た
「
納
得
で
き
な
い
気
持
ち
」
こ
そ
が
「
最

高
の
学
び
」
に
な
る
と
、
梨
子
田
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
自
分
と
同
じ
生
徒
目
線
の
評
価
だ
か
ら
こ
そ
、
疑

問
を
抱
き
、
文
章
の
何
が
よ
く
な
か
っ
た
の
か
、
人
に

伝
わ
る
文
章
を
書
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か

を
、深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。『
納
得
で
き
な
い
』

と
い
う
生
徒
が
、
実
は
一
番
学
ん
で
い
る
の
で
す
」

　
小
論
文
の
指
導
で
、
梨
子
田
先
生
が
何
よ
り
も
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、
教
材
選
び
だ
。

　「『
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
学
ば
せ
た
い
』『
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
た
い
』と
出
題
分
野
の
観
点
で
テ
ー
マ
を

選
ぶ
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、私
は
、生
徒
が
語
り

た
い
か
、
語
り
合
い
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
重
視
し
て
い
ま
す
」

　
今
回
の
教
材
は
、「
広
告
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
正
し
く
受

け
止
め
ら
れ
る
か
」「
身
近
で
具
体
的
な
例
を
挙
げ
ら

れ
る
か
」
な
ど
、
問
い
を
把
握
す
る
力
、
問
い
に
的
確

に
応
え
る
力
を
養
う
こ
と
を
重
視
し
た
。

　
教
師
に
よ
る
介
入
も
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
冒

10:43 10:20一斉介入 各グループで代表答案を評価

梨子田先生は、生徒の議論に耳を傾けながら、注意すべき事
柄を板書していく。その中で、特に気になる部分については、
全体に向けて解説する。今回の授業では、文章の構成につ
いて評価の指針がないまま議論している生徒が多かったため、
筋が通った論理構成になっているかを確認するよう、アドバイ
スした。

まず、梨子田先生が評価のポイントを説明。その後、各グルー
プでほかのグループの代表答案を回し読みし、各自が気づい
たことを原稿にメモ書きする。議論になりそうな部分にマー
カーを引く。一通り読み終えたら、各グループの司会を中心に、
論理構成や内容の的確さ、具体例の適切さなどについて、根
拠を述べながら議論する。

「
納
得
で
き
な
い
」
と
い
う
生
徒
が

一
番
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る

口
頭
に
よ
る
介
入
は
必
要
最
低
限
、

板
書
で
伝
え
、
必
要
な
生
徒
に
拾
わ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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頭
の
解
説
は
短
く
、
議
論
中
の
介
入
も
１
、２
回
に
と
ど

め
る
。
机
間
巡
視
を
し
な
が
ら
生
徒
の
議
論
に
耳
を
傾

け
、
設
問
を
踏
ま
え
て
い
る
か
、
方
向
性
が
ず
れ
て
い

な
い
か
を
確
認
し
、
全
体
で
共
有
す
べ
き
こ
と
が
出
て

き
た
ら
、
黒
板
に
大
き
く
メ
モ
書
き
し
て
注
意
を
促
す
。

　「
生
徒
が
自
ら
気
づ
き
、
修
正
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
教
師
が
指
示
を
し
す
ぎ
る
と
、
そ
の
都
度
議
論
が

中
断
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
生
徒
に
と
っ
て
や
ら
さ
れ
る

活
動
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

　
板
書
で
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
最
も
大
切
な
事
項
だ
け

口
頭
で
説
明
す
る
。
そ
れ
も
で
き
る
だ
け
手
短
に
し
、

か
つ
議
論
の
半
ば
ま
で
に
済
ま
せ
て
お
く
。
学
び
が
深

ま
る
終
盤
の
時
間
帯
に
、
生
徒
の
邪
魔
を
し
な
い
た
め

だ
。
今
回
は
、
構
成
を
ど
う
評
価
す
れ
ば
よ
い
か
で
苦

戦
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
目
立
っ
た
た
め
、「
各
段
落
の

主
張
を
要
約
し
、
文
章
の
筋
が
通
っ
て
い
る
か
を
確
か

め
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
深
い
学
び
を
生
み
出
す
議
論
に
す
る
に
は
、
生
徒
が

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
意
義
を
十
分
理
解
し
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、授
業
前
に
「
一

人
ひ
と
り
が
学
び
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
」「
目
標
は
脳

が
へ
と
へ
と
」「『
親
密
圏
』
で
の
馴
れ
合
い
の
議
論
で

は
な
く
、『
公
共
圏
』
に
お
け
る
他
者
と
の
対
話
が
自

分
を
高
め
る
」
と
い
っ
た
議
論
の
心
構
え
を
伝
え
る
。

　
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
内
で
司
会
２
人
、
代
表
答
案
作

成
者
、
議
論
の
ず
れ
を
指
摘
す
る
係
、
プ
リ
ン
ト
の
回

収
係
を
分
担
し
、
そ
の
決
め
方
は
生
徒
に
任
せ
て
い
る
。

■答案評価シート

1 1:00

各グループの半分のメンバーが隣のグループのメンバーと入れ
替わり、自分たちがつけた評価の根拠について説明した。そ
の後、自分のグループに戻って今日の議論について振り返り、
ほかのグループの評価との違い、各自の感想などを共有した。
最後に、個人で沈思黙考して振り返りを行い、「答案評価シー
ト」に感想を記して提出した。

10:55

「答案評価シート」を使って、ほかのグループの代表答案に点
数をつける。その点数を黒板に書き出し、得点の高かった３グ
ループの代表答案作成者に拍手を送る。

左側にほかの５グループの評価を記入。右側には梨子田先生が
設定したルーブリック（評価基準）を掲載しており、代表答案
を評価する際の参考にさせる。

活動の振り返り 代表答案の評価を発表

グループ討議を通して、人の意見を聞き、自分とは違う
価値観があることを知り、刺激を受けたのと同時に、他
者の視点を盛り込む難しさを感じました。

生徒の
声

役
割
を
固
定
化
さ
せ
な
い
こ
と
で

社
会
で
必
要
な
協
働
性
を
育
む

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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　「
役
割
が
固
定
化
す
る
と
、
活
動
が
硬
直
化
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
実
社
会
で
は
、
自
分
の
役
割
を
果
た

す
だ
け
で
な
く
、
周
り
に
配
慮
で
き
る
視
野
の
広
さ
や

柔
軟
性
も
大
切
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
の
が

苦
手
な
の
に
司
会
に
な
っ
た
生
徒
が
い
れ
ば
、
周
り
が

フ
ォ
ロ
ー
し
て
議
論
を
進
め
る
、
文
章
の
作
成
が
苦
手

な
生
徒
が
代
表
答
案
作
成
者
に
な
れ
ば
皆
で
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
『
学
び
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
』

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
授
業
に
参
加
し
、
協
働
性
を

培
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
指
導
の
最
大
の
成
果
は
、「
評
価
に
納
得

で
き
な
い
。
高
評
価
を
得
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
」
と
考
え
続
け
る
生
徒
が
増
え
た
こ
と
だ
。
ま
た
、

生
徒
は
対
策
講
座
に
よ
っ
て
小
論
文
の
基
礎
を
し
っ
か

り
身
に
つ
け
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
試
直
前
の
個
別

添
削
に
入
る
よ
う
に
な
り
、
教
師
の
負
担
も
軽
減
さ
れ

て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
た
ち
の
間
に
対
話
的
な
学
び

の
作
法
と
マ
イ
ン
ド
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
協
働

的
な
学
び
の
有
効
性
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　「
多
く
の
授
業
が
主
体
的
・
対
話
的
と
な
れ
ば
、
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
だ
け
で
よ
り
よ

い
議
論
や
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
全
体
の
取

り
組
み
に
広
が
っ
て
い
け
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の
力・姿勢の

「学力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を
育むための指導内容

教師による
発問・働きかけの

内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

【前回の振り返り】
グループメンバー
の答案を
交換して読む

メンバーの答案を交換して読み、
「同じアウトライン」なのに「答案が
違う」ことに気づかせる。

•思考力
• 判断力
• 表現力
• 主体性
• 多様性
• 協働性

宿題として個人で書いた答案をグ
ループで読み合わせる。前回作った
アウトラインを自分のものにできた
か確認させる。

「『同じアウトライン』なの
に『答案が違う』のはなぜ
だろう？」

「アウトラインが書きにく
かったのはなぜだろう？」

前回の授業を欠席した生
徒が、スムーズに授業に
参加できているか、机間
巡視しながら声をかける。

【ガイダンス】
本時の目標
相互評価
させる際の
観点、
留意事項

【本時の目標】
「全員が評価の根拠を説明できる」

【相互評価の観点】
①問いに的確か：資料の理解は十
分か、広告コピーの内容をきちんと
踏まえているか。
②具体例：広告のメッセージに対し
て適切な具体例か。広告のメッセー
ジとの共通点を説明できるか。
③構成：主張が明確に伝わる構成
になっているか。

• 知識
• 技能

本時の目標と評価の際の３つの観
点を提示。この観点が、授業を通し
て身につけさせたい力であり、それ
を説明できるようになることを目標
としている。講義や添削で「こうい
う風に答案を書きなさい」と伝えて
も、生徒はなかなか書くことができ
ない。評価の観点に基づいて相互
評価させることで習熟することを目
指す。

答案を書いた生徒の気持
ちに配慮すべきであるこ
と、そして答案はグループ
の協働の産物であり、作
成した個人が責任を感じ
る必要はないことを再確
認させる。

議論の時間を十分確保す
るため、ワークシートの作
成には時間をかけさせな
い。提出を意識して丁寧
に書く必要はないことを伝
える。

【活動①】
各グループの
代表答案を読む
「思考」

個人で、評価の観点を踏まえなが
ら、ほかのグループの代表答案を
しっかり読み込む。

• 技能
•思考力

【教師】ほかのグループの代表答案を
グループのメンバーで交換しながら
読ませる。机間巡視と板書指示。
【生徒】代表答案を交換しながら読
む。その際、考えたことや気づいた
ことをコンパクトに、答案に書かせ
る。

「周りの人とペンの色を変
えてごらん」

「丁寧に書かないでメモ程
度で」

「３つの観点を意識して読
んで」

コメントを丁寧に書いてい
る生徒に、簡単に書くよう
に声をかける。メモ程度
にとどめ、議論の中で皆
に伝えるように心がけさせ
る。

【活動②】
評価と
評価項目の
立案
「協働」

他者の答案を評価することを通し
て、正確な資料把握や問いに的確
に答える力、設問の要求に沿った
具体例を挙げる力などを育成する。
また、リーダーシップを持つ生徒
がすべてを判断してしまったり、馴
れ合ったりするのを防ぐため、態
度目標として「一人ひとりが学びの
プレーヤーである」「公共圏におけ
る他者との対話」を強調する。

•思考力
• 判断力
• 表現力
• 主体性
• 多様性
• 協働性

【教師】介入は極力避け、生徒の議
論の時間を確保する。机間巡視で生
徒の議論を聞き、疑問やアドバイス
を板書する。必要な時は、１回だけ
口頭で一斉介入する。
【生徒】評価の観点を話し合い、それ
を決めたら各代表答案に、３段階で
点数をつける。得点の理由を説明で
きるよう留意させる。

「役割にとらわれず、気づ
いた人がやってみて」と声
をかけ、役割が固定化しな
いようにする。制限時間が
迫ったら、「終わらなくても
よいので、じっくり取り組も
う」と呼びかけ、議論に集
中させる。

評価すること自体が目的
ではなく、活動を通して学
習課題が浸透することが
一番のポイントとなる。机
間巡視で生徒の様子を見
て気になる点を拾い、板書
や声かけを通して議論をコ
ントロールする。

【まとめと
振り返り】
評価の
結果発表と
生徒の振り返り

【まとめ】リーグ戦形式にするなど
ゲーム性を盛り込むことで主体性・
協働性を引き出す。

【振り返り】取り組みを振り返ること
で、学んだ内容の定着、活動中に
感じた疑問点の整理などを行う。

•思考力
• 表現力
• 主体性
• 多様性
• 協働性

【まとめ】各グループの評価点を、生
徒に板書させる。合計点を計算して
上位者に拍手。
【振り返り】形態は、A）メンバーを
変えない、B）指示して入れ替え、C）
全員で立食パーティー形式のフリー
トークのいずれか。

【まとめ】「このグループは問
いに的確だったね」など、
振り返りの時にその答案に
注目するきっかけを与える。
【振り返り】生徒の状況を
見ながら、足りない部分に
働きかけていく。

教師からの評価は伝えず、
生徒にもやもやを残し、考
え続けさせる。授業後に
個別に質問してきた生徒に
は説明する。振り返りは残
り時間や生徒の様子を見
ながら、Ａ～Ｃのいずれか
を行う。

＊梨子田先生作成の授業デザインシートを基に編集部で作成

授業デザインシート

【教科・科目】小論文	
【テーマ・作品】　「桃太郎と鬼」（佐賀大学文化教育学部国際文化課程の
2015 年度入試問題）

【設定時数】２時間中の２時間目	
【本時全体の目標】 生徒全員が、それぞれの答案における評価の
根拠を説明できる。

評
価
に
納
得
せ
ず
、

考
え
続
け
る
生
徒
た
ち

成
果
と
課
題
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　国
語
科
を
担
当
す
る
三
浦
章あ

き

子こ

先
生
は
、
単
元
や
教

材
に
応
じ
て
、
授
業
の
形
態
を
変
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
平
家
物
語
」
は
群
読
、「
羅
生
門
」
は
知
識
構
成
型
ジ

グ
ソ
ー
法
を
取
り
入
れ
、
生
徒
の
学
び
を
深
め
て
い
く
。

　「
教
材
の
特
性
や
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
の

育
成
に
最
適
な
活
動
を
検
討
す
る
と
、
お
の
ず
と
形
態

宮崎県立高鍋高校
◎秋月藩校「明倫堂」の精神を引き継いで開校。

「心身學道」「師弟同行」などを教育理念に掲
げる。普通科には、課題研究に力を注ぐ探究
科学コースを設置。全国大会常連のラグビー部
など部活動も盛ん。
◎設立　1923（大正12）年
◎形態　全日制／普通科・生活文化科／共学
◎生徒数　１学年約 260人
◎２０１７年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、千葉大、お茶の水女子大、広島大、
九州大、熊本大、大分大、宮崎大、宮崎公立
大などに55人が合格。私立大は、青山学院大、
東京理科大、関西大、西南学院大などに延べ
123人が合格。
◎ URL
http://takanabe-hs.ed.jp

宮崎県立高鍋高校
三浦章子　みうら・あきこ　

教職歴 23 年。同校に赴任して７年目。
指導教諭。探究科学コース主任。
国語科担当。
アクティブ・ラーニングの実践は４年目になる。

11: 15 本文の精読 授業
ハイライト

教
材
の
特
性
や
育
て
た
い
力
を
基
に

活
動
の
形
を
柔
軟
に
検
討
し
、

言
葉
を
通
し
て
思
考
す
る
力
を
高
め
る

前時の内容を振り返った後、三浦先生は「手で読んでいき
ます」と、黒板に掲示した本文にマーキングしながら読解
のポイントやキーワードを解説。生徒も同様に、本文が印
刷されたプリントにマークをつけながら読解を進める。「こ
こはどういうことか説明してみて」などと、生徒の理解度
を確認する問いかけを何度も行いながら展開した。

●
１
年
生「
国
語
総
合
」の
評
論「
も
の
と
こ
と
ば
」
の
授
業

で
、３
分
割
し
た
本
文
を
各
１
時
間
で
学
習
す
る
３
時
間
目
。

具
体
例
を
的
確
に
読
み
取
る
た
め
、
全
体
で
本
文
を
精
読
し

た
後
、
そ
の
内
容
を
応
用
し
て
身
近
な
も
の
を
定
義
す
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。（
P. 

29
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

現代文

実践

単
元
の
ね
ら
い
に
応
じ
た
学
び
が

深
ま
る
よ
う
、
活
動
形
態
を
検
討

三
浦
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

26 Oc tober  2017

Q7-350-000 2017 年度VIEW21高校版 10月号 26頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
09/22
天野

再
念
校
09/27
川井 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P26-29_view21koukou-10g.indd   26 17/10/03   15:35



が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
共
通
し
て
い
る
点
は
、
生
徒
が

思
考
の
過
程
を
共
有
し
、
考
え
を
広
げ
、
深
め
て
い
く

学
び
で
あ
る
こ
と
で
す
」

　
評
論
「
も
の
と
こ
と
ば
」
で
は
、「
こ
と
ば
が
あ
る

か
ら
こ
そ
も
の
を
認
識
で
き
る
」
と
い
う
筆
者
の
主
張

を
理
解
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
身
近
な
も
の
を

１
つ
選
ん
で
定
義
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
は
、

生
徒
の
課
題
に
基
づ
い
て
い
る
。

　「
１
年
生
を
指
導
す
る
中
で
、『
例
え
ば
…
…
』と
考
え

ら
れ
な
い
生
徒
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
恐
ら

く
、そ
の
も
の
の
本
質
を
理
解
で
き
て
い
な
い
た
め
、別

の
事
象
が
思
い
浮
か
ば
な
い
の
で
し
ょ
う
。
今
回
は
、

筆
者
の
主
張
を
身
近
な
も
の
に
あ
て
は
め
て
考
え
さ

せ
、
本
質
を
捉
え
る
力
を
育
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
本
文
の
内
容
を
基
に
学
び
を
深
め
る
た
め
に
は
、
本

文
の
十
分
な
理
解
が
欠
か
せ
ず
、
精
読
の
必
要
が
あ
る

が
、
入
学
時
に
は
文
章
と
向
き
合
え
な
い
生
徒
が
多
い

と
、
三
浦
先
生
は
言
う
。

　「『
国
語
は
勉
強
し
な
く
て
も
で
き
る
』
と
捉
え
て
い

る
生
徒
も
い
て
、
難
し
い
言
葉
が
出
て
く
る
と
、
考
え

る
の
を
や
め
た
り
、
勝
手
に
解
釈
し
た
り
し
ま
す
。
そ

こ
で
、『
手
で
読
む
』
を
ポ
イ
ン
ト
に
、本
文
に
独
自
ル
ー

ル
の
マ
ー
ク
を
記
入
し
な
が
ら
、
文
章
か
ら
意
味
を
絞

り
出
す
意
識
で
読
み
進
め
て
い
き
ま
す
」

　
例
え
ば
、
三
浦
先
生
は
、
接
続
詞
や
主
語
と
述
語
の

関
係
、
条
件
節
、
読
者
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
問
い
な
ど

に
マ
ー
ク
を
し
、
生
徒
は
本
文
が
印
刷
さ
れ
た
プ
リ
ン

ト
に
書
き
込
み
を
す
る
。
そ
の
際
、「
縦
と
横
を
つ
な
ぐ
」

を
意
識
さ
せ
て
、
一
文
ご
と
に
丁
寧
に
読
む
（
縦
）
と

同
時
に
、
文
章
間
の
関
係
を
捉
え
る
読
み
（
横
）
を
並

行
し
て
進
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
文
章
に
つ
い
て
、

「
も
の
を
定
義
す
る
た
め
の
条
件
は
２
つ
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
」
な
ど
と
問
い
か
け
、
考
え

を
深
め
て
い
く
よ
う
促
す
。

　
１
年
生
の
初
め
は
三
浦
先
生
の
説
明
に
つ
い
て
い
く

だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
次
第
に
「
手
で

読
む
」
術
を
習
得
し
、
模
試
や
大
学
入
試
で
も
、
問
題

文
に
マ
ー
ク
を
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
く
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
精
読
に
よ
る
正
確
な
理
解
が
、
そ
の
後
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
土
台
と
な
る
。
こ
の
日

の
活
動
で
も
、
開
始
直
後
か
ら
話
し
合
い
は
活
発
に
進

み
、
ほ
と
ん
ど
の
グ
ル
ー
プ
は
10
分
程
度
で
定
義
を
書

き
終
え
た
。
そ
の
間
、
三
浦
先
生
は
机
間
巡
視
し
な
が

ら
、「
考
え
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
て
」「
消
し

ゴ
ム
は
使
わ
な
い
で
」
と
い
っ
た
指
示
を
出
し
た
。

　「
思
考
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
思
考
の
過
程
を
何

度
も
振
り
返
る
試
行
錯
誤
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
振
り
返

り
が
で
き
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
た
こ
と
を
書
き

留
め
、
思
考
の
跡
を
残
し
て
お
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

11 :50 11:30各グループの発表 グループワーク

ホワイトボードに各グループで話し合った定義を記入し、代表
者がそれを読み上げる。それを聞いて、どんなものを定義して
いるのかをクラス全体で考え、定義として妥当かを議論した。

自分のマークのつけ方が読解を深めるものになっているか、
生徒は隣同士でマークのつけ方をチェックする。その後、こ
とばによってものを定義することの意味を説明した本文の内容
を実感するために、３～4人のグループになり、「辞書」「カー
テン」「制服」「消しゴム」「時計」など、身近なものを１つ選び、
定義を考えるグループワークを行った。

思
考
力
を
高
め
る
た
め
に
、

思
考
の
過
程
を
何
度
も
振
り
返
ら
せ
る

精
読
に
よ
る
内
容
理
解
が

思
考
を
広
げ
る
支
え
に
な
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

うまく表せなかったり、ことば不足に気づいたりと苦労しまし
たが、みんなで話し合うことで１つの定義にまとめられました。

生徒の
声
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消
し
ゴ
ム
を
使
わ
せ
な
い
の
も
、思
考
の
過
程
を
リ
セ
ッ

ト
さ
せ
な
い
た
め
に
で
す
」

　
プ
リ
ン
ト
を
貼
っ
た
ノ
ー
ト
の
下
部
に
は
空
白
を
設

け
、
生
徒
は
自
分
の
思
考
の
過
程
を
記
録
し
て
い
く
。

　
本
文
で
は
、「
も
の
の
定
義
に
は
、
外
見
的
・
具
体

的
な
特
徴
に
加
え
、
人
間
側
の
要
素
と
い
う
２
つ
の
条

件
が
必
要
だ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
条
件
を

満
た
し
た
定
義
と
な
っ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
、「
時
計
」の
定
義
は
、「
人
が
時
間
を
知
り
た
い

時
に
見
る
、
小
学
生
で
も
分
か
る
生
活
に
必
要
な
も
の
」

と
、人
間
側
の
要
素
に
偏
っ
て
い
た
。
三
浦
先
生
が
筆

者
の
考
え
に
立
ち
戻
っ
て
書
き
直
す
よ
う
伝
え
る
と
、

「
長
針
と
短
針
が
あ
り
、
人
が
時
間
を
知
り
た
い
時
に

見
る
も
の
」
と
、
よ
り
客
観
性
の
高
い
定
義
と
な
っ
た
。

　
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
で
は
、筆
者
が
考
え
る
「
こ

と
ば
」
の
定
義
を
１
２
０
字
程
度
で
書
く
宿
題
を
課
し

た
。

　「
ほ
か
の
授
業
で
も
、
学
ん
だ
こ
と
の
本
質
を
１
０
０

〜
１
２
０
字
程
度
で
整
理
す
る
よ
う
な
課
題
を
出
し
て

い
ま
す
。
根
拠
や
前
提
な
ど
を
丁
寧
に
追
っ
て
結
論
を

書
く
と
、
そ
の
程
度
の
文
字
数
が
必
要
で
す
」

　
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
は
提
出
さ
せ
、
必
ず
三
浦

先
生
が
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
返
却
す
る
。そ
の
後
、書
き

直
し
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
常
に
よ
り
よ
い
文
章
が
書
け

る
よ
う
促
す
。

　
今
回
の
授
業
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
た
が
、
そ

れ
は
、
生
徒
個
別
の
活
動
に
す
る
と
時
間
内
に
定
義
を

完
成
で
き
る
生
徒
が
少
な
い
と
踏
ん
だ
か
ら
だ
。

　「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
役
割
を
持
ち
、
考
え
を
深
め

合
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
と
ば
を
定
義
す
る
活
動
が
で
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
三
浦

先
生
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
役
割
を
観
察
し
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
の
役
割
に
固
定
化
が
見
ら
れ
た
場
合
、
活
動

が
一
段
落
し
た
ら
、
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
る
こ
と
も

想
定
し
て
い
た
。

　
今
回
の
活
動
で
は
、
定
義
を
考
え
る
に
あ
た
り
、「
ま

ず
形
状
を
こ
と
ば
に
し
よ
う
。
次
に
用
途
を
考
え
よ
う
」

な
ど
と
話
し
合
い
を
方
向
づ
け
る
生
徒
、
そ
れ
を
受
け

生徒は読解を進めながら考えたことや疑問をメモし、それ
を思考の過程の振り返り材料とする。三浦先生は黒板に板
書をせず、生徒自身に思考をさせることにこだわる。

12:00

本文の内容を振り返り、改めて気づきを促すきっかけとするた
め、筆者の考える「ことば」を120 字程度で定義するといっ
た設問を含むリフレクションシートを配布し、各自に宿題とし
て取り組ませた。「分かったこと」「分からなかったこと」の
記入欄もあり、それらの内容は三浦先生がまとめて、後日、
全体で共有する。

1 1:55

全グループの発表が終わると、三浦先生は本文の内容に立ち
戻るように指示。筆者が考えるものを定義する条件として、「外
見的・具体的な特徴」「人間側の要素」の２つが必要とされて
いることを踏まえて、グループで再度定義させた。

リフレクションシートの記入 グループごとに書き直す

グループで改めて話し合い、２つの条件をしっかり考え
て入れると、客観的な定義になると気づきました。

生徒の
声

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
役
割
を
観
察
し
、

ワ
ー
ク
を
活
性
化
さ
せ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
く
生
徒
が
見
ら
れ
た
。
考
え

を
１
つ
に
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
も

あ
っ
た
が
、
話
し
合
い
を
何
と
か
前
に
進
め
ら
れ
て
い

た
の
で
、
今
回
は
メ
ン
バ
ー
の
変
更
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
実
践
を
通
し
、
生
徒
の
思
考
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
力
や
書
く
力
は
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後

の
課
題
は
、
生
徒
の
思
考
の
深
ま
り
を
明
確
に
捉
え
る

評
価
方
法
の
確
立
だ
。
三
浦
先
生
は
、
定
期
考
査
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
羅
生
門
」
の
単
元
で
は
、
所

与
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
主
人
公
の
心
情
の
変
化
を

図
式
化
さ
せ
る
問
題
を
出
し
た
。

　「
図
式
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
ど
れ
だ
け
的
確
に
理
解
で

き
て
い
る
の
か
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

は
『
定
期
考
査
を
通
し
て
、
生
徒
の
力
を
深
め
る
』
と

い
う
観
点
が
弱
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
問
題
を

解
く
こ
と
自
体
が
、
生
徒
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
今
後
も
、
指
導
と
評
価
の
改
善
を
重
ね
て
、
生
徒
の

言
葉
の
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
国
語
科
教
員
と
し

て
の
自
身
の
役
割
だ
と
、
三
浦
先
生
は
語
る
。

　「
多
様
な
人
と
一
緒
に
生
き
て
い
く
中
で
、
自
分
の
思

い
が
相
手
の
心
に
響
く
よ
う
に
伝
え
る
力
を
育
て
る
教

科
が
国
語
で
す
。
そ
の
力
は
、
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
役
立
ち
、
武
器
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

学習内容
自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための指導内容 教師による
発問・働きかけの内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

意味段落３を
読み解く

•本文を的確に読むス
キルを習得する。

•本文に書き込みをし
ながら、関連づけて
読む。

• 技能
•思考力
• 判断力
•主体性

【教師】
•黒板に提示した本文を、生徒と同時に
読む。ある程度スピードを意識しながら読
む。一文ごとに丁寧に読む（縦）と同時に、
文章間の関係を捉える読み（横）を並行し
て進めていく。

【生徒】　
•キーワードを的確に捉える。
• 読み取った内容を可視化できるように
マークを書き込む。

•「『机』の例はどこ
ま で か、 抽 象 論 に
戻った箇所はどこか」

•「こう考えてみると」
「そこで」などのつな
ぎの言葉に留意する
よう働きかける。

• 生 徒 がただ作
業的に読 んでい
ないか注意する。

具体例の
分析・深化

• 形式段落○22 ～○26 の
「机」の定義について
考える。

• 形式 段 落 ○27 ○28 か
ら帰納的に具体例を
読み解く。

•身近な例を１つ挙げ、
グループワークを行
う。

•思考力
• 判断力
• 表現力
• 協働性

【教師】
•４人１組のグループワークを指示する。
•「物差し」「辞書」「下敷き」など教室内
にある身近なものを定義するよう指示す
る。

【生徒】　
• 実際にものを手に取りながら、多様な
見方を出し合う。
•出た意見を的確かつ簡潔にまとめ、発
表する。
•「机」はどのような観点から定義される
のかを理解する。
•「人間側の要素」と意味段落２の「こと
ばは世界認識の手がかり」という内容を
つなげる。

•「『人間の外側に存
在するものの持つ多
くの性質』とは『机』
の例ではどういった
性質か、またそれと
は対比的な内容はど
のように表現されて
いるか」

•本文を手がかりに
定義づけを行うよう
促す。

•グループワーク
に慣れているが、
固定的な役割意
識が出始めてい
るので、適宜メン
バーの入れ替えを
検討する。

意味段落４を
読み解く

•本文を的確に読むス
キルを習得する。

•本文に書き込みをし
ながら、関連づけて
読む。

•「ことばとは～」とい
う書き出しで記述をす
る。

• 技能
•思考力
• 判断力
• 表現力
•主体性

【教師】
• 生徒と同時に本文を読み、思考を働か
せながら読むよう指示する。
•キーワードを的確に捉えるよう促す。
• 縦に読みながらも横に読むことを意識さ
せる。
•「ことばとは～」という書き出しで120 字
程度で記述をするように指示する。

•「ことばとは～」の
後に続く内容をいく
つか挙げることから
考えるように働きかけ
る。

•本文全体を踏まえ
た記述を促す。

• 抽象的概 念的
な語 句につまず
いていないかを
確認する。

•「ことばとは～」
に続く表 現が出
ているか、一人ひ
とりを見て回る。

＊三浦先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】国語・国語総合（現代文）
【分野・単元】　評論
【テーマ・作品】　「ものとことば」（鈴木孝夫）

【設定時数】３時間中の３時間目	
【本時全体の目標】 具体例を的確に読み取り、結論につなげる

指
導
と
評
価
の
改
善
を
重
ね
て
、

言
葉
の
力
を
高
め
て
い
く

成
果
と
課
題
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茨
城
県
・
私
立
大た

い

成せ
い

女
子
高
校
は
、「
社
会
に
役
立

つ
女
性
の
育
成
」
を
目
指
し
て
創
設
さ
れ
た
、
茨
城
県

内
で
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
私
立
高
校
だ
。
２
０
０
９

年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
普
通
科

の
指
導
改
善
に
着
手
し
、
段
階
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
改
革
元
年
で
あ
る
10
年
度
に
は
、
２
つ
の
取
り
組
み

を
始
め
た
。
１
つ
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
部
活
動
を
両

立
さ
せ
や
す
い
環
境
の
整
備
だ
。
当
時
の
普
通
科
で
は
、

特
進
コ
ー
ス
と
進
学
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
た
。
特
進

コ
ー
ス
で
は
、
様
々
な
進
路
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
進

路
意
識
の
向
上
を
図
り
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
を
中
心
に

進
学
実
績
を
上
げ
て
い
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
く
が

校訓として、「誠実・協和・勤勉」
を掲げる。普通科・家政科・看
護科があり、看護科では、看護
科３年・専攻科看護科２年を合
わせた５年一貫教育を行う。部
活動も盛んで、吹奏楽部やバレー
ボール部などが、県代表として
上位大会に出場している。

設立 １９０９（明治４２）年

形態 全日制／普通科・家政科・看護科（５年制）／女子校

生徒数 １学年約２３０人

２０１７年度進路実績（現浪計）　国公立大は、釧路公立大、筑波大に
２人が合格。私立大は、駒澤大、日本大、立教大などに延べ３９人が合
格。短大、専門学校進学６９人。就職２０人。

住所 〒３１０ー００６３　茨城県水戸市五軒町３ー２ー６１

電話 ０２９ー２２１ー４８８８

Web site http://www.taisei.ac.jp/jp/tghs/

No.237

P R O F I L E

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
部
活
動
の
両
立
を

目
指
し
、
第
１
期
の
改
革
に
着
手

学
校
設
定
教
科
を
通
し
て

生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
設
計
を
支
え
、

主
体
的
な
進
路
意
識
を
醸
成

茨
城
県
・
私
立
大た

い

成せ

い

女
子
高
校

キ
ャ
リ
ア
教
育

変革のステップ

• 創立１００周年を機に、生徒の進路意識の向上を目
指して、普通科における指導改善に着手

背景と課題

実践内容

成果と展望

•キャリア教育と部活動の両立　２０１０年度、放課
後に実施していた進路プログラムを、正課に組み込
み、部活動と両立しやすい環境を整えた

•「総合的な学習の時間」の刷新　１０年度、社会で必
要なスキルの育成を目指し、企業や各種団体と連携
した体験活動などを「総合的な学習の時間」に導入

•学校設定教科「キャリアデザイン科」の設置　１６
年度、学校設定教科「キャリアデザイン科」を設置。
地域と連携しながら、アクティブ・ラーニングを取
り入れた探究活動を充実させ、進路意識の向上と、
希望進路先で求められる専門スキルの育成を図る

•「キャリアデザイン科」への教師の意識が高まり、
積極的に取り組みのアイデアが出るようになった

•生徒のコミュニケーション能力や進路意識が向上
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放
課
後
に
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
特
進
コ
ー
ス
の
生
徒

は
部
活
動
に
遅
れ
て
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一

方
、
進
学
コ
ー
ス
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
よ
り
充
実

さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
コ
ー
ス

制
を
廃
止
し
、
進
路
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
各
教
科
・
科
目

の
授
業
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
と
い
っ
た
正
課

に
組
み
込
ん
だ
。
例
え
ば
、
外
部
講
師
を
招
い
て
行
っ

て
い
た
特
別
講
義
は
、
各
教
科
・
科
目
の
担
当
教
師
が
、

生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
講
師
を
選
び
、
年
１
回
、
自

分
の
授
業
に
招
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

コ
ー
ス
制
に
戻
っ
た
現
在
も
、
特
別
授
業
「
コ
ロ
キ
ウ

ム
」
と
な
り
継
続
し
て
い
る
。

　
も
う
１
つ
の
取
り
組
み
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
の
内
容
の
刷
新
だ
。
地
域
や
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
卒
業
後
に
必
要
な
教
養
や
ス
キ
ル
の
育
成
に

力
を
注
げ
る
よ
う
、「
ベ
イ
シ
ス
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
学
習
を
導
入
し
た
。
１
年
次
に
は
「
女
性
と
し
て
の

私
」、２
年
次
に
は「
国
際
社
会
と
私
」、３
年
次
に
は「
社

会
で
活
躍
す
る
私
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
域
の
企
業
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
新
聞
の
活
用
法
や
金
銭
教
育
、
企
業
見
学
、
海
外

か
ら
の
留
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
進
め
た
。
そ
し
て
、

こ
の
「
ベ
イ
シ
ス
」、
前
述
の
「
コ
ロ
キ
ウ
ム
」、
大
学

の
学
部
・
学
科
な
ど
の
進
路
情
報
の
提
供
や
調
べ
学
習

を
行
う
「
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
、「
大
成
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
３
本
柱
と
位
置
づ
け
た
。

　
寺
門
恵
子
教
頭
は
、
こ
う
し
た
第
１
期
の
改
革
の
成

果
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
部
活
動
も
勉
強
も
頑
張
り
た
い
と
い
う
、
意
欲

的
な
入
学
者
が
増
え
ま
し
た
。
単
に
進
学
実
績
を
追

う
だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
、
卒
業
後

の
進
路
を
し
っ
か
り
考
え
な
が
ら
、
部
活
動
に
も
打

ち
込
ん
で
い
る
姿
が
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
た

め
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　「
ベ
イ
シ
ス
」
は
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
、
社
会
へ

の
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
す
る
半
面
、
課
題
も
あ
っ
た
と
、

学
習
指
導
部
部
長
の
森
聖
子
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
体
験
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
生
徒
が
大
き
な
刺
激

を
受
け
た
こ
と
は
、
事
後
の
レ
ポ
ー
ト
な
ど
か
ら
う

か
が
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
全
員
が
実
際
の
進
路
選

択
や
学
習
意
欲
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
与
え
ら
れ
た
活
動
だ
け
で
は

ど
う
し
て
も
受
け
身
に
な
り
、
一
時
的
な
感
動
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
と
感
じ
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、「
ベ
イ
シ
ス
」
は
15
年
度
入
学
生
（
現
３

年
生
）
の
卒
業
と
と
も
に
終
了
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

し
て
、
生
徒
自
身
が
主
体
的
に
参
加
し
、
深
く
考
え

る
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
地
域
貢
献
や
女
性
の
生
き

方
と
い
う
視
点
を
さ
ら
に
強
化
し
た
い
と
い
う
思
い
の

下
、
次
な
る
改
革
へ
と
踏
み
出
し
た
。

　
第
２
期
の
改
革
は
、
16
年
度
以
降
の
入
学
生
を
対
象

と
す
る
学
校
設
定
教
科
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
」
を

新
設
し
て
本
格
化
し
た
。
こ
れ
は
、
３
年
間
を
通
し
て
、

女
性
と
し
て
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
追
究
や
、
キ
ャ
リ

ア
の
主
体
的
な
設
計
・
実
現
を
目
指
し
、
地
域
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
行
う
教
科
だ
。
準
備
は
15
年
度
に
始

め
、
森
先
生
や
、
入
試
広
報
部
副
部
長
の
糸
川
明
子
先

生
、
教
務
部
副
部
長
の
鈴
木
博
之
先
生
ら
、
第
１
期
か

ら
改
革
に
携
わ
っ
て
き
た
教
師
に
、「
ベ
イ
シ
ス
」
の

担
当
者
ら
を
交
え
た
計
10
人
で
、
取
り
組
み
内
容
の
詳

細
や
教
材
な
ど
を
選
定
し
、
具
体
化
さ
せ
て
い
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
次
の
通
り
だ
（
Ｐ
．32
図
１
）。

　
１
年
次
の「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
・Ａ
」で
は
、キ
ャ

リ
ア
設
計
の
考
え
方
や
方
法
を
学
ん
で
い
く
。
職
業
や

自
分
の
生
き
方
、
課
題
の
発
見
と
解
決
方
法
を
考
え
た

り
、
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
と
直
接
話
を
す
る
場
を
設

け
た
り
と
、
そ
の
内
容
は
多
彩
だ
。
３
学
期
に
は
、
２

日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
、「
働
く
と
は
ど

学
校
設
定
教
科
を
新
設
し
、生
徒
の

キ
ャ
リ
ア
の
主
体
的
な
設
計
を
支
援

茨
城
県
・
私
立
大
成
女
子
高
校

鈴
木
博
之
　す
ず
き
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
教
務
部

副
部
長
。「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
己
肯
定
感
を
持

て
る
場
面
を
つ
く
り
た
い
」

茨
城
県
・
私
立
大
成
女
子
高
校

森
　聖
子
　も
り
・
せ
い
こ

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
学
習
指

導
部
部
長
。「
何
事
も
全
力
を
尽
く
し
、
学
ぶ
こ
と

を
と
も
に
楽
し
み
、
未
知
に
挑
戦
す
る
」

茨
城
県
・
私
立
大
成
女
子
高
校

糸
川
明
子
　い
と
か
わ
・
あ
き
こ

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。
入
試

広
報
部
副
部
長
。「
生
徒
た
ち
の
長
所
は
も
ち
ろ
ん
、

短
所
も
生
か
せ
る
よ
う
な
指
導
を
目
指
し
て
い
る
」

茨
城
県
・
私
立
大
成
女
子
高
校
教
頭

寺
門
恵
子
　て
ら
か
ど
・
け
い
こ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
36
年
目
。「
他
か

ら
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
を
常
に
忘
れ
ず
に
い
た
い
」
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う
い
う
こ
と
か
」
を
体
験
す
る
。

　
取
り
組
み
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
重
視
し
、
手
帳
を
使
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
指
導
も
開
始
し
た
。
起
床
・
就
寝
・

勉
強
開
始
時
刻
や
連
絡
事
項
な
ど
の
記
入
の
有
無
を
教

師
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
点
数
化
し
、
成
績
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。
次
第
に
、
定
期
考
査
や
部
活
動
の
大
会
と
い
っ

た
目
標
を
意
識
し
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
生

徒
が
多
い
と
い
う
。
鈴
木
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「
目
標
か
ら
逆
算
し
て
計
画
を
立
て
る
力
は
、
大

学
入
試
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
必
要
と

な
り
ま
す
。
今
後
は
、『C

lassi

』（
＊
１
）
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
機
能
を
活
用
し
、
学
習
時
間
や
成
績
を
グ

ラ
フ
化
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
す
。
自
分
の
計
画
が

視
覚
的
に
捉
え
や
す
く
な
れ
ば
、
生
徒
へ
の
さ
ら
な

る
意
識
づ
け
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
２
・３
年
次
の
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ
・Ｂ
」
で
は
、

「
保
育
・
幼
児
教
育
」「
看
護
・
医
療
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
」「
ア
ー
ト
表
現
」「
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
５

つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
、
生
徒
が
自
分
の
興
味
や
志
望

に
基
づ
い
て
１
つ
を
選
び
、
探
究
学
習
に
取
り
組
む
。

選
択
理
由
が
曖
昧
な
生
徒
に
は
、
各
フ
ィ
ー
ル
ド
の
担

当
教
師
が
面
談
を
行
い
、
生
徒
の
興
味
や
将
来
の
目
標

な
ど
が
フ
ィ
ー
ル
ド
の
趣
旨
と
本
当
に
合
致
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
探
り
、
ふ
さ
わ
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
が
別
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
再
考
を
促
す
。

　「
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
希
望
し
て
い
る
生
徒
で
も
、

『
人
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
』『
自
分
の
力
を
試
し
た

い
』
と
い
っ
た
、
や
り
た
い
こ
と
の
本
質
的
な
部
分

で
は
志
向
が
異
な
り
ま
す
。
適
切
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を

選
択
で
き
る
よ
う
、
面
談
で
生
徒
の
内
面
を
掘
り
下

げ
て
い
ま
す
」（
鈴
木
先
生
）

　「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
」
の
新
設
時
に
は
、
専
門

性
が
高
く
な
る
２
・
３
年
次
の
取
り
組
み
を
い
か
に
充

実
さ
せ
る
か
が
、
最
大
の
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

各
フ
ィ
ー
ル
ド
の
専
門
家
や
機
関
に
内
容
の
監
修
を
依

頼
し
、
講
座
や
実
習
な
ど
で
も
連
携
を
図
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、
観
光
や
福
祉
と
い
っ
た
、
人

と
接
す
る
職
業
の
志
望
者
に
向
け
た
「
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
」
で
は
、
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
の
小お

原ば
ら

規の
り

宏ひ
ろ

准
教
授
の
監
修
に
よ
り
、
観
光
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

と
は
何
か
を
学
ぶ
。
さ
ら
に
、
水
戸
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を

担
う
「
水
戸
の
梅
大
使
」
の
経
験
者
か
ら
、
笑
顔
や
挨

拶
を
始
め
と
す
る
「
お
も
て
な
し
」
に
必
要
な
ス
キ
ル

を
学
び
、
そ
れ
を
、
偕
楽
園
の
園
内
ガ
イ
ド
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
実
践
す
る
。
ま
た
、
自
ら
が
地
域
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
人
材
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
「
地
域
デ
ザ

イ
ン
」
で
は
、
商
品
開
発
な
ど
を
通
し
て
学
校
と
地
域

を
結
ぶ
活
動
を
行
う
一
般
社
団
法
人
「i.club

」
の
監

修
に
よ
り
、
県
内
の
物
産
を
用
い
た
新
商
品
の
開
発
に

挑
戦
す
る
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
置
す
る
準
備
と
し

て
、15
年
度
か
ら
２
年
間
、森
先
生
を
顧
問
と
す
る
「
探

「キャリアデザイン科」のプログラム図１

１年次　「キャリアデザインⅠ・Ａ」

概要
４～５人のグループワークを中心に、課題発見・解決力の
育成、自己管理の習慣化、職業理解の深化、キャリア形成
などを図る。

主な
取り組み

• 手帳によるスケジューリング（ＰＤＣＡの習慣化）
• インターンシップ（２日間）
• 職業や自分の生き方などを考えるプログラム　など

２・３年次　「キャリアデザインⅡ・Ｂ」

概要 探究学習を通して、主体的・対話的で深い学びを実現。

主な
取り組み

保育・幼児教育フィールド
監修者◎茨城女子短期大学保育科
• 幼稚園・保育園での定期的な体験実習
• 幼児安全法講習　など

看護・医療フィールド
監修者◎同校看護科
• 病院での体験学習
• 医療職ガイダンス　など

ホスピタリティフィールド
監修者◎茨城大学人文社会科学部の小

お

原
ばら

規
のり

宏
ひろ

准教授
•ホテルや高齢者施設などでの体験学習
• インターンシップ　など

アート表現フィールド
監修者◎専門学校　文化デザイナー学院
• デザイン・イラストの基本実習
•コンピューターグラフィックスの実習　など

地域デザインフィールド
監修者◎一般社団法人 i.club
• 地域の魅力を再発見するフィールドワーク
• 地域の産品を使った新商品の開発　　など

＊学校資料を基に編集部で作成

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ 株式会社が提供する、 学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。

２
年
次
以
降
は
、
将
来
を
見
据
え
て

専
門
性
の
向
上
を
図
る
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究
部
」
と
い
う
部
活
動
を
設
け
、i.club

の
協
力
の
下
、

地
元
企
業
と
協
働
で
、
干
し
芋
を
用
い
た
「
ほ
し
い
も

グ
ラ
ノ
ー
ラ
」
の
開
発
・
販
売
を
実
現
さ
せ
た
。

　「『
地
域
デ
ザ
イ
ン
』
は
、
教
師
・
生
徒
両
方
に
と

っ
て
難
易
度
の
高
い
取
り
組
み
な
の
で
、
ま
ず
は
部

活
動
と
し
て
始
め
て
み
て
、
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
し
て

か
ら
授
業
を
始
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
試
行
錯
誤

の
連
続
で
し
た
が
、
地
元
企
業
と
の
交
流
か
ら
、
地

域
に
は
『
子
ど
も
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
』
と
い

う
方
が
想
像
以
上
に
多
い
と
気
づ
き
、
地
域
と
協
働

す
る
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」（
森
先
生
）

　
16
年
度
入
学
生
（
現
２
年
生
）
は
、
１
学
期
に
、
商

品
開
発
や
ア
イ
デ
ア
の
発
想
法
を
学
ん
だ
後
、「
ほ
し

い
も
グ
ラ
ノ
ー
ラ
」
の
新
風
味
を
試
作
し
、
協
働
す
る

企
業
に
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
。
２
学
期

以
降
は
、
独
自
の
新
商
品
の
開
発
・
販
売
を
目
指
す
。

　「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
」
で
は
、
１
・
２
年
次
を
通

し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
１
年
次
で
は
４
〜
５
人
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

中
心
と
し
、
生
徒
が
主
体
的
に
役
割
分
担
を
決
め
て
、

活
動
に
取
り
組
む
。
そ
う
し
た
中
で
、
自
分
の
考
え
を

的
確
に
表
現
す
る
力
が
養
わ
れ
て
い
く
と
い
う
。
２
年

次
で
は
、
取
り
組
み
で
得
た
気
づ
き
や
学
び
を
言
語
化

す
る
機
会
を
定
期
的
に
設
け
て
お
り
、
そ
の
１
つ
で
あ

る
書
く
こ
と
に
よ
る
振
り
返
り
は
、
全
フ
ィ
ー
ル
ド
で

取
り
入
れ
て
い
る
（
図
２
）。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ご

と
の
工
夫
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

で
は
、
他
者
へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
習
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
の
振

り
返
り
と
し
て
、「
自
分
た
ち
の
経
営
す
る
美
容
室
に
、

認
知
症
の
患
者
が
家
族
に
つ
き
添
わ
れ
て
来
店
し
た
」

と
い
う
設
定
の
寸
劇
を
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
っ
た
。

糸
川
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
自
身
が
配
役
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
決
め
て
演

じ
る
こ
と
に
よ
り
、『
決
し
て
患
者
を
怒
っ
て
は
い

け
な
い
』
と
い
っ
た
、
講
習
で
身
に
つ
け
た
知
識
を

深
い
理
解
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。『
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
』
で
は
、
こ
う
し
た
寸
劇
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
行
い
ま
す
が
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
、
生
徒
は
ど
ん
ど
ん
主
体
性
を
増
し
て
積
極

的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
同
校
の
指
導
改
善
は
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
」

に
結
実
し
つ
つ
あ
る
。「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
」
へ

の
教
師
の
意
識
も
高
ま
り
、
会
議
な
ど
で
積
極
的
に
取

り
組
み
の
ア
イ
デ
ア
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
は
、

よ
り
多
く
の
教
師
が
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
」
の
授

業
を
行
え
る
よ
う
、
授
業
公
開
な
ど
も
積
極
的
に
進
め

て
い
く
予
定
だ
。
ま
た
、
生
徒
は
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
科
」
で
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
具
体
的

に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
進
路
選
択
に
際
し
て
も
、

自
分
の
志
望
を
順
序
立
て
て
明
言
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
、
大
学
進
学
実
績
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
も
、
今
後
の
目
標
の
１
つ
だ
。

　「『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
』
で
構
築
し
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
各
教
科
・

科
目
に
浸
透
す
れ
ば
、
全
校
体
制
で
の
指
導
改
善
は

よ
り
充
実
す
る
で
し
ょ
う
。
今
後
も
、
生
徒
の
姿
や

指
導
の
効
果
を
先
生
方
と
共
有
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
森
先
生
）

「キャリアデザインⅡ・Ｂ」の振り返り（例）図２

茨城県・私立大成女子高校

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
」
の
成
果
を
、

大
学
進
学
実
績
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

各フィールドで、活動ごとに「学習報告書」を作成し、学習内容を振り返るとともに、よかった点
や改善点、自己評価、次回の目標などを言語化する。

言
語
化
を
通
し
て
学
び
を
深
め
、

主
体
的
に
行
動
し
始
め
る
生
徒
た
ち

＊同校の資料を一部抜粋して掲載
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石
川
県
立
野の

の々

市い
ち

明め
い

倫り
ん

高
校
は
、
同
県
中
部
に
位
置

す
る
野
々
市
市
で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
県
立
高
校
だ
。

文
武
両
道
を
尊
ぶ
活
気
あ
る
学
校
と
し
て
、
地
域
か
ら

信
頼
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
学
年
ご
と
に
進
路
目
標

や
取
り
組
み
に
違
い
が
あ
り
、
進
学
実
績
も
学
年
に
よ

る
差
が
小
さ
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
積
極
的
に
上
位
の

大
学
を
目
指
そ
う
と
い
う
生
徒
の
進
路
意
識
に
課
題
が

あ
り
、
学
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
学
年
次
に

模
試
で
合
格
圏
内
と
判
定
さ
れ
た
、
地
元
の
私
立
大
学

に
目
標
を
定
め
て
し
ま
う
生
徒
も
い
た
と
い
う
。
そ
こ

で
、
２
０
１
４
年
度
入
学
生
の
学
年
か
ら
、
進
路
指
導

課
と
当
時
の
１
学
年
主
任
（
現
・
同
県
立
金
沢
西
高
校

校名は、金沢藩の藩校「明倫堂」
に由来する。校訓は「聡（さと）く、
正しく、逞（たくま）しく」。全
教室にプロジェクターを設置し、

ＩＣＴを活用したアクティブ・ラー
ニングに力を入れている。部活動
が盛んで、男子ソフトボール部な
どが全国大会で活躍している。

設立 １９８３（昭和５８）年

形態 全日制／普通科／共学

生徒数 １学年約２８０人

２０１７年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、
富山大、金沢大、名古屋大、富山県立大、石川県立大などに７４人が合格。
私立大は、青山学院大、明治大、立命館大などに延べ５３７人が合格。

住所 〒９２１ー８８３１　石川県野々市市下林３ー３０９

電話 ０７６ー２４６ー３１９１

Web site http://www.ishikawa-c.ed.jp/~meirih/

No.238

P R O F I L E

本
当
に
進
み
た
い
大
学
を
選
べ
る
よ
う
、

生
徒
の
視
野
の
拡
大
を
目
指
す

進
路
指
導
課
と
学
年
団
が

連
携
し
て
指
導
改
善
を
推
進
し
、

過
去
最
高
の
進
学
実
績
を
実
現

石
川
県
立
野の

々の

市い

ち

明め

い

倫り

ん

高
校

進
学
実
績
の
向
上

変革のステップ

• 学年ごとに目標や取り組みが異なり、大学進学実
績が安定しなかった

•生徒の進路意識に課題があった

背景と課題

実践内容

成果と展望

•「思考する授業」の推進　全教科・科目の授業にア
クティブ・ラーニングを導入した

•進路指導課と学年団の連携

• 全校体制で指導改善に取り組めるようになった

•生徒の進路意識や学力が向上し、進学実績が躍進

進路への意識づけ　生徒が広い視野を持ち、全国の大
学から進学先を選べるよう、進路プログラムを充実させた

模試データの活用　ベネッセの「進研模試」などのアセ
スメントの結果分析を強化し、指導改善に反映させた

国公立大学の個別学力検査対策を強化　３年次６月か
ら、最難関国公立大学志望者を対象に、全校体制で記
述・論述問題の添削指導を開始した
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主
幹
教
諭
）
が
連
携
し
、
指
導
改
善
を
推
進
し
始
め
た
。

　
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
１
年
次
で
の
進
路
意
識

の
向
上
だ
。
進
路
指
導
課
で
は
、「
国
公
立
大
学
志
望

者
の
割
合
を
学
年
の
80
％
に
す
る
」
と
い
う
目
標
を
打

ち
出
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
、
学

年
団
と
と
も
に
工
夫
し
た
。
例
え
ば
、
以
前
は
６
月
に

進
路
希
望
調
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
生
徒
が
全
国
の
大

学
・
学
部
や
そ
こ
で
学
べ
る
学
問
な
ど
に
つ
い
て
あ
る

程
度
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
学
び
た
い
学
問
の
方
向
性

を
十
分
に
考
え
て
か
ら
調
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
９

月
に
変
更
。
１
学
期
と
夏
季
休
業
期
間
を
通
し
て
、
進

路
説
明
会
や
大
学
・
学
部
調
べ
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、目
的
意
識
を
持
っ

て
文
理
選
択
に
臨
め
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
調
査
用
紙
も
改
編
。
選
択
肢
と
し

て
示
す
大
学
・
学
部
の
リ
ス
ト
を
、
県
内
や
近
隣
県
の

私
立
大
学
を
記
載
し
た
も
の
か
ら
、
全
国
の
国
公
立
大

学
を
中
心
と
し
た
も
の
へ
と
改
め
た
。
進
路
指
導
課
長

の
中
田
修
一
先
生
は
、
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
低
学
年
次
に
私
立
大
学
を
目
標
に
す
る
と
、
生

徒
は
力
を
入
れ
る
教
科
・
科
目
を
絞
っ
て
し
ま
い
、

結
果
的
に
一
層
進
路
選
択
の
幅
を
狭
め
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
進
級
・
卒
業
に
か
か
わ
る
教
科
の
学
習

が
疎
か
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
国
公
立

大
学
に
目
を
向
け
、
受
験
に
必
要
な
５
教
科
の
学
習

に
集
中
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
次
に
、
１
・
２
年
次
で
の
基
礎
学
力
の
完
成
を
目
指

し
、
学
習
指
導
も
工
夫
し
た
。
ど
の
生
徒
も
学
習
内
容

を
す
べ
て
理
解
で
き
る
授
業
を
目
指
し
て
指
導
の
質
の

向
上
を
図
り
、
効
率
よ
く
復
習
で
き
る
よ
う
、
週
末
課

題
の
問
題
を
精
選
し
た
。
ま
た
、
進
路
指
導
課
の
提
案

に
よ
り
、ベ
ネ
ッ
セ
の「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」や「
進

研
模
試
」
の
結
果
分
析
を
強
化
。
学
習
内
容
の
定
着
に

不
安
が
あ
る
生
徒
が
多
い
分
野
・
単
元
を
洗
い
出
し
、

指
導
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
特
に
課
題
が
見
ら

れ
る
教
科
・
科
目
で
は
、
進
路
指
導
課
か
ら
担
当
教
師

に
、
手
厚
く
解
説
し
て
ほ
し
い
分
野
・
単
元
を
具
体
的

に
示
し
な
が
ら
、
今
後
の
指
導
を
検
討
し
た
。

　「
最
初
に
率
先
し
て
行
動
す
る
教
師
が
い
る
か
ら

こ
そ
、
新
し
い
取
り
組
み
が
学
校
に
根
づ
い
て
い
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
提
案
者
で
あ
る
進
路
指
導
課
が
主

導
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
中
田
先
生
）

　
生
徒
に
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
受
験
日
の
放
課
後
に

自
己
採
点
し
、
ど
こ
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
は

な
ぜ
な
の
か
を
し
っ
か
り
見
直
す
よ
う
指
導
し
、
振
り

返
り
の
習
慣
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
担
任
は
採
点
用
紙

を
回
収
し
て
、
そ
れ
を
基
に
、
教
科
・
科
目
の
担
当
教

師
が
、
す
ぐ
に
結
果
の
分
析
に
着
手
す
る
こ
と
に
し
た
。

早
期
に
、
生
徒
の
課
題
を
反
映
さ
せ
た
指
導
を
行
う
た

め
だ
。
14
年
度
入
学
生
を
３
年
間
担
任
し
た
数
学
科
の

辻
将
太
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
進
路
指
導
課
か
ら
は
、
卒
業
生
の
成
績
推
移
か

ら
算
出
し
た
、
模
試
各
回
の
成
績
の
目
安
や
学
年
の

目
標
な
ど
も
示
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、

中
・
長
期
的
な
展
望
を
描
き
な
が
ら
、
目
の
前
の
生

徒
を
伸
ば
す
取
り
組
み
を
形
に
し
て
い
き
ま
し
た
」

　
主
体
的
な
学
習
集
団
の
形
成
も
１
年
次
か
ら
重
視

し
、
部
活
動
が
休
み
に
な
る
定
期
試
験
前
の
１
週
間
は
、

放
課
後
に
全
生
徒
が
教
室
で
自
主
学
習
を
行
う
。
学
習

し
や
す
い
よ
う
、
１
人
で
問
題
に
向
き
合
う
時
間
、
友

人
や
教
師
に
質
問
で
き
る
時
間
と
い
っ
た
区
切
り
を
設

け
た
。
当
初
は
、
私
語
を
す
る
生
徒
も
見
ら
れ
た
が
、

次
第
に
ど
の
生
徒
も
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
２
・
３
年
次
に
は
、「
エ
ク
シ
ー
ド
」
と
い
う
選
抜
ク

ラ
ス
を
、
文
系
・
理
系
に
１
つ
ず
つ
設
置
し
た
。
以
前

も
選
抜
ク
ラ
ス
を
設
け
る
学
年
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、

成
績
の
み
を
基
準
に
所
属
者
を
決
め
た
も
の
だ
っ
た

た
め
か
、
生
徒
は
選
抜
ク
ラ
ス
に
入
っ
た
こ
と
に
満
足

主
体
的
な
学
習
集
団
の
形
成
を
進
め
、

生
徒
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る
環
境
を
整
備

石
川
県
立
野
々
市
明
倫
高
校

辻
　将
太
　つ
じ
・
し
ょ
う
た

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。「『
10
対

10
』。
学
習
も
部
活
動
も
本
質
は
同
じ
。
ど
ち
ら
も

全
力
で
頑
張
ら
せ
た
い
」

石
川
県
立
野
々
市
明
倫
高
校

杉
本
憲
子
　す
ぎ
も
と
・
の
り
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
３
学
年

主
任
。「『
人
材
』
を
育
て
る
の
で
は
な
く
、『
人
間
』

を
育
て
る
」

石
川
県
立
野
々
市
明
倫
高
校

中
田
修
一
　な
か
た
・
し
ゅ
う
い
ち

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指

導
課
長
。「
教
育
に
関
す
る
す
べ
て
の
答
え
は
学
校
に

あ
る
。
生
徒
の
声
を
聞
く
た
め
、
常
に
現
場
に
立
つ
」

石
川
県
立
野
々
市
明
倫
高
校

竹
中
隆
司
　た
け
な
か
・
た
か
し

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
主
幹
教

諭
。
教
務
課
長
。「
教
師
の
仕
事
は
、
生
徒
の
底
知

れ
ぬ
可
能
性
を
引
き
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
」
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し
、
そ
の
後
の
学
習
意
欲
が
伸
び
悩
む
傾
向
が
見
ら
れ

た
。
そ
こ
で
、
エ
ク
シ
ー
ド
ク
ラ
ス
で
は
、
金
沢
大
学

以
上
の
難
易
度
の
大
学
を
志
望
す
る
成
績
上
位
者
の
中

か
ら
、
所
属
希
望
者
を
募
る
こ
と
に
し
た
。

　「
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
集
団
と
す
る
こ
と
で
、
高

い
志
望
を
抱
く
生
徒
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
一
層

前
向
き
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
他
ク

ラ
ス
の
生
徒
も
刺
激
を
受
け
、
学
年
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
、
ほ
か
の
ク
ラ

ス
に
は
『
打
倒
エ
ク
シ
ー
ド
ク
ラ
ス
』
を
目
標
に
頑

張
る
生
徒
が
出
て
く
る
な
ど
、
よ
い
意
味
で
競
い
合

う
雰
囲
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
」（
中
田
先
生
）

　
３
年
次
で
は
、
国
公
立
大
学
の
個
別
学
力
検
査
を
見

据
え
、記
述
・
論
述
問
題
対
策
を
強
化
し
た
。
４
月
に
は
、

全
生
徒
へ
の
意
識
づ
け
と
し
て
、
記
述
模
試
を
導
入
し
、

６
月
か
ら
は
、
旧
帝
大
な
ど
の
最
難
関
国
公
立
大
学
を

志
望
す
る
生
徒
を
対
象
に
、
各
教
科
・
科
目
の
個
別
添

削
指
導
を
始
め
た
。
進
路
指
導
課
で
は
、
全
教
師
に
添

削
指
導
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
教
科
内
で
話
し
合
っ

て
指
導
計
画
を
立
て
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
。
教
科
・
科

目
に
よ
っ
て
は
、
生
徒
が
互
い
の
頑
張
り
や
成
果
な
ど

を
共
有
す
る
場
を
定
期
的
に
設
け
、
学
習
意
欲
の
さ
ら

な
る
向
上
を
図
っ
た
。

　
以
前
は
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
に
重
点
を
置
き
、
そ
の

結
果
が
出
て
か
ら
、
記
述
・
論
述
問
題
対
策
を
本
格
化

さ
せ
て
い
た
が
、
個
別
学
力
検
査
で
の
得
点
が
伸
び
悩

む
生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
担
任
は
、
生
徒

が
対
策
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
把
握
し
、
対

策
を
希
望
す
る
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
各
教
科
・

科
目
の
担
当
教
師
に
対
策
を
依
頼
し
て
い
た
た
め
、
担

任
へ
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

　「
教
師
１
人
で
は
、
個
別
学
力
検
査
の
た
め
の
指

導
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
先
生
方
が
一
丸
と
な
れ
る
よ
う
、
体

制
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
」（
中
田
先
生
）

　
大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
思
考
す
る
授
業
」（
図
１
）
と
し
て
、
全
教
科
・
科
目

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
協
議
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
取
り
入
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。
特
に
重
視
す
る
の
は
、

生
徒
が
自
分
の
意
見
を
書
く
こ
と
だ
。
国
語
の
あ
る
授

業
で
は
、
毎
時
間
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
発
表
さ
せ
、

そ
の
内
容
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
表
示
し
、
そ
れ
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
記
述
を
振
り

返
り
、
思
考
を
深
め
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。
教
務
課

長
の
竹
中
隆た

か

司し

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
思
っ
た
こ
と
を
自
由
に
書
い
て
み
る
よ
う
に
伝

え
る
と
、
引
っ
込
み
思
案
な
生
徒
で
も
、
文
章
で
は

積
極
的
に
意
見
を
述
べ
ま
す
。『
書
く
』
を
中
心
に

据
え
る
こ
と
で
、
生
徒
の
授
業
へ
の
意
欲
を
引
き
出

せ
る
だ
け
で
な
く
、
個
別
学
力
検
査
対
策
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
の

は
、
各
教
科
・
科
目
の
若
手
教
師
を
中
心
に
20
人
ほ
ど

が
所
属
す
る
「
ア
ド
ホ
ッ
ク
・
チ
ー
ム
」
だ
。
メ
ン
バ
ー

が
「
思
考
す
る
授
業
」
を
積
極
的
に
公
開
す
る
と
、
生

徒
が
進
ん
で
発
表
し
た
り
、
真
剣
に
考
え
た
り
す
る
姿

を
目
の
あ
た
り
に
す
る
た
め
か
、
次
第
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
意
欲
的
に
な
る
教
師
が
増
え
て
い
っ
た

と
い
う
。
17
年
度
か
ら
は
、
全
教
師
が
行
っ
て
き
た
年

１
回
の
研
究
授
業
に
お
い
て
、
必
ず
「
思
考
す
る
授
業
」

を
実
践
し
、
そ
の
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
校
で
共
有
す

る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
、
事

後
の
検
討
会
の
資
料
に
用
い
る
。

　「
教
師
の
問
い
か
け
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
生
徒
の

思
考
は
深
ま
り
ま
す
。
研
究
授
業
や
検
討
会
を
通
し

て
、
そ
う
し
た
発
問
力
が
高
ま
れ
ば
、
授
業
が
一
層

充
実
し
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」（
竹
中
先
生
）

　
ま
た
、
生
徒
が
「
思
考
す
る
授
業
」
で
身
に
つ
け
た
、

書
く
力
や
話
す
力
な
ど
を
さ
ら
に
生
か
せ
る
よ
う
、
推

薦
入
試
の
指
導
改
善
に
も
力
を
注
ぎ
始
め
た
。
小
論
文
・

面
接
指
導
に
、
管
理
職
も
含
め
て
よ
り
多
く
の
教
師
が

か
か
わ
る
こ
と
に
し
、
生
徒
に
は
、「
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
に
は
合
否
を
必
ず
報
告
し
な
さ
い
」
と
伝
え
て

い
る
。
合
格
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
教
師
は
よ
り
よ
い
指

導
を
目
指
し
、
残
念
な
報
告
を
受
け
た
教
師
は
指
導
の

改
善
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　「
大
学
入
試
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
推
薦
入
試
の

変
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。所
定
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
、

根
拠
を
示
し
な
が
ら
反
論
し
た
り
、
主
張
を
展
開
し

た
り
す
る
力
の
育
成
が
一
層
必
要
に
な
っ
て
い
る
と

最
難
関
国
公
立
大
学
志
望
者
を
対
象
に
、

全
校
体
制
で
個
別
学
力
検
査
対
策
を
推
進

「
書
く
」を
中
心
に
、生
徒
の

考
え
を
深
め
る
「
思
考
す
る
授
業
」

36 Oc tober  2017

Q7-350-000 2017 年度VIEW21高校版 10月号 36頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
09/22
川井

再
念
校
09/27
川井

再
々
念
10/05
川井 − −/−

− − −/−
−

P34-37_view21koukou-10g.indd   36 17/10/05   10:38



実
感
す
る
教
師
を
増
や
し
、
指
導
改
善
へ
の
意
識
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
田
先
生
）

　「
思
考
す
る
授
業
」
で
育
成
を
目
指
す
力
は
、
簡
単

に
は
身
に
つ
か
な
い
た
め
、
そ
れ
を
支
え
る
取
り
組
み

を
２
つ
設
け
て
い
る
。
１
つ
は
毎
日
の
朝
学
習
で
、
１

年
次
に
新
聞
の
コ
ラ
ム
を
教
材
と
し
、
①
記
事
中
の
重

要
語
句
の
意
味
を
調
べ
る
↓
②
記
事
を
要
約
↓
③
記
事

の
感
想
を
書
く
↓
④
感
想
の
発
表
、
と
い
う
日
替
わ
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
朝
学
習
に
は
、
以

前
は
読
書
の
時
間
を
設
け
て
い
た
が
、
個
別
学
力
検
査

対
策
の
強
化
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進
に

応
じ
て
、
文
章
の
作
成
・
発
表
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　
も
う
１
つ
は
、
２
年
次
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
地
域
の
課
題
を
探
究
す
る
「M

eirin Glocal 
Project

」
だ
。
15
年
度
に
、
市
内
飲
食
店
と
の
新
メ

ニ
ュ
ー
の
共
同
開
発
や
、
商
店
街
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
と
い
っ
た
試
行
を
経
て
、
16
年
度
か
ら
本
格
化
し

た
。
同
年
度
２
年
生
（
現
３
年
生
）
は
、
同
じ
学
問
に

関
心
を
持
つ
者
３
〜
４
人
が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
近
隣

の
公
共
機
関
や
企
業
な
ど
を
訪
問
し
、
そ
の
進
化
・
発

展
の
プ
ロ
セ
ス
、
課
題
と
改
善
案
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
に

ま
と
め
て
発
表
し
た
。
こ
の
学
年
を
１
年
次
か
ら
担
当

す
る
３
学
年
主
任
の
杉
本
憲の

り

子こ

先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
答
え
の
な
い
問
い
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
生
徒

は
思
考
力
を
高
め
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
学
問

と
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
気
づ
き
、
そ
の
学
問
を
学

び
た
い
理
由
を
具
体
化
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
」

　
一
連
の
取
り
組
み
の
成
果
は
進
学
実
績
の
躍
進
に
結

び
つ
き
、
指
導
改
善
を
始
め
た
14
年
度
入
学
生
の
学

年
で
は
、
17
年
度
入
試
に
お
い
て
、
同
校
創
立
以
来
最

多
の
国
公
立
大
学
合
格
者
数
を
記
録
し
、
ま
た
、
複
数

の
旧
帝
大
現
役
合
格
者
を
輩
出
し
た
。
１
年
次
か
ら
進

路
へ
の
意
識
づ
け
を
重
ね
た
こ
と
が
、
高
い
目
標
に
挑

戦
し
続
け
る
姿
勢
に
つ
な
が
っ
た
。
個
別
学
力
検
査
で

し
っ
か
り
得
点
で
き
た
生
徒
も
多
く
、
記
述
力
や
思
考

力
の
向
上
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、「
思
考
す
る
授
業
」

で
は
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
生
徒
が
目
立
つ
。
グ
ル
ー

プ
協
議
な
ど
で
は
、
入
学
当
初
は
自
信
が
な
さ
そ
う
に

話
し
て
い
た
生
徒
も
、
次
第
に
堂
々
と
自
分
の
考
え
を

発
表
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
一
方
、課
題
は
、「
思

考
す
る
授
業
」
へ
の
目
的
意
識
や
取
り
組
み
方
に
、
学

年
や
教
科
・
科
目
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　「
統
一
し
た
指
針
の
下
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た

工
夫
を
行
え
ば
、
よ
り
効
果
的
な
指
導
が
実
現
す
る

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
３
年
間
の
各
時
期
の
目
標

や
力
を
入
れ
た
い
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
教
師

間
の
目
線
合
わ
せ
を
強
化
で
き
る
よ
う
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
作
成
を

検
討
中
で
す
」（
杉
本
先
生
）

　
14
年
度
入
学
生
の
学
年
の
取
り
組
み
は
以
後
の
学
年

に
継
承
さ
れ
、
進
路
指
導
課
と
の
連
携
の
下
、
さ
ら
な

る
発
展
が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
生
徒
自
身
が
３

年
間
の
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
ら

れ
る
「
人
間
力
」
の
育
成
を
視
野
に
入
れ
、
全
校
体
制

で
取
り
組
み
を
進
化
さ
せ
て
い
く
。

　「
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
は
時
代
と
と
も
に
変
化

す
る
た
め
、
指
導
改
善
は
絶
え
ず
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。大
学
入
試
改
革
が
進
む
現
在
で
あ
れ
ば
、

我
々
教
師
に
は
、
な
お
さ
ら
指
導
の
課
題
を
早
期
に

把
握
し
、
解
決
す
る
力
が
必
要
で
す
。
生
徒
の
成
長

と
自
己
実
現
の
た
め
に
、
今
後
も
先
生
方
と
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
田
先
生
）

石川県立野々市明倫高校

進
路
目
標
を
高
く
持
ち
、

挑
戦
し
続
け
る
生
徒
た
ち

地
域
の
課
題
へ
の
探
究
を
通
し
て
、

学
問
と
社
会
と
の
関
連
を
意
識
さ
せ
る

「思考する授業」

Meirin Glocal Project
（総合的な学習の時間） 朝学習の時間

発問 グループ協議

問いを理解する 書き出す 整理する まとめる

発表 自分でまとめる自分で思考

「思考の素材作り」

２０１７年度「思考する授業」の概念図図１

＊学校資料を基に編集部が一部改編
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北
海
道
旭
川
東
高
校
で
は
、
月
に
１
回
程

度
、
希
望
者
に
対
し
て
、
卒
業
生
を
中
心
と

し
た
大
学
生
や
地
域
で
活
躍
す
る
社
会
人
に

よ
る
進
路
講
演
会
（
学
び
の
フ
ロ
ー
ラ
）
を

放
課
後
に
実
施
し
て
い
る
。
多
様
な
人
生
観

に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
身
の
進
路
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。
た
だ
、

現
状
の
感
想
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
記
入
用
紙
で
は
、

「
講
演
は
面
白
か
っ
た
」
と
そ
の
場
の
満
足
感

を
記
入
す
る
だ
け
の
生
徒
も
い
て
、
具
体
的

な
行
動
、
変
化
を
生
む
た
め
に
必
要
な
深
い

振
り
返
り
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
花
尻
先
生

は
感
じ
て
い
る
。
今
回
は
、
他
者
と
自
分
を

照
ら
し
合
わ
せ
、
自
身
の
生
き
方
に
対
す
る

考
え
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
用
紙
を
開

発
す
る
こ
と
が
、
検
討
会
の
テ
ー
マ
だ
。

検討メンバー

平成２９年度学びのフローラ　感想・メッセージ記入用紙

年　　　組　　　番 名前

自己評価

松竹梅のどれかに○をつけよう。
松　社会に出て働いている自分を明確にイメージするこ
とができた。

竹　社会に出て働いている自分をイメージすることにワ
クワクしてきた。

梅　社会に出て働いている自分をなんとなくイメージす
ることができた。

この場で初めて
知ったこと・

これからしようと
思ったこと

講師の方に
メッセージ

北海道旭川東高校
花尻健明先生提供
「全学年
進路講演会　振り返りシート」

Before

改良！指
導ツール

北海道旭川東高校　

花尻健明
はなじり・たけあき

群馬県立下
しも

仁
に

田
た

高校

高橋真人
たかはし・まさと

埼玉県立浦和高校

岡本眞一郎
おかもと・しんいちろう

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、社会人講話などの進路講演会で、生徒が考えを深め、
整理するための「進路講演会　振り返りシート」について検討する。

具
体
的
な
行
動
に
つ
な
が
る

モ
ヤ
モ
ヤ
感
に
向
き
合
わ
せ
た
い

「面白かった」といった感想
レベルにとどまり、自己理解
などにつながる深い振り返り
にならないことがある
他者の生き方・考え方を自分
と結びつけたり、比較したり
することで、高校生活の中で
できること、すべきことを考
えさせたい

課題

ツール 提供者

1

2
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　最
初
に
、
自
分
の
価
値
観
や
経
験
を
基
に

共
感
で
き
た
こ
と
、
違
う
と
思
っ
た
こ
と
を

書
か
せ
る
こ
と
で
、
講
演
内
容
を
自
分
に
引

き
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
講
演
が
面
白
か
っ
た
か
ど
う
か
だ

け
で
な
く
、
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
が
期
待

で
き
る
。
ま
た
、
地
域
を
始
め
と
す
る
社
会

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
講
師
も
多
く
、
生

徒
も
地
域
活
性
化
な
ど
の
社
会
課
題
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
た
め
、
ど
ん
な
社
会
課
題
に

か
か
わ
っ
て
み
た
い
か
、
高
校
生
活
で
取
り

組
め
そ
う
な
こ
と
は
何
か
を
書
か
せ
て
、
将

来
の
自
分
と
今
の
自
分
を
接
続
し
て
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
。
な
お
、「
社
会
に
出
て
働

い
て
い
る
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
か
」
と

い
う
問
い
は
、
進
路
講
演
会
だ
け
で
実
現
で

き
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
削
除
し
た
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

平成２９年度　進路講演会　振り返りシート

年　　　組　　　番 名前

講師の方の生き方、
考え方で

共感できたこと・
自分とは違うと
思ったこと

講演を通して
知った社会

（地域、世界）の課題、
将来取り組んで
みたい社会の課題

講演をきっかけに、
高校生活で
取り組もうと

思ったり、変えようと
思ったりしたこと

講師の方への
メッセージ

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロード
できます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

進路講演会　振り返りシート全学年

他
者
と
自
分
を
照
ら
し
合
わ
せ
、

「
将
来
↓
今
」の
順
に
考
え
さ
せ
る

1

2

講師の生き方・考え方で、
共感できたこと、
違うと思ったことを整理させる
講師の話を自分の価値観や経験と
照らし合わせながら整理させること
で、聞いたことを深く理解させる。

将来取り組みたいことや、
今できること、すべきことを
考えさせて今後につなげる
講師の話から世界観がどのように広
がったかなどを言語化させ、そこで
の気づきによって日々の高校生活を
どのように変えていけるかを考えさ
せる。

After

1

2

改良ポイント
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改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
講
演

会
の
ね
ら
い
を
改
め
て
確
認
し
、そ
れ
に
沿
っ

た
用
紙
と
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
旭
川
東
高

校
の
進
路
講
演
会
「
学
び
の
フ
ロ
ー
ラ
」
で

は
、
講
師
が
進
路
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
た

か
と
い
っ
た
「
職
業
へ
の
就
き
方
」
よ
り
も
、

「
な
ぜ
、そ
う
し
た
進
路
を
選
ん
だ
の
か
」「
今
、

そ
の
進
路
を
ど
ん
な
思
い
で
歩
ん
で
い
る
の

か
」
を
話
し
て
も
ら
う
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
や
挑
む

こ
と
の
楽
し
さ
に
生
徒
が
気
づ
き
、
高
校
生

活
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
よ
う
と
具
体
的
に
動

き
始
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
て
い
る
か
ら

だ
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
進
路
講
演
会
後
、
生

徒
が
短
時
間
で
自
分
を
深
め
ら
れ
る
問
い
を

厳
選
し
た
。
同
時
に
、
そ
う
し
た
ね
ら
い
を

生
徒
に
言
葉
で
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
の

大
切
さ
も
確
認
し
た
。

　
講
師
の
話
に
対
し
て
、「
こ
の
人
の
考
え
は

自
分
と
違
う
」
と
い
う
部
分
に
も
目
を
向
け

さ
せ
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
素
直
に
講
師
と
向

き
合
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
も
出

さ
れ
た
。「
自
分
に
は
講
師
の
よ
う
な
勇
気
は

な
い
」
な
ど
の
後
ろ
向
き
な
言
葉
を
発
し
た

生
徒
に
は
、
教
師
が
「
一
歩
を
踏
み
出
す
の

は
簡
単
で
は
な
い
よ
ね
」
な
ど
と
そ
の
感
情

を
受
け
止
め
た
上
で
、「
講
師
は
、
君
た
ち
の

よ
う
な
普
通
の
高
校
生
に
何
を
言
い
た
か
っ

た
の
か
な
」
と
個
別
に
問
い
か
け
、
進
路
講

演
会
で
生
ま
れ
た
モ
ヤ
モ
ヤ
感
を
効
果
的
に

持
続
さ
せ
る
指
導
の
大
切
さ
も
指
摘
さ
れ
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1
あらかじめ、

進路講演会の目的・振り返る意義を
生徒にしっかり認識させる

2 進路講演会後、シートに記入させ、
教師に提出

3
生徒が自分と向き合っていると

感じられる箇所に教師が下線を引いたり、
コメントを加えたりして、
フィードバックをする

改良！指
導ツール

活用の流れ

全学年　進路講演会　振り返りシート

自
ら
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
く
問
い
を
投
げ
か
け
る

　
本
校
の
生
徒
の
大
半
は
、
入
学
時
、

北
海
道
大
学
を
志
望
し
ま
す
が
、
北
海

道
大
学
と
い
う
選
択
肢
の
中
で
し
か
進

路
を
考
え
な
い
生
徒
、
も
っ
と
高
い
目

標
を
目
指
せ
る
の
に
自
分
で
上
限
を
つ
く
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。
様
々
な
講
師
の
情

熱
に
触
れ
る
こ
と
で
、
枠
を
取
り
外
す
き
っ
か
け

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
進
路
講
演
会
の

最
終
目
標
は
、
高
校
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

未
来
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
せ
る
こ
と

だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
目
の
前
の
物
事
に
、

先
の
見
通
し
を
持
っ
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
し
、
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
改

訂
で
振
り
返
り
シ
ー
ト
に
も
、生
徒
が
未
来
と
今
を

つ
な
げ
る
機
能
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
旭
川
市
で
も
、
地
域
活
性
化
は
重
要
な
課
題
で

す
。
地
域
に
は
、
独
自
の
視
点
で
様
々
な
物
事
に

挑
戦
す
る
人
が
い
ま
す
か
ら
、
生
徒
に
そ
う
し
た

人
た
ち
の
存
在
を
も
っ
と
知
ら
せ
た
い
で
す
。
た

だ
、
地
域
活
性
化
は
、
正
解
が
簡
単
に
出
な
い
難

問
で
す
。
生
徒
に
も
性
急
に
正
解
を
求
め
る
こ
と

な
く
、
考
え
続
け
さ
せ
た
い
の
で
す
。
進
路
講
演

会
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
を
、
時
間
を
置
い
て
再

度
振
り
返
る
機
会
も
つ
く
り
た
い
で
す
ね
。

花
尻
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
進
路
指
導

部
。
数
学
科
。「
常
に
前
向
き
に
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
す
る
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人

／
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
旭
川
医
科
大
、

北
海
道
大
、東
京
大
、東
京
工
業
大
、九
州
大
な
ど
に
１
４
５
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
９
５
人
が
合
格
。

情熱に触れさせることで、生徒の枠を外したい
北海道旭川東高校　花尻健明　はなじり・たけあき

40 Oc tober  2017

Q7-350-000 2017 年度VIEW21高校版 10月号 40頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
09/22
川井

再
念
校
09/27
川井 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P38-41_view21koukou-10g.indd   40 17/10/03   15:37



指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒様の情報が削除されているかご確

認をお願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。

（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　
本
校
で
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
活
用
す

る
場
合
、
生
徒
に
問
い
か
け
る
言
葉
に

は
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
り
た
い
で
す
。
例

え
ば
、「
共
感
で
き
た
こ
と
」
と
い
う
尋

ね
方
よ
り
も
、「
話
の
中
で
、
す
て
き
だ
な
と
思
っ

た
と
こ
ろ
は
ど
こ
だ
ろ
う
。
な
ぜ
、
そ
う
思
っ
た
の

だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
問
い
の
方
が
答
え
や
す
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
進
路
講
演
会
を
通
し
て

「
自
分
の
生
活
で
変
え
た
い
こ
と
、
新
た
に
挑
戦
し

た
い
こ
と
」
を
生
徒
に
迫
り
が
ち
で
す
が
、
私
は

「
今
後
も
続
け
た
い
こ
と
」
を
聞
い
て
あ
げ
た
い
で

す
。
平
素
の
あ
り
方
を
尋
ね
、
今
の
生
活
は
間
違
っ

て
い
な
い
と
認
め
た
上
で
、「
変
わ
り
た
い
こ
と
」

「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
」
を
聞
く
配
慮
が
、
自
己
肯

定
感
の
低
い
生
徒
に
は
特
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
で
活
躍
す
る
講
師
の
話
を
聞
い
た
後
、
生

徒
は
大
き
な
夢
を
語
る
代
わ
り
に
「
私
が
地
域
に

で
き
る
こ
と
は
ご
み
拾
い
だ
」
と
答
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
「
今
の
自
分
」
に
無
理
の

な
い
言
葉
を
受
け
止
め
た
上
で
、
ほ
か
に
も
で
き

る
こ
と
は
な
い
の
か
を
生
徒
に
段
階
的
に
考
え
さ

せ
た
い
で
す
。
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
問
い
か
け
の

ス
キ
ル
を
も
っ
と
磨
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
過
去
の
勤
務
校
で
は
、
生
徒
の
進
路

意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
多
様
な
領

域
の
社
会
人
に
仕
事
の
魅
力
を
語
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
一
方
、
現
任
校
で
は
、

第
１
志
望
大
学
が
明
確
で
様
々
な
こ
と
に
興
味
・

関
心
を
持
つ
生
徒
が
多
い
た
め
、
部
活
動
や
行
事

で
多
忙
な
中
、
ど
ん
な
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
か

を
卒
業
生
に
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
重
視
し
て
い

ま
す
。
進
路
講
演
会
の
あ
り
方
は
学
校
の
教
育
方

針
、
生
徒
の
状
況
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
本
校
で
活
用
す
る
場
合
、

講
演
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ
た
社
会
課
題
を
挙
げ

さ
せ
、さ
ら
に
今
の
時
点
で
考
え
ら
れ
る
解
決
の
道

筋
を
書
か
せ
た
い
で
す
。
社
会
に
対
し
て
「
何
か

で
き
る
は
ず
」
と
自
信
を
持
っ
て
い
る
生
徒
に
は
、

講
演
内
容
か
ら
派
生
し
て
、
自
分
の
生
き
方
を
大

胆
に
考
え
さ
せ
る
問
い
を
投
げ
か
け
た
い
で
す
ね
。

　
進
路
講
演
会
に
対
す
る
教
師
の
共
通
理
解
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
声
か
け
が
不
十
分
だ
と
、
生
徒

は
「
こ
の
仕
事
は
自
分
の
目
指
す
も
の
で
は
な
い
」

と
表
層
的
に
捉
え
が
ち
で
す
。「
難
題
に
挑
む
こ
と

の
面
白
さ
に
気
づ
く
」
な
ど
、
ね
ら
い
を
理
解
さ

せ
る
た
め
の
教
師
の
目
線
合
わ
せ
は
必
須
で
す
。

高
橋
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
14
年
。同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。教
務
主
任
。

数
学
科
。「
物
事
に
謙
虚
に
、
楽
し
く
取
り
組
む
大
切
さ
を
、
自
ら
の
姿
を
通
し
て

生
徒
に
教
え
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
60
人
／
２
年
次
か

ら
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
、
カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス

に
分
か
れ
る
／
２
０
１
７
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
／
４
年
制
大
学
・
短
大

進
学
３
人
、 

専
門
学
校
進
学
20
人
、
就
職
22
人
。

岡
本
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
進
路
指
導

部
。
英
語
科
。 

「
活
躍
で
き
る
場
を
与
え
、
対
話
を
通
し
て
導
き
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
に
成
長
や
自
立
を
実
感
さ
せ
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
男
子
校
／
１
学
年
約
３
６
０

人
／
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
東

京
工
業
大
、
一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
０
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾

大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
８
２
人
が
合
格
。

生徒の「今」を肯定した上で、チャレンジを引き出す
群馬県立下仁田高校　高橋真人　たかはし・まさと

教師間でねらいの共通理解を図り、生徒に伝える
埼玉県立浦和高校　岡本眞一郎　おかもと・しんいちろう
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高
度
情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

社
会
で
は
、
主
体
的
・
能
動
的
に
学
ん
で

知
識
や
技
術
を
更
新
し
て
い
く
態
度
や
能

力
が
欠
か
せ
な
い
。
首
都
大
学
東
京 

都
市

環
境
学
部 

分
子
応
用
化
学
コ
ー
ス
で
は
、

そ
う
し
た
力
を
備
え
た
化
学
者
を
育
成
す

る
た
め
、
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
受
動
的
な
学
修
か
ら
主
体
的
・
能
動
的

な
学
修
へ
の
転
換
を
促
す
た
め
、
１
年
次

必
修
科
目
と
し
て
設
置
し
た
の
が
「
分
子

応
用
化
学
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
以
下
、
応

化
基
礎
ゼ
ミ
）」だ
。
こ
の
科
目
で
は
、キ
ャ

リ
ア
教
育
や
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
演

習
、
化
学
基
礎
実
験
、
化
学
基
礎
演
習
と

い
っ
た
内
容
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業
を
、

都市環境学部
分子応用化学コース２年
松宮和生
まつみや・かずき
東京大学教育学部附属中
等教育学校卒業。人工光
合成に興味を持ち、応用
化学を志す。

都市環境学部
分子応用化学コース４年
村本卓也
むらもと・たくや
東京都立小石川中等教育
学校卒業。地球温暖化の
研究を希望し、入学。

１年次の基礎ゼミで、
自ら学びに向かう姿勢を身につける
１年次の「分子応用化学基礎ゼミナール」の授業
の多くはPBL形式で行われ、様々な実験やディス
カッション、発表などを通して積極的に学ぶこと
で、学びがより深まるということを実感しました。

（村本さん）

予習を充実させることで、
主体性を発揮

「WEB予習テスト」で事前に基礎知識を理解し
ておくことで、授業中は学生同士の議論も活発
になり、授業での学びも深まります。（松宮さん）

主体的に学び続ける力を育成し、
世界で活躍できる化学者を育成

首都大学東京 都市環境学部 分子応用化学コース

Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
し
て

主
体
的
な
学
修
態
度
を
育
成

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生
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週
２
コ
マ
、
１
年
間
に
わ
た
り
展
開
し
て

い
る
。
授
業
は
、
１
ク
ラ
ス
２０
人
程
度
の

少
人
数
ク
ラ
ス
で
行
わ
れ
、
講
義
・
実
験

と
も
に
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
引
き

出
す
た
め
に
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
＊
）
形
式
で
行
わ

れ
て
い
る
。
４
年
生
の
村
本
卓
也
さ
ん
が
、

自
ら
学
び
に
向
か
う
姿
勢
の
重
要
性
を
強

く
感
じ
た
の
は
、「
応
化
基
礎
ゼ
ミ
」
の

化
学
基
礎
演
習
の
授
業
だ
と
言
う
。

　「
地
球
は
温
暖
化
・
寒
冷
化
の
ど
ち
ら

に
向
か
っ
て
い
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
４
〜
５
週
か
け
て
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
様
々
な
文
献
を

調
べ
、
メ
ン
バ
ー
と
議
論
を
重
ね
る
う
ち

に
、
研
究
を
進
め
て
い
く
に
は
、
主
体
的

に
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
１
年
次
の

応
化
基
礎
ゼ
ミ
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
経
験
が
、
今

の
研
究
の
土
台
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　　
授
業
で
の
主
体
性
を
高
め
、
よ
り
深
い

学
び
を
促
す
た
め
、
２
０
１
７
年
度
か
ら

は
、
す
べ
て
の
必
修
科
目
に
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予

習
テ
ス
ト
」
を
導
入
し
た
。
学
生
は
事
前

に
講
義
範
囲
を
予
習
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
確

認
テ
ス
ト
を
受
け
て
か
ら
授
業
に
臨
む
。

　
２
年
生
の
松
宮
和
生
さ
ん
は
、「
き
ち

ん
と
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
授
業
に

乗
り
遅
れ
、
理
解
も
深
ま
ら
な
い
の
で
、

予
習
に
も
力
が
入
り
ま
す
」
と
話
す
。

　
さ
ら
に
、
学
び
を
振
り
返
る
仕
組
み
と

し
て
、
授
業
後
に
受
け
る
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
学
修

到
達
度
テ
ス
ト
」
の
導
入
も
段
階
的
に
進

め
て
い
る
。
十
分
に
予
習
し
た
上
で
意
欲

的
に
授
業
に
参
加
し
、
そ
の
成
果
を
振
り

返
っ
て
次
の
授
業
へ
の
意
欲
を
高
め
る
、

と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る

こ
と
で
、
主
体
的
・
能
動
的
な
学
修
習
慣

の
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

　　
１
年
次
か
ら
、
主
体
的
に
学
び
を
深
め

て
い
く
習
慣
を
身
に
つ
け
た
学
生
た
ち

は
、
早
期
に
興
味
の
あ
る
分
野
を
見
つ
け

て
、
意
欲
的
に
学
び
を
深
め
て
い
く
よ
う

に
な
る
。
村
本
さ
ん
も
そ
の
１
人
だ
。

　「
高
校
時
代
か
ら
関
心
が
あ
っ
た
環
境

分
野
の
科
目
を
多
く
履
修
し
、
研
究
室
で

は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
を
分
離
・
回
収
す
る
技
術
の
研
究
を

企
業
と
協
働
で
進
め
て
い
ま
す
」

　
２
年
生
の
松
宮
さ
ん
は
、
教
養
科
目
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
応
用
化
学
と
は
異
な
る
分
野
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
で
、
多
角
的
な
視
点
が
得
ら

れ
ま
す
。
幅
広
い
学
問
を
学
び
な
が
ら
、

興
味
の
あ
る
専
門
分
野
を
絞
り
込
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
松
宮
さ
ん
）

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
英

語
教
育
に
も
力
を
注
ぐ
。
１
・
２
年
次
に

は
、
週
２
コ
マ
「
実
践
英
語
」
と
い
う
必

修
科
目
が
あ
り
、
１
コ
マ
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
の
教
員
が
担
当
し
、
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
を
中
心
に
授
業
を
行
う
。

　
ま
た
、
応
化
基
礎
ゼ
ミ
の
中
で
も
、
化

学
英
語
の
基
礎
を
学
ぶ
ほ
か
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
指
導
の
下
、
ゼ
ミ
で
学

ん
だ
内
容
を
英
語
で
話
し
合
う
と
い
っ
た

活
動
も
行
う
。
松
宮
さ
ん
は
、「
海
外
の

論
文
な
ど
、
専
門
分
野
の
英
語
に
触
れ
る

う
ち
に
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
取
り
組
む
研

究
と
英
語
が
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　「
１
年
次
か
ら
英
語
学
習
を
積
み
上
げ

て
き
た
お
か
げ
で
、
海
外
の
論
文
も
ス

ム
ー
ズ
に
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
院
で
は
授
業
の
半
分
は
英
語
に
な
る

の
で
、
さ
ら
に
リ
ス
ニ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
力
を
鍛
え
て
い
き
た
い
で
す
」（
村

本
さ
ん
）

　
絶
え
間
な
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り

続
け
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
大
学
で

学
ん
だ
知
識
の
賞
味
期
限
は
非
常
に
短
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
で
化
学

者
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
、
大
学
時

代
に
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
力
は
、
主
体
的

に
学
び
続
け
る
力
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
学

で
は
、
学
生
の
主
体
性
や
好
奇
心
を
引
き
出

す
教
育
を
い
か
に
提
供
す
る
か
と
い
う
視
点

で
、様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
改
革
の
中
心
は
、
１
年
次
か
ら
導
入
し
て

い
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
す
。
学
生
は
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
学
び
で
あ
る
と
い
う
意
識
か
ら

脱
却
し
、
知
識
を
活
用
し
て
思
考
を
深
め
る

学
修
を
積
み
重
ね
ま
す
。
今
年
度
か
ら
導
入

し
た
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
習
テ
ス
ト
」
は
、
い
わ
ゆ

る
「
反
転
授
業
」
を
意
識
し
て
、
よ
り
Ｐ
Ｂ

Ｌ
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
で
す
。

　
大
学
院
を
修
了
後
、
企
業
に
就
職
し
て
海

外
に
赴
任
す
る
学
生
も
多
い
た
め
、
英
語
教

育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
１
年
次
か
ら

英
語
を
使
う
場
面
を
増
や
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
舞
台
で
通
用
す
る
英
語
力
の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。今
後
も
社
会
情
勢
を
考
慮
し
、

個
々
の
学
生
の
声
に
も
耳
を
傾
け
、
改
革
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

活
躍
で
き
る
化
学
者
を
育
成

大

の

い

学

思
分
子
応
用
化
学
コ
ー
ス

教
授川上

浩
良

か
わ
か
み
・
ひ
ろ
よ
し

海
外
で
の
活
動
を
視
野
に

英
語
教
育
に
も
注
力

＊　Project Based Learning（課題解決型学習）の略。

主
体
的
な
態
度
が
支
え
と
な
り

専
門
的
な
研
究
も
充
実

予
習
を
促
す
仕
組
み
で

授
業
の
充
実
を
図
る
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山
口
県
立
大
学 

社
会
福
祉
学
部
は
、
学

生
が
積
極
的
に
地
域
に
入
り
、
福
祉
の
マ

イ
ン
ド
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
１
年
次
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
必
要
な
基
礎
知
識
・

技
能
を
身
に
つ
け
、
２
年
次
以
降
は
、
地

域
で
の
実
習
を
経
験
し
て
い
く
。

　
２
年
次
前
期
の
必
修
科
目
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
演
習
Ｉ
」
で
は
、
学
生
が
１０
人

程
度
の
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

地
域
の
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
や
子
育
て
サ
ロ

ン
、
障
害
児
の
親
の
会
と
い
っ
た
組
織
の

抱
え
る
課
題
を
聞
き
取
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
解
決
す
る
た
め
の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
立
案
し
、
実
践
し
て
い
く
。
３
年

社会福祉学部
社会福祉学科３年
日髙碧葉
ひだか・あおば
鹿児島県立屋久島高校卒
業。社会福祉協議会の仕
事に興味を持つ。

社会福祉学部
社会福祉学科４年
前田凜太郎
まえだ・りんたろう
佐賀県立伊万里高校卒業。
教員志望。

社会福祉学部
社会福祉学科４年
杉山　諒
すぎやま・りょう
山口県立萩高校卒業。
公務員志望。

地域に深く入り込んで実践を重ね、
福祉のマインドとスキルを身につける

山口県立大学 社会福祉学部

地
域
の
福
祉
施
設
な
ど
で

学
生
主
体
の
取
り
組
み
を
展
開

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

社会福祉学部
社会福祉学科４年
下川明香
しもかわ・あすか
熊本県立人吉高校卒業。
精神保健福祉士志望。

座学で学んだ知識・技能を
福祉の現場で生かす

「ソーシャルワーク演習Ⅰ」の訪問先は、高齢者の
サロンや障害者支援施設など様々で、自分の関心
のある分野を選べます。演習では予想外の出来事
もあり、座学の必要性を感じました。（日髙さん）

地域での実践を通して、
自分の進路を具現化
地域団体との連絡や調整も学生が主体となって行
います。地域との協働を通して、自分が地域社会
で働くイメージが膨らみました。（杉山さん）

学生が講義の内容を考え、
地域とともに福祉を考える
教師を目指すほかの学生２人と協力
し、高校生向けの福祉講座を開講し
ました。自分の伝えたいメッセージ
が高校生に届き、手応えを感じまし
た。（前田さん）
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生
の
日
髙
碧
葉
さ
ん
は
、
山
口
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
サ
ロ
ン

で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
た
。

　「
単
に
楽
し
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
認

知
症
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
活
動
を
検
討

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
生
の
視
点
で
よ

い
企
画
だ
と
思
っ
て
も
、
高
齢
者
に
は
体

へ
の
負
担
が
大
き
い
活
動
だ
と
担
当
の
教

員
に
指
摘
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
知
識
や
配
慮

が
足
り
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
」

　
学
生
が
主
体
的
に
活
動
を
運
営
す
る
か

ら
こ
そ
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
、
福
祉

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
る
。

同
じ
く
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
で
活
動
し
た
４

年
生
の
杉
山
諒
さ
ん
は
こ
う
述
べ
る
。

　「
最
初
は
、
福
祉
と
は
こ
ち
ら
が
準
備

し
て
提
供
す
る
、
一
方
的
な
も
の
だ
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
高
齢
者
と

顔
を
合
わ
せ
て
進
め
る
う
ち
に
反
応
が
芳

し
く
な
い
場
合
も
あ
り
、『
皆
さ
ん
は
何

を
望
ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う
』
と
考
え
、
企

画
内
容
を
見
直
し
ま
し
た
。
福
祉
は
、
対

象
と
な
る
人
と
一
緒
に
考
え
て
つ
く
り
上

げ
て
い
く
も
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
」

　
４
年
生
の
下
川
明
香
さ
ん
は
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
助
成
を
受
け
て
、
地
域
の

高
齢
の
女
性
を
対
象
に
、
ド
レ
ス
や
メ
イ

ク
で
お
し
ゃ
れ
を
し
て
も
ら
う
活
動
に
参

加
し
、
福
祉
の
捉
え
方
が
変
化
し
た
。

　「
最
初
は
嫌
が
っ
て
い
た
人
が
、
実
際

に
や
っ
て
み
る
と
表
情
が
パ
ッ
と
明
る
く

な
る
姿
を
見
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
の
場
合
は
女
性
の
お
し
ゃ
れ
を
テ
ー
マ

に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
が
い

を
創
出
し
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
支
え
る
こ
と
も
、
広
い
意
味
で

の
福
祉
な
の
だ
と
理
解
し
ま
し
た
」

　
地
域
と
と
も
に
学
び
を
深
め
る
一
環
と

し
て
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
、
学
生
が
講

師
と
な
り
近
隣
の
高
校
生
に
福
祉
に
関
す

る
講
義
を
す
る
「
は
ー
と
♡
ふ
く
し
講
座
」

を
実
施
し
て
い
る
。
教
員
志
望
で
４
年
生

の
前
田
凜
太
郎
さ
ん
は
、
２３
人
の
高
校
生

に
対
し
、
障
害
の
あ
る
高
校
生
と
の
出
会

い
を
通
し
て
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
っ
た
自
身
の
経
験
を
語
っ
た
。

　「
私
は
福
祉
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
て

お
り
、
福
祉
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
い
実

施
し
ま
し
た
。
人
に
教
え
る
た
め
に
は
１０

倍
の
知
識
が
必
要
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
実
感

し
、
必
死
に
勉
強
し
て
臨
み
ま
し
た
。
高

校
生
は
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
て
く
れ
た

様
子
で
、『
も
っ
と
知
り
た
い
』『
自
分
に

も
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ

た
』
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
」

　
ま
た
、
学
生
の
視
野
を
広
げ
る
活
動
と

し
て
、
０９
年
度
か
ら
は
、
岩
手
県
立
大
学

社
会
福
祉
学
部
と
の
交
流
事
業
も
行
っ
て

い
る
。

　「
岩
手
で
は
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
地
域
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
福
祉
に
お
い
て
も
、

地
域
性
の
違
い
が
あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た

し
、
改
め
て
地
域
の
防
災
意
識
を
高
め
る

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
」（
杉
山
さ
ん
）

　
学
生
は
実
地
体
験
を
重
ね
て
福
祉
の
仕

事
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
３
、４

年
次
に
は
具
体
的
な
志
望
進
路
を
決
め
る

よ
う
に
な
る
。
同
学
部
は
、
１
学
年
約

１
０
０
人
で
比
較
的
少
人
数
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
同
じ
資
格
の
取
得
を
目
指
す
集

団
が
で
き
、
自
然
と
学
び
合
い
が
生
ま
れ

て
い
る
。

　「
私
は
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
取

得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
正
課
・
正
課
外

の
試
験
対
策
の
講
座
が
充
実
し
て
い
る
ほ

か
、
仲
間
同
士
の
自
主
的
な
勉
強
会
も
あ

り
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
」（
下
川
さ
ん
）

　
本
学
部
で
は
、
共
感
力
を
持
っ
て
地
域
社

会
の
様
々
な
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
力
（
本

学
部
で
は
、「
福
祉
的
人
間
力
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
）
を
身
に
つ
け
、
地
域
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
福
祉
的
人
間
力
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

授
業
の
１
つ
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
が

あ
り
ま
す
。
教
室
を
飛
び
出
し
て
地
域
に
入

り
込
ん
で
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
語
り
合

い
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
福
祉
課
題
を
解
決

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
学
び
の
中
か
ら
成
長

を
実
感
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
成
長
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
が
、
地
域

の
人
々
と
の
深
い
か
か
わ
り
を
通
し
て
育
ま

れ
る
地
域
へ
の
愛
着
で
す
。
出
身
地
に
戻
っ

て
就
職
す
る
学
生
も
多
く
い
ま
す
が
、
大
学

時
代
に
愛
着
を
持
っ
て
様
々
な
活
動
を
し
た

体
験
が
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
自
分
の
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
本
学
部
の
学
生
を
見
て
い
る
と
、
進
路
に

迷
い
な
が
ら
も
、
授
業
以
外
で
の
地
域
で
の

活
動
も
通
し
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
仕
事

が
し
た
い
と
意
欲
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。
高

校
時
代
か
ら
、
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
を

持
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
自

分
の
進
路
を
決
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
へ
の
愛
着
が

す
べ
て
の
行
動
の
原
動
力
に
な
る

大

の

い

学

思
社
会
福
祉
学
部 

学
部
長

横
山
正
博

よ
こ
や
ま
・
ま
さ
ひ
ろ

同
じ
進
路
を
目
指
す
学
生
が

自
然
に
学
び
合
う
雰
囲
気
に

地
域
と
と
も
に

福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
る
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　私
た
ち
が
、
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
評

価
す
る
の
は
、
そ
れ
以
降
の
活
動
を
よ
り
よ

い
も
の
に
す
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、
振
り

返
り
が
「
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
」「
い
ま
一

つ
だ
っ
た
こ
と
」を
挙
げ
る
こ
と
に
偏
る
と
、

取
り
組
み
そ
の
も
の
が
価
値
の
な
い
も
の
に

思
え
た
り
、
た
く
さ
ん
あ
る
課
題
の
ど
れ
か

ら
手
を
つ
け
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ

た
り
し
て
し
ま
い
、
改
善
の
意
欲
を
大
き
く

低
下
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
方

で
、「
生
徒
の
目
が
輝
い
て
い
た
」
と
い
っ

た
抽
象
的
な
振
り
返
り
で
終
わ
る
と
、
取
り

組
み
の
本
質
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
改
善
の

検
討
に
至
ら
ず
、
振
り
返
り
の
場
が
事
務
的

な
申
し
送
り
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　今
、
多
く
の
学
校
現
場
で
、
成
果
が
す
ぐ

に
表
れ
な
い
取
り
組
み
、
数
字
で
評
価
し
に

く
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
関
係

者
が
「
引
き
続
き
頑
張
ろ
う
」「
次
は
こ
こ

を
工
夫
し
よ
う
」
と
前
向
き
に
な
り
、
取
り

組
み
の
形
骸
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
具
体
的

な
成
果
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
組
織
と

し
て
の
肯
定
感
を
高
め
た
上
で
、
優
先
的
に

改
善
す
べ
き
事
柄
を
共
有
す
る
振
り
返
り
の

場
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
で
も
司
会
・
進
行

役
の
配
慮
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

前向きになれる振り返り

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　日賀優一 「答えが１つではない問い」を考える高校生向け対話型ワークショップを開催する「三四郎の学校」事務局長。本誌 2016 年 6月
号で紹介した長崎県立諫早高校での取り組みを始め、高校教師や社会教育従事者などを対象とした学びの場づくりにも携わる。

学校現場での
新たなチャレンジ

後ろ向きに
振り返ると……

その結果、
モチベーションが
低下してしまう

◎学校としての初めての
　取り組み

◎今までと違う形での
　取り組み

◎成果がすぐには表れにくい
　取り組み

◎評価方法を模索している
　取り組み

◎若手のアイデアを生かした
　取り組み

◎生徒や保護者、
　地域と協働した取り組み

手間がかかってしまった

やらなければよかった

役割分担があいまいだった

以前のままでよかった

全体に対する成果が明確でない

思っていた結果と違った

希望者だけの取り組みにすればよかった

一部から批判的な声が上がった

簡素なものにすればよかった

振
り
返
り
は
後
ろ
向
き
な

反
省
モ
ー
ド
に
な
り
が
ち

テーマ

　社会の変化を踏まえ、多くの学校が教育活動の改善など、新
たなチャレンジに取り組んでいます。ただ、そうしたチャレン
ジは、成果が担保されていたり、結果がすぐに表れたりするも
のばかりではありません。また、生徒、保護者、地域など、立

場によってその評価が分かれることもあります。取り組みの価
値を見極めるのにある程度時間がかかることについて、後ろ向
きな振り返りをしてしまうと、その取り組みにかかわった人た
ちのモチベーションを大きく低下させることがあります。

学校現場の新たなチャレンジにこそ、前向きになれる振り返りが必要
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次
回
の
テ
ー
マ

　
最
初
に
「
今
回
の
取
り
組
み
で
よ
か
っ
た

こ
と
」「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
こ

と
」
を
振
り
返
る
と
、
問
題
点
を
冷
静
に
受

け
止
め
、
改
善
に
取
り
組
む
た
め
の
心
の
準

備
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
教
師
は
、
生
徒
に

対
し
て
ま
ず
よ
い
と
こ
ろ
を
評
価
し
、
そ
の

後
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
改
善
点
を
示
唆

し
ま
す
が
、
教
師
同
士
の
振
り
返
り
に
お
い

て
も
、
お
互
い
を
具
体
的
に
肯
定
し
合
う
姿

勢
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
、
１
人
が
目
に

す
る
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
。

あ
の
生
徒
が
こ
ん
な
言
葉
を
発
し
た
、
こ
の

生
徒
に
こ
ん
な
変
化
の
兆
し
が
見
え
た
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
が
取
り
組
み
を
肯
定
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
う
中
で
、「
組
織
の

成
果
」
が
共
有
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
、
全

員
が
一
定
の
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
で
、「
こ

の
取
り
組
み
を
も
っ
と
よ
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
ま
ず
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
厳
選
し

よ
う
」
と
い
っ
た
観
点
に
立
ち
、
枝
葉
末
節

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
本
質
的
な
課
題

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

成
果
を
確
認
し
て
初
め
て

課
題
を
受
け
止
め
ら
れ
る

こ
れ
か
ら
の
授
業
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
に
校
内
研
修
と
し
て
講
師
を
招
き
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
聞
く
機
会
が
増
え
て
い
る
学

校
も
多
い
で
し
ょ
う
。
参
加
者
が
受
け
身
で
は
な
く
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
講
演
会
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
仕
か
け
を
取
り
上
げ
ま
す
。
生
徒
向
け
の
進
路
講
演
会
な
ど
の
場
づ
く
り
に
も
役
立
つ
テ
ー
マ
で
す
。

司会・進行役が配慮する「進め方」
真摯な振り返りは、後ろ向きな反省モードでのみ成立するわけではありません。
会議・研修のメンバーが前向きに取り組みの成果を認め合ってこそ、現状のよさを
生かしながら、今後何を改善していけばよいかを、共通理解することができます。

まず、
よかったことを
数多く

同じ内容
であっても
挙げていく

改善点は最後に、
厳選して

取り組みを振り返る際には、「よかったこと」「このまま続けていきたいこ
と」をできるだけたくさん挙げていきます。改善点を先に挙げようとする
メンバーには、「後でその時間を設けます」と、まずは取り組みを肯定的
に捉えるための言葉を、会議・研修の参加者全員から募ります。

「よかったこと」「このまま続けていきたいこと」は、些細なことでもよく、
ほかの人と同じ内容であっても繰り返し述べてよいことを参加者に伝えま
す。同じような成果を感じた人がいることが分かれば、それが取り組み
に対する組織全体の評価であると、参加者が共感しやすくなるからです。

「よかったこと」「このまま続けていきたいこと」を十分挙げたら、改善
点を募ります。数は1人１、２項目程度と上限を設けることで、「優先事項」
が絞り込まれます。また、この時点では取り組み全体を肯定的に評価す
る雰囲気が生まれているので、枝葉末節な批判が出にくくなります。

参加者全員の肯定感を高める
「よかったこと」は一部のメンバーだけ
が語るものではなく、会議・研修の場
で参加者全員が語ることが大切です。
肯定的な意見で「あの人はそんな捉え
方をしていたのか」と、お互いの視野
の広さを再発見することで、参加者相
互の信頼感が一層高まるからです。

前向きに
なれる
振り返り

K E Y- P O I N T

1

2

3

「よかったこと」は全員に可視化する
「よかったこと」を会議・研修の参加者全員の
力で思いつく限り挙げていきますが、その際、
参加者全員の前で板書をすることが大切です。
成果を視覚的に捉えることで、「これだけ得る
ものがあったのだから、さらによいものとする
ための改善を行いたい」という、前向きな意
識を参加者の内面に醸成していきます。

←黒板または
　ホワイトボード

司会・
進行役

ある高校で教科外活動の振り返り
を行った際の板書。4 分の３程度を

「よかったこと」で埋めてから、改
善点を挙げました。

黒板やホワイトボードの大半を「よ
かったこと」を書き込むスペースと
決め、そこを埋めてしまってから改
善点を出すという流れを参加者に共
通理解させます。

例：「よかったこと」が出尽くすまで、
1人ずつ順番に聞いていく。

例：班で「よかったこと」を挙げた上
で、各班から全体に共有する。

実際
の例

板書の仕方

「よかったこと」
を書くスペース
GOOD!

「改善点」
を書く
スペース
TRY! GOOD! TRY!

「よかったこと」の挙げ方の例
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彙
力
」
は
そ
う
し
た
力
の
支
え
に
も
な
っ
て

い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
図
１
は
、
思
考

力
や
表
現
力
と
「
語
彙
力
」
の
関
連
を
分
析

し
た
結
果
だ
。「
批
判
的
思
考
力
」「
論
理
的

思
考
力
」「
表
現
力
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
、

「
語
彙
力
」
の
高
い
グ
ル
ー
プ
の
方
が
低
い

グ
ル
ー
プ
よ
り
も
「
あ
て
は
ま
る
」
と
回
答

し
た
割
合
が
高
か
っ
た
。

　
で
は
、「
語
彙
力
」
は
、
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
高
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
昨
年
度
実

施
し
た
第
１
回
調
査
か
ら
は
、
読
書
量
が
多

く
、
読
む
分
野
の
幅
が
広
い
人
や
、
学
校
の

先
生
、
学
校
の
先
輩
・
後
輩
、
家
族
な
ど
、

年
齢
差
が
あ
る
相
手
と
の
会
話
の
頻
度
が

高
い
人
の
方
が
「
語
彙
力
」
が
高
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
読
書
な
ど
に
よ
る
イ
ン
プ
ッ
ト

だ
け
で
な
く
、
多
様
な
他
者
と
の
会
話
な
ど

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
も
多
い
こ
と
が
、「
語
彙

　
言
語
力
は
、
情
報
を
正
し
く
理
解
し
、
自

分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め

に
重
要
で
あ
り
、
す
べ
て
の
学
習
の
基
盤
と

な
る
力
だ
。「
現
代
人
の
語
彙
に
関
す
る
調

査
」（
以
下
、
語
彙
調
査
）
で
は
、
そ
の
根

幹
と
な
る
「
語
彙
力
」
と
行
動
や
意
識
の
関

連
性
を
分
析
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
中
か

ら
高
校
生
の
「
語
彙
力
」
と
授
業
で
の
学
習

活
動
の
関
係
に
着
目
し
て
紹
介
す
る
。

　
思
考
力
や
表
現
力
は
、
学
校
教
育
法
で
示

さ
れ
た
「
学
力
の
３
要
素
」（
＊
１
）
の
１

つ
で
あ
り
、
２
０
２
０
年
度
に
導
入
さ
れ
る

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
を
始
め
と
し
た

新
し
い
大
学
入
試
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ

る
力
と
な
る
。
語
彙
調
査
の
結
果
か
ら
、「
語

＊１　「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」のこと。

図１ ［第２回調査より］思考力・表現力と「語彙力」の関係

注１）「『語彙力』が高いグループ」は「語彙力」が高い順に上位約 30% を抽出、「『語彙力』が低いグループ」は「語
彙力」が低い順に下位約 30% を抽出し、「次の文章について、どのくらい自分にあてはまりますか。それ
ぞれについて、最も近いものを選んでください」に「とてもあてはまる」「まああてはまる」と答えた人の
割合を比較した。

注２）数値は、小数第２位を四捨五入して計算している。
注３）回答者数は、「語彙力」が低いグループ 347人、「語彙力」が高いグループ 345 人。

項目 「語彙力」が低い
グループ（％）

「語彙力」が高い
グループ（％） 差

筆者の意見と事実とを区別して読むことがで
きる 30.8 74.8 43.9 

文章を読むとき、細部より先に大枠をつかむ
ことができる 30.3 73.0 42.8 

筆者の主張を裏づける理由や根拠に気をつ
けて読むことができる 30.8 73.3 42.5 

筆者の主張に対する自分の意見を考えなが
ら読むことができる 31.7 70.1 38.4 

目的に応じて情報を整理し、正しい情報や
必要な情報を、客観的に評価・判断できる 37.8 74.5 36.7 

主張とその根拠とを結びつけた、論理的な
説明ができる 25.6 62.0 36.4 

文章を書いたら、読み直し、読み手にとって
わかりやすく修正できる 28.0 64.1 36.1 

目的に応じて自ら必要な情報を探し出すこと
ができる 46.4 81.2 34.8 

皆に何かを説明するとき、図表や箇条書きな
どを加えて、わかりやすく伝える工夫ができ
る

27.1 59.1 32.0

その場の状況や相手に応じた言葉遣いや話
し方ができる 47.6 76.2 28.7 

思
考
力
や
表
現
力
と
の

関
連
が
見
ら
れ
た「
語
彙
力
」

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン「
現
代
人
の
語
彙
に
関
す
る
調
査
」
結
果
分
析

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
経
験
が

思
考
力
・
表
現
力
を
支
え
る「
語
彙
力
」に
も
影
響

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
全
国
の
高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
を
対
象
に
「
現
代
人
の
語
彙
に
関
す
る
調
査
」
を
、
２
０
１
６
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、「
語
彙
力
」
の
養
成
と
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
の
間
に
関
連
性
が
見
え
て
き
た
。

※
本
調
査
で
は
、
回
答
者
が
対
象
の
言
葉
の
う
ち
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
割
合
を
そ
の
人
の
「
語
彙
力
」
と
し
て
い
る
。

S P E C I A L  R E P O R T

特別リポート
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力
」
に
つ
な
が
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
結
果
を
得
て
、
今
回
注
目
し
た

の
が
授
業
と
「
語
彙
力
」
の
関
連
性
だ
。

　
図
２
は
、
授
業
で
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
と
高
校
生
の
「
語

彙
力
」
の
関
係
を
分
析
し
た
結
果
だ
。
Ａ
Ｌ

の
各
活
動
に
つ
い
て
、
授
業
で
行
っ
て
い
る

と
答
え
た
人
の
方
が
「
語
彙
力
」
が
高
い
。

特
に
、「
ど
の
よ
う
に
調
べ
れ
ば
よ
い
か
を

考
え
る
」「
調
べ
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め

る
」「
自
分
の
考
え
を
図
表
や
写
真
な
ど
を

使
っ
て
表
現
す
る
」
で
は
、
経
験
の
有
無
に

よ
る
「
語
彙
力
」
の
差
が
大
き
か
っ
た
。

　
他
者
の
考
え
を
聞
く
、
資
料
を
調
べ
る
と

い
っ
た
イ
ン
プ
ッ
ト
と
、
自
分
の
考
え
を
伝

え
、
ま
と
め
、
発
表
す
る
と
い
っ
た
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
、
Ａ
Ｌ
の
授
業
を
通
し
て
日
々
繰

り
返
す
こ
と
が
、「
語
彙
力
」
を
高
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
学
力
に
よ
ら
ず
、
Ａ
Ｌ
が
「
語
彙

力
」
を
高
め
る
こ
と
に
結
び
つ
く
可
能
性
も

見
え
て
き
た
。
図
３
は
、Ａ
Ｌ
の
頻
度
と「
語

彙
力
」
の
関
係
を
分
析
し
た
結
果
だ
。
授
業

で
Ａ
Ｌ
を
「
よ
く
す
る
」「
と
き
ど
き
す
る
」

と
答
え
た「
標
準
」の
高
校
生
の
方
が
、Ａ
Ｌ

を
「
ほ
と
ん
ど
し
な
い
」
と
答
え
た
「
難
関
」

の
高
校
生
よ
り
も
、「
語
彙
力
」が
高
か
っ
た
。

Ａ
Ｌ
を
実
施
し
て
い
る
方
が
、
学
力
に
か
か

わ
ら
ず
「
語
彙
力
」
が
高
い
と
い
う
結
果
は
、

Ａ
Ｌ
の
「
語
彙
力
」
育
成
の
有
効
性
を
示
す

も
の
と
言
え
そ
う
だ
。

　
今
後
さ
ら
に
育
成
が
求
め
ら
れ
る
思
考

力
や
表
現
力
と
も
関
連
が
深
い
「
語
彙
力
」。

Ａ
Ｌ
の
導
入
に
よ
っ
て
「
語
彙
力
」
を
高
め

る
こ
と
は
、
新
し
い
入
試
へ
の
対
応
に
も
つ

な
が
る
だ
ろ
う
。

図２ ［第２回調査より］アクティブ・ラーニングの経験と「語彙力」の関係（抜粋）

図３ ［第１回調査より］アクティブ・ラーニングの頻度と「語彙力」の関係	

項目 語彙力（％） 差

どのように調べればよいかを考える
する（n=689） 65.6 

17.3 
しない（n=351） 48.3 

調べたことを文章にまとめる
する（n=559） 66.0 

13.4 
しない（n=481） 52.6 

自分の考えを図表や写真などを使っ
て表現する

する（n=389） 68.1 
13.2 

しない（n=651） 54.8 

友だちの意見を聞いて自分の意見と
似ている点や違っている点を考える

する（n=595） 65.1 
12.5 

しない（n=445） 52.6 

グループで活動をふりかえって何が
よかったか悪かったかを考える

する（n=501） 66.0 
12.0 

しない（n=539） 54.0 

学習のまとめをみんなの前で発表す
る

する（n=496） 65.8 
11.5 

しない（n=544） 54.3 

グループで話し合った内容をまとめ
る

する（n=526） 65.0 
10.5 

しない（n=514） 54.5 

テーマについてグループで話し合う
する（n=542） 64.3 

9.5 
しない（n=498） 54.8 

学校外のいろいろな人に話を聞きに
いく

する（n=406） 64.6 
8.0 

しない（n=634） 56.7 

注１）質問「次のような授業での学習をどのくらい行っていますか。それぞれについて、あてはまるものを選ん
でください」について、各項目の回答「よくする」「ときどきする」を「する」、「あまりしない」「ほとんどしない」
を「しない」として集計。

注２）数値は、小数第２位を四捨五入して計算している。

注１）質問「授業の中で、次のような学習をどのくらい行っていますか。次のそれぞれについて、あてはまるも
のを選んでください」に対する項目「自分の考えや学習の成果をみんなの前で発表する / テーマについ
てグループで話し合う/ 調べたことを文章にまとめる」を１つにまとめ、「よくする」、「ときどきする」、「あ
まりしない」、「ほとんどしない」と答えた各群の語彙力を、通学校のタイプ別に比較した。

注２）「難関」「標準」は現在通っている学校について、回答者に選択してもらった結果による。

全項目
「よくする」

難関
（n=35）

86.7
80.4 75.2

58.2

73.7
61.5

53.0
44.7

難関
（n=111）

難関
（n=34）

難関
（n=23）

標準
（n=22）

標準
（n=204）

標準
（n=126）

標準
（n=89）

全項目
「ときどきする」

全項目
「あまりしない」

全項目
「ほとんどしない」

（％）

Ａ
Ｌ
の
経
験
が
あ
る
方
が
学
力
に

か
か
わ
ら
ず「
語
彙
力
」が
高
い

「現代人の語彙に関する調査」概要
◎「語彙・読解力検定」（＊２）を主催するベネッセコーポレーションが、全国の高校

生から社会人までを対象に実施。
◎ 第１回：2016 年 7 月、第 2 回は 2017 年 7 月（回答数はともに 3,130 人）。
◎「語彙・読解力検定」が辞書語彙（＊３）、新聞語彙（＊４）の 2 領域から厳選した

540 語の「熟知度」（＊５）を調べ、現代を生きる人々の言語活動の実態、及びその年代、
生活、行動などによる「語彙力」の違いを明らかにすることで、現代人に必要な言葉
の力を高めるにはどうすればよいかを検討することを目的とする。

◎ 詳しい調査結果は下記をご覧ください。
http://www.goi-dokkai.jp/research/index.html

＊２　ベネッセコーポレーションと朝日新聞社の主催で、社会に必要な「ことばの力」を測る検定。
2011 年の開始以来、累計約 33 万人が受検（2017 年８月時点）。

＊３　主に国語辞典に掲載されている、文章や会話を理解し、的確に表現するために必要な語彙。
＊４　新聞に掲載されることの多い、社会生活で必要な基礎知識や時事知識に関する語彙。
＊５　調査対象の各語について、「知っている」と回答した回答者の割合。
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『VIEW21』高校版・読者モニター
３号連続で特集に取り上げさせていただいた
山梨県立吉田高校の実践はいかがでしたか。

一連の取材や打ち合わせで同校を訪れたのは10 回近く。そ
の間、記事の製作等も含め、何度も吉高ＧＰを目にしてきまし
たので、８つの力はもう完璧です！　それは、８つの力に日々接
している同校の生徒なら、なおさらのこと。今回取材した生徒
からもスラスラ出てきましたし、校内の掲示物からもそれを感
じました。写真は、8月号の記事の最後に触れた、夏季休業
前に実施された学年
縦断のグループでの
８つの力についての話
し合いのアウトプット。
同校が育成を目指す
資質・能力の意識は、
生徒にも着実に根づ
いています。（柏木）

『VIEW21』高校版についてのアンケート等にご協力いただける先
生を募集しています。読者モニターにご登録いただいた先生に毎
号お送りする定例のアンケートにご回答いただくと、１回につき
500 円分の図書カードを謹呈いたします。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
下記のいずれかの方法でご応募ください

募集中 編集後記

Reader ’s  VIEW　

教科間の連携が課題
　自校でも、学校教育目標の実現に向けて、教育活動

計画をどのように立てていくか、今まさに模索している。

教育課程で示した教科・科目の授業を通して、生徒にど

のような力を育んでいくのか、修正を加えながら検討す

る中で、教科間の連携を図ることが最も難しいと感じて

いる。 　　東京都・私立東京農業大学第一高校　小堀健一

全教師を巻き込むことが組織に活力を生む
　本校でも、学校教育デザイン検討グループを結成し、

動き出した。「本校の生徒にどのような資質・能力を育み

たいか」について話し合う中で、今まで行ってきた教育活

動を見直し、その骨組みをどうつなげていくかを議論して

いくと、これまでの教育活動の目的が整理されていった。

そして、教育課程を検討していくためには、全教師を巻き

込んでキーワードを決めることが最も重要であるという結

論が出た。それが組織に活力を生むという考えを複数の

教師が持っていると確認できたことは、大きな財産になっ

た。また、組織が変化しても活動内容を発展させていく

ためには、明確なビジョンと本校のストーリーが必要であ

ることも確認できた。 　広島県立広島観音高校　長光優樹

教師が生徒から学ぶ機会に
　山梨県立吉田高校の取り組みは、今後、各校で取り

入れていく価値のあるものだと感じた。生徒自身が、対

話を通して教育目標や教育活動計画の意味を主体的に

考えることによって、毎日の学校生活の目的や意味を理

解し、納得して３年間を過ごすことができるのではない

だろうか。また、教師側の考えとは異なる考えが、生徒

側から出てくるかもしれないが、教師と生徒の考えをす

り合わせていくことで、教育目標や教育活動計画をより

よいものに練り直すことができると考える。それは、教

師が生徒から学ぶ絶好の機会にもなり得ると思う。　

福井県　匿名希望

•生徒会担当の時、学校祭の企画・
運営で、生徒同様に張り切ってしまい、
当時の生徒たちに「先生は、少し見守っ
てください。全部、僕たちでできます
から」と言われてしまった。　 静岡県

•体育祭の学級全員リレーでアンカー
を担当。生徒が１位で走ってきたのに、

私が抜かれて２位に……。次の日から
１年間、走る練習をした。　 鹿児島県

•文化祭でクラスの出し物として演劇
をすることになり、私も劇の小道具作
りを手伝った。ところが、ものづくり
心に火がついてしまい、凝ったものを
作ってしまった。　 　　　　　沖縄県

2017年８月号・特集へのご意見

テーマ
生徒以上に

熱中してしまった
学校行事での
エピソード

次号は12月11日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6回の発行です

高校版 2017 　 月号12

❶下記２次元コードを読み取って
アクセスいただき、
必要事項をご記入
の上、ご送信くだ
さい。

❷学校名、お名前、分掌、ご教職歴を
ご記入の上、下記の e-mail アドレスに
ご送信ください。

view21_since-1975
@mail.benesse.co.jp

先生方からの
ご意見を
紹介します

〈個人情報の取り扱いについて〉　『VIEW21』高校版・読者モニター募集でご提供いただく個人情報は、アン
ケートの集計・分析による VIEW21 誌面評価、企画開発、VIEW21 誌面・ウェブサイトへの掲載、教育情報
の提供ならびに謝礼の発送の目的で利用いたします。お客様の意思によりご提供いただけない部分がある場
合、手続き・サービス等に支障が生じることがあります。また、商品発送等で個人情報の取り扱いを業務委
託しますが、厳重に委託先を管理・指導します。個人情報に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ
窓口（0120-924721、通話料無料、年末年始を除く、9 時～ 21 時）にて承ります。

（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。
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職２年目に初めて担任を持つことになり、自

分らしさを出そうと、毎朝、黒板に生徒への

メッセージを書くことにしました。「おはよう」に始

まり、よいことを褒めたり、気になることを注意し

たり、連絡事項を伝えたりと、生徒とのコミュニケー

ションツールの１つになればと考えたのです。しか

し、数か月すると、毎日書くことに意味を見いだせ

なくなっていました。例えば、「静かにしよう」と書

くと、その日は改善されましたが、翌朝書いていな

ければ元通りという状態で、自分が何を言っても生

徒には伝わらないのではないかと悩みました。

　そんなある日、職員室で作業をしていた私の隣に、

担任クラスの数学科担当の先輩先生が座られました。

私は「うちのクラスの生徒がご迷惑をかけていませ

んか」と相談し、「メッセージをやめようかと悩んで

いる」と打ち明けました。すると即座に、「誰か１
人は見ているんじゃない？　その生徒のた
めに続けたら」と言われたのです。「ルールを守

らない生徒に目が行きがちになるけれど、きちんと

している生徒こそ意識して見ていかないと」という

言葉に、はっとさせられました。

の後すぐ、先輩先生の言葉を実感する出来事

がありました。私がやむを得ず学校を２日間

休んだ翌日、生徒から「メッセージがなかったから、

先生に何かあったんだと思いました」と言われたの

です。「見ている生徒はいる。だから、何があっても

続けよう」と、私は決意しました。

　一人ひとりと向き合う大切さも、生徒に教えられ

ました。担任２年目、遅刻欠席がなく、授業態度も

真面目な生徒から「私が頑張っても、先生は褒めて

くれない」と言われたのです。また、数年前には、

私の発言が思わぬ生徒の誤解を招き、そこから生徒

たちとの関係がうまくいかなくなり、黒板のメッセー

ジが数回消されるようなこともありました。

　私は、クラス「全体」をよくしたいと思うあまり、

目立つ生徒のことばかりを気にかけていました。し

かし、「個」を大事にしなければ、全体がうまくいく

はずはないのです。一人ひとり違った人間が集まる

のがクラスで、同じ言葉でも受け止め方は様々です。

そして、生徒は教師の言動を想像以上に見聞きして、

喜びや悲しみを感じています。生徒との接し方には

正解がないからこそ、これでよいのかと悩みながら

も、生徒の表情や発言、行動にきちんと目を向け、

気になったことは後回しにせず、すぐに行動に移す

ことを意識するようになりました。

年目の今も、毎日欠かさず黒板にメッセージ

を書き続けています。卒業生やクラス替えと

なった生徒から「メッセージ、毎日見てました」と

言われる時、改めて１人の存在に気づけます。

　書く内容は、今も変わりません。でも、伝えたい

生徒を思い浮かべながら、全体に向けた言葉にして

います。「個」をよく知れば、クラス「全体」に投げ

かける言葉も自然と変わっていきます。そうすれば、

「個」も影響を受けて、「全体」のことを考えて行動

してくれるようになる。そう信じて、これからも一

人ひとりと向き合っていきたいと思います。

No. 004
愛媛県・私立聖カタリナ学園高校

中本幸太先生
なかもと・こうた

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴 13 年。同校に赴任して 14 年目。
３学年担任。地歴・公民科教科主任。 

聖カタリナ学園高校　全日制／普通科・総
合学科・看護科・看護科専攻科／共学（2015
年度まで女子校）／全校生徒 1353 人／
2017 年度入試合格実績（現役のみ）：国
公立大は、広島大、愛媛大、長崎大に３人が
合格。私立大は、中央大、法政大、立命館大、
関西大、松山大などに延べ２１８人が合格。

教

そ

14

情熱教師 F i l e 4

今月の表紙　福島県・私立尚志高校　八
や

巻
ま き

智洋先生

生 徒 と 紡 ぐ

八巻智洋先生　教職歴10 年。同校
に赴任して11年目。特別進学コース
主任。進路指導部。数学科。

福島県・私立尚志高校　全日制／普通科・情報総合科／共学／１学年 425人／2017
年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、山形大、福島大、筑波大、会津大など
に24人が合格。私立大は、専修大、法政大、立命館大などに延べ262 人が合格。

ともに成長していく
　　　高校入学後、八巻先生の最初の授業で「数学で
は毎回４人１組でのグループ学習をするから、まずは
そのグループのつくり方をみんなで決めよう」と言わ
れた時にはびっくりしました。
　　　４人で話し合って１つの答えを出すという形態
にも戸惑ったし、先生はヒントしか与えてくれないの
で自分たちで考えるしかなくて、最初は泣きそうでし
た。今では、解法を見つけた人が前に出てみんなに教
えて、助け合っているけれど（笑）
　　　一度先生が教えてしまうと、「最後は先生が教
えてくれる」という甘えが出てしまうからね。
　　　最初は「なぜ答えを教えてくれないんだろう」
と思っていたけれど、毎回メンバーの考えを聞き、自
分で深く考えていくと、単元の本質を理解できるよう
になっていることに気づきました。今では分からない
問題を解くのが面白くて、数学にのめり込んでいます！
　　　ただ、グループ学習って、話すのが苦手な人の
集まりだと沈黙が続いてつらいのですが、それについ
て先生はどのように考えていますか。
　　　それも、頑張ってほしいところなんだ。自分た

ちの力でその壁を乗り越えてこそ、みんなの成長があ
ると考えているよ。
　　　みんなにはいろいろな考えがあって、それを共
有して、また考えて答えを出す。それが“学ぶ”とい
うことなのだと感じています。ほかにはない授業です
が、先生はどうして始められたのですか。
　　　先生の話を一方的に聞くだけで、生徒に本当に
力がつくのかと考えるようになって、前の学年でグルー
プ学習を取り入れてみたら、みんな生き生きと取り組
んでくれて……それなら普段の授業で取り入れようと
思ったんだ。本格的な導入は初めてだったから、み
んなにも頑張ってもらって授業公開をたくさんしたし、
みんなから直接意見を聞きながら、改善を重ねてきた。
だから、先生の授業は、みんなと一緒に勉強しながら
つくってきたのだと思っているよ。
　　　確かに、学年集会などでも、話を聞いているだ
けだと頭に入ってこないです。
　　　じゃあ、次の集会では、資料を５分間で読んで
もらってから、質疑応答形式にしようか。
　　　賛成！　読めば分かることに説明はいらないです！
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